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　ハグル王国の工作員、クロエ。それが組織内での私の名前だ。




　海に面した崖がけの突端。私のお気に入りの場所。

　ピクニック用の敷物を広げ、四隅にその辺の石を置いて飛ばされないようにしてから昼食の入ったバスケットを開いた。いつもこの時間にここを通る農家のおじさんが、荷馬車から声をかけてきた。

　私は手を振って応える。これで私がここにいたことを印象づけられただろう。

　ひと切れだけサンドイッチを食べ、カップにお茶を注つぎ、敷物の上に置いた。人目がないのを確認してから崖の端にうつ伏せになった。腕を伸ばし、帽子の紐ひもを崖の縁のすぐ下に生えている松の枝に絡ませる。

　サンダルを脱いで崖下の岩場に向かって放り投げる。今日まで大切にしていたペンダントを外して金具を元どおりにつなげてから力任せに引きちぎり、同じ場所を狙って放り込んだ。




「よし」

　長居は無用だ。リュックから短靴を取り出して履いた。崖に背を向け、道の向こう側の山を目指して歩きだした。もうここに戻ることはない。

　私は、お気に入りの崖からも工作員人生からも立ち去るのだ。




　同じ日の夜、ハグル王国特殊任務部隊の中央管理室はざわついていた。

「ダン、マツールの崖を見に行ってくれるか？　朝になったら岩場も見てくれ。ヤコブ、警備隊に何か情報が入ってないか確認してこい」

　二人が素早く部屋を出て、それを見送ったランコム室長は額を押さえてため息をついた。

「ランコム、クロエはしょっちゅうマツールの崖に行ってましたよね」

「ああ、メアリー。あそこは柵もないから危ないと何度も注意したんだが」

　メアリーと呼ばれた女は片手で口を覆った。

「クロエに何かあったのかしら」

「大丈夫だよ。何もないさ。念のために見に行かせただけだ」

「彼女、私とあなたの結婚がショックだったみたいだし」

「やめなさい。そんなことはないよ。まだクロエに何かあったと決まったわけじゃない」

「だってこんな時間なのにクロエが帰ってこないわ」

　もう時刻は夜の八時に近かった。崖の周辺は真っ暗だろう。

「大丈夫だ。何かの間違いだよ。クロエは強い人間だ」

　ランコムはメアリーの肩を抱き、背中をさすって慰めた。そう、彼の知っているクロエはどんなときでも弱音を吐かない強い女だった。
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　私は追跡されないように馬車を乗り継ぎ、遠回りしてから長距離用乗合馬車に乗った。

　栗くり色いろの髪を派手な赤毛のカツラに隠し、化粧は濃いめ、ブラウスの胸の中にはたっぷりの詰め物。口元にはホクロを描き込んでいる。遊び慣れた色っぽい雰囲気の女に変装しているのだ。

　馬車には私を入れて五人。私以外は全員男だ。表情と仕草で色気を振りまく私を、男たちはチラチラと盗み見ていたが、一人の中年男性が話しかけてきた。

「お姉さん、どこまで？　こんな朝早くから長距離用の馬車に乗るのは、よっぽどの用事かい？」

「ええ。母の具合が悪いらしくて様子を見に行くんです。母は一人暮らしだから心配で」

「そりゃ心配だな」

　男たち全員が耳を傾けている。

「心配ですけど、やきもきしたところでどうしようもありませんから。悪いことは考えないようにしています」

　そう言ってバッグの中から銀色のスキットルを取り出した。

「お。そりゃいいな。蒸留酒かい？」

「もちろん。朝だけど長旅ですもの。みなさんもいかが？」

　艶つや消けしの銀のスキットルには普通のカルヴァドスよりも酒精を強くした特別な品が入っている。「皆さんでどうぞ」と差し出せば大喜びで回し飲みが始まった。自分の番の時は口をつけて飲むふりだけをして次に回した。




　そのうちに馬車の中はご機嫌でブツブツ独り言をつぶやく人、ぐっすり眠りこける人ですっかり静かになった。これで私に関する記憶は短時間の限定的なものになる。

　思い出せても派手な化粧と口元のホクロと赤毛だけだろう。あ、胸も思い出すかな。




　夜遅くに目的地のサーストンで降りて歩きだした。ここサーストンから隣国ランダル王国へ入るつもりだ。

　自分で偽造した身分証明書で国境検問所は問題なく通過できた。

　身分証明書には「マリア」という赤毛の女の名前が書いてある。マリアの名前は使い捨てだ。

　ランダル王国に入った私は人目につかない物陰に入ってカツラを外した。

　化粧落としの液で手早く口元のホクロと濃い化粧を落とし、胸の詰め物も取り出して鞄かばんにしまう。

　小さな手鏡で確認すると、華やかで色っぽい赤毛の女性「マリア」は、物陰から出たときには同じ服装ながら茶色の髪と印象に残らない顔の女性に変わっていた。




　無事にランダル王国に入国した私はそのまま馬車を乗り継ぎ、馬車が動いていない夜中だけホテルに泊まって二十日かけてランダル王国を横断し、その先のアシュベリー王国に入国した。

　入国の際に提示した別の身分証には『ビクトリア・セラーズ』と書いてある。

　ビクトリア・セラーズはランダル王国の実在の人物で、行方不明者だ。同じ年齢で外見も私に似ていて特徴がない。もう十年も行方不明のままで、家族は散り散りバラバラ。

　彼女の情報を行方不明者一覧で見たときは（いつか仕事で使える）と思っていたが、こんな使い方をするとは思ってなかった。今回のことで書類上はその人物が国を出た、ということになる。




　もう工作員のクロエはこの世にいない。今日からはビクトリアの名前で生きていくつもりだ。

　ビクトリアの身体的特徴の欄には茶色の髪と茶色の目、年齢二十七歳と身長百六十五センチという私の特徴を記入してある。

　本物のビクトリア・セラーズは私より少し身長が低い。とはいえランダル王国の身分証は誰の目にも正規のものに見える出来栄えだ。

　ビクトリア・セラーズになった私は国境検問所を出てすぐのレストランに入った。

「おはようございます。何になさいますか？」

「コーヒーとパンケーキ、ソーセージ二本と目玉焼きをお願いします。目玉焼きは半熟で二個」

「かしこまりました。お好きな席にどうぞ」

　注文したあとは壁を背にした隅の席に座り、ふうぅと息を吐いた。元職場では私が崖から落ちたか飛び込んだかという話になっているだろう。




「お待たせしました」

　テーブルに置かれたのは淹いれたての熱いコーヒー、ジュウジュウと音を立てている焦げ目のついたソーセージ、湯気を立てているパンケーキには溶けて染み込み始めているバター。

　目玉焼きは半熟だ。小さなガラスのピッチャーにはメイプルシロップがたっぷり入っている。

　シロップを全部パンケーキにかけてからナイフとフォークを手に私は旺盛な食欲でそれらを口に運んだ。組織から抜ける用意をしてから一年。そのうち食事を制限したのが八ヶ月。

「はぁ。美味おいしい。これからは食べたいように食べられるわ」

　失恋に苦しむ姿を印象づけるために食事の量を減らしていた間、私は常に空腹だった。途中からは心配したランコムに食欲増進の薬まで飲まされていたから飢餓感は酷ひどかったが、必死に耐えた。体重は普段より八キロも落ちていた。

　やっと好きなだけ食べられる。

　男でも満腹しそうな量の食事を時間をかけて完食し、ホテルを目指して王都の街を歩くことにした。これからは落ちてしまった筋肉を取り戻さなければ。




　やがて大通りにある大きなホテルに入り、カウンターに向かう。

「手紙で予約していたビクトリア・セラーズです」

「セラーズ様、お待ちしておりました。お部屋は三階です。ご要望どおり角部屋をご用意しております」

　当分はこのホテルを拠点にして今後の生活の準備をしていくつもりだ。使える手札は多いのだ。のんびりいこう。私はベッドにポフン、と飛び込んだ。




　室長のランコムは私の捜索を続けるだろうか。二つ先の国のアシュベリー王国まで捜索の手を伸ばすだろうか。それともすぐに見切りをつけるだろうか。

「やめやめ。ここで心配しても時間の無駄よ」

　これからは誰にも縛られずに自由に生きていきたい。




　私が移住先に選んだアシュベリー王国を導く王家は優秀らしく、何代にもわたって侵略目的の戦争には手を染めず防衛戦のみ。

　商人の流入が多く、人種的にも多様だ。私のような見知らぬ人間がある日突然街に住み着いても目立たない。それがこの国を選んだ理由だ。

「何をして働こうかな」

　私は八歳の時、まだ若手だったランコムに拾われた。初仕事は十五歳。二十七歳までひたすら働いてきた。ランコムはその間に室長に昇進していた。

　私は家族のために毎月ちょっとした品物を買い、お金と一緒にランコムに頼んで送ってもらっていた。ランコムは手紙が入ってないかを調べてから実家にそれを送ってくれていた。

　家族との連絡を取ってはいけない規則だったからだ。

「私の仕送りを両親と妹のエミリーが喜んでくれているだろう」という思いが仕事をする私の心の支えだった。連絡は取れなくても家族の死だけは教えてもらえるはずだった。それは何度も確認していた。

「なのにみんな死んでしまっていたなんて」

　私はランコムを兄のように慕い、上司としても尊敬していた。そのランコムが私の家族の死を二年も隠していたとは。

　それを知ったのは今から一年前のこと。

　仕事のあとに十八年ぶりに実家のある町に足を延ばした。遠くからひと目だけでも家を、いや、家族を見たかった。変装をして実家の近くに行ったら、家があった場所は更さら地ちになっていた。

　驚いて調べたら家は火事で燃えたそうだ。火事は二年も前のことだった。

　地区の役人は、私の書類上の雇い主である貴族にすぐ連絡したはずだ。

　連絡を受けた貴族は組織に私の家族の死を知らせただろう。そういう規則だからランコムが知らないはずはない。他の工作員も親の死だけは知らせてもらっていた。

（そうか。そういうことするの）

　彼は私がどれだけ家族を大切に思っていたかを知っていた。私が誰のために働いているか、十八年ものあいだ繰り返し彼に話していたのだから。




　その後、私は何事もなかったように働き、給料日の後はいつもどおり実家に送る木箱をランコムに渡した。そして彼の退勤時に尾行した。その日の夕方、木箱を抱えたランコムは王都の荷物集配所には向かわなかった。

　私の尾行にも気づかなかった。彼の腕が落ちてることに心底がっかりした。

　ランコムが入ったのは管理職用の宿舎ではなく、立派な制服の守衛がいるような高級な集合住宅の一室だった。三階のカーテンと窓が開き、空気を入れ替えるランコムが見えた。

（あそこか）

　彼が建物から出てくるのを待った。夜の闇に紛れて二階のテラスやちょっとした壁の出っぱりを足がかりにして三階まで登る。まず灯あかりがついていない別の部屋に忍び込んで、そこから彼の部屋に向かった。

　ドアの鍵を道具で開けて部屋に入ると、生活感のない部屋の隅に私が彼に渡した小さな木箱が二十五個、積まれていた。

　積まれた木箱を見た途端に感情が爆発しかけたが、すぐに気持ちを抑えた。

　そこにあった全部の箱を開け、中に忍ばせたお金を一枚の硬貨も残さず回収した。台所の銀のカトラリーと金の燭しょく台だいも盗んだ。泥棒の仕業だと思ってもらおう。ランコムの物は帰り道、途中の川に全部放り込んだ。

（私、勘違いしてた。あの人は、工作員の組織で出世するような人だったのに）




　翌日以降も私は以前と変わらずに仕事をした。

　毎月給料日の翌日には家族への贈り物を彼に頼んだ。生活は以前と変わらなかったが、私の心は変わった。もう家族はこの世におらずランコムへの信頼もない。

　仕事の合間に彼の情報を探り始めた。その結果わかったのが、ランコムは私の同僚の女と結婚することが決まっていることだった。ならそれを使わせてもらおう。

「私、室長みたいな男性が理想なの」

　ランコムに異性としての興味は全くなかったが、少しずつ他の同僚にランコムへの恋心を切なそうに漏らした。いずれランコムの結婚話は公になる。それにショックを受けて命を絶ったと思わせるための準備だ。

　ランコムとメアリーの結婚が発表された日から食事の量を減らした。二ヶ月後には誰の目にも私はやつれて見えたはずだ。

　理由を聞かれても暗い顔で目を潤ませて「なんでもない」と答えれば、皆が同情の滲にじむ顔をした。もっとも結婚相手であるメアリーだけは勝ち誇ったような表情を隠すのに苦労していたようだが。




　なぜこんな面倒な手間をかけて組織から抜けたか。

　それは私の成績が優秀だったからだ。

　ハグル王国の工作員の中で私は長年の間、成績トップを保っていた。そんな私が「仕事を辞めたい」と言って「はいそうですか」と辞めさせてもらえないのは明白だった。

　私は自分の将来を『結婚せずに四十代まで現場で仕事をして、その後は後輩の育成に携わる』と計画していた。ランコムにそれを勧められていた。

　だが両親と妹のエミリーを失った今となっては、組織にそこまで人生を捧ささげる気持ちも義理もない。ランコムに認めてもらうことなんか、もうどうでもいい。




　なのに失踪の準備をしながらも、当日の朝までランコムから「クロエに知らせるのが遅くなったが、実は……」と家族の死を知らせてもらうことを待つ自分がいた。

　でも計画を実行する日までランコムは私に家族の死を伝えてはくれなかった。家族が死んでからもう三年だ。途中いくらでもその事実を告げる機会はあっただろうに。

　ランコムにとって私は妹でも大切な部下でもなく、使い勝手の良い道具でしかなかったのだ。自分の一方的な思い込みが滑稽で空むなしかった。
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「さて、少しは街をぶらついてみようかな」

　動きやすいゆったりとした紺色のロングスカートにアイボリーホワイトのブラウスという、どこにでもいそうな目立たない服装になり、私は部屋を出た。

「行ってらっしゃいませ」

　フロントの声に送られて繁華街を目指して歩きだした。

　アシュベリー王国の王都は王城を中心としてざっくりと東西南北に分かれている。私がいる南地区は商店や市場、事務所がひしめく活気ある庶民の地区だ。事前に仕入れた知識だと、この地区が外国出身者が一番多い。

　食堂や屋台ではいろいろな国の食べ物が売られていて、道を歩いているといい匂いがあちこちから漂ってくる。朝遅くに充実した朝食を食べてきたのにおなかが鳴りそうだ。ケーキ屋さんで焼き菓子をひとつ買って、ちびちび食べながら街を見物していたときのこと。

「あれ？」

　広場の隅に置いてあるベンチに、女の子が沈んだ様子で座っていた。誰かを待っているのかと気になってしばらく離れた場所で様子を見ていたが、誰も女の子のところに来る気配がない。

（悪いやつに連れていかれたらどうするの）

　女の子は泣くこともなくぼんやりと座っている。どうも嫌な予感がして放っておけず、近寄って声をかけた。

「どうしたの？　迷子になったの？」

「迷子じゃない」

「お名前は？」

「ノンナ」

「ノンナのおうちの人は？」

「お母さんがここで待ってなさいって」

「それ、何時頃のことかわかる？」

「鐘が十回鳴る前」

　今は午後の二時過ぎだ。もう四時間以上もここで親を待っているのか。これは捨てられたんじゃなかろうか。肌や髪はやや汚れていて、一見お出かけ用に見える服もあちこち薄汚れていた。

「おなか空すいてない？　食べたいものがあったら買ってあげるから。お姉さんと一緒に食べながらここでお母さんを待とうか」

　少女がコクリとうなずいたので手をつないで立ち上がらせ、屋台が並ぶほうへと一緒に向かった。

　ノンナはよほど喉が渇いていたらしく、オレンジの果汁を水で割った果実水を買い与えると一気に飲み干した。

　なのでもう一杯買ってから、焼き肉とキュウリを挟んだパンを二つ買ってベンチに戻った。

　ノンナはすぐに口を開けてかぶりつこうとしたが、ハッとした顔をして「ありがとう」と礼を言ってから夢中で食べ始めた。

（どうしたものかなぁ）

　おそらく母親は来ない。

　お礼を述べられるだけの躾しつけをしていたところを見ると、親はこの子をそれなりに大切に育てていたのだろう。だがここにきて食い詰めたのか。それとも恋人が出来て子供が邪魔になったのか。

　尋ねたら父親はいないそうだ。

「喉に詰まるからゆっくり噛かんで食べるのよ」

「はい」

「果実水、もう一杯あるから飲みながら食べて」

「はい」

「ノンナは何歳？」

「六歳」

　私は父が商売に失敗してどこかの家の下働きに出されそうになったとき、まだ若かったランコムに声をかけられて八歳で拾われた。

　いや、正しくは結構な額のお金と引き換えに売られたのだ。だがそれは仕方がなかったことで、親を恨んではいない。むしろ家族の役に立ててよかったと思っている。




　パンを食べ終わるとノンナはコクリコクリと舟を漕こぎだした。

「四時間も待ってたんだものね。可か哀わい想そうに」

　私の膝ひざ枕まくらでノンナはすやすやと眠っている。汚れてはいるが、金髪と青あお灰はい色いろの目の可か愛わいい子だ。

　悪いやつに目をつけられたらすぐに連れていかれただろう。

　私が先に気づけてよかった。

　辺りが薄暗くなるまでそこにいたが、思ったとおり母親は来なかった。

（この子、捨てられちゃったんだな）

　眠ったまま起きないノンナをおんぶして警備隊の詰め所を探すことにした。ノンナは保護施設に送られるだろう。そこでも母親を待つんだろうか。そんなことを考えて歩いていたら前方から若い男が全力で走ってくるのが見えた。

（危ないな。避よけなきゃ）

　そう思ったが男が抱えているバッグが明らかに女物だ。ひったくりか。ノンナをおんぶしているが仕方ない。工作員時代なら関わらなかったが、（今は善意の一般人だし）とあまり深く考えずに行動に移したのは、自由になった初日だから少しはしゃいでいたのかもしれない。

　私は身構えて男がすれ違う瞬間に足を伸ばして男の足を引っ掛けた。ズデーン！　と男が派手に転んだ。

「いってえ！」

　男はすぐ後ろを追いかけてきた体格のいい銀髪の男性に押さえつけられた。

「おとなしくしろ！」

　銀髪の大男はなぜか細くみ紐ひもを持っていた。慣れた手つきで男を後ろ手に縛る。そして私に礼を言った。

「お嬢さん、助かりました」
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「いえ。あの、その男を警備隊に引き渡すんですか？　もしそうなら私も一緒に行ってもいいでしょうか」

「え？　どうして？」

「この子、おそらく捨て子なんです」

　銀髪氏が私の背中に目をやる。

「そうですか。ではご案内します」

　それ以上は何も言わず、銀髪氏はやっと追いついた貴族らしい年配の女性にバッグを返した。真っ白な髪の女性は身体を優雅にかがめて何度もお礼を言って立ち去った。

　縛り上げた若い男を引っ立てながら銀髪氏が道案内をしてくれることになった。銀髪氏はジェフリー・アッシャーと名乗った。

　アッシャー氏は見たところ三十代前半、鍛え上げた筋肉の持ち主だ。身長はおよそ百九十センチ、体重は八十キロというところか。着ている服はかなり上等なものだ。この体格で銀髪に碧へき眼がん、顔もなかなか整っていて懐に余裕がありそう。さぞかし女性に人気があるだろう。しかもとてつもなくいい声だ。




　警備隊の詰め所は繁華街の中心部にあり、二階建ての大きな建物だった。入り口の前には帯剣した立ち番が二人いて、アッシャー氏を見ると姿勢を正した。

「ひったくりを捕まえたから連れてきた」

「ありがとうございます団長！」

　団長？　警備隊なら隊長だから騎士団か軍隊の団長だろうか。私服なのは休暇中か。

「こちらの女性は？」

「捨て子を保護してくれたそうだ。よろしく頼む」

　私は警備隊員に案内されて通路を左に、アッシャー氏はひったくり犯を連れて右へと別れた。その後、保護した経緯を説明して身分証を提示し、書類にビクトリア・セラーズとサインをしてから気になっていたことを尋ねた。

「この子は今夜、どうなりますか」

「今夜はここに泊まることになりますね。養護施設に連絡を取りますが、収容先を決めて責任者に来てもらうのは早くても明日なので」

　迎えに来る母親を長いこと待ち続け、夜は一人で詰め所で眠るのか。自分が八歳で組織の施設に連れていかれたときのことを思い出す。見知らぬ部屋で怖くて心細くて泣きながら眠ったっけ。




「あの、今夜だけでも私が泊まっているホテルに連れていってはいけませんか。私、この国に来たばかりで身元保証人がいないのですが、この子と何時間も一緒に過ごしたのでここに置いて立ち去るのが切なくて」

「身元保証人がいないのですか。うーん……善意の保護者だから許可したいところですが、万が一あなたが記入してくれたフルードホテルの宿泊客じゃなかった場合、我々はもう手の打ちようがなくなりますからねぇ」

　そう言われたら確かにそうだ。無理か。諦めようとしたら、後ろから声をかけられた。

「そのお嬢さんが本当にフルードホテルに泊まっているかどうか、俺が確認してもいいぞ。今日は休みだし。さっきのひったくりに足を引っ掛けて転ばせたのはこのお嬢さんなんだ」

「そうだったんですか！　セラーズさん、ご協力ありがとうございました。それと、ホテル確認の件、助かります団長」

「いいさ、逮捕に協力してもらったんだし。俺もこの子がむさくるしい詰め所で心細い思いをするのは胸が痛むからな」

「むさくるしいって言わないでくださいよ」

　苦笑する警備隊の人に許可をもらって、今夜はノンナを私の部屋に泊められることになった。




「その子は俺が抱いて運びますよ」

「助かります。ありがとうございます」

　ノンナを軽々と抱き上げたアッシャー氏はホテルに着くまで私にあれこれと話しかけてきた。ずっと聞いていたくなるような艶つやのある低音の声だ。

　アッシャー氏は王都の治安を守る第二騎士団の団長さんだそうだ。警備隊の上位組織になる。

「お嬢さんはどこから来たんですか」

「隣のランダル王国から来ました」

「いつまでこの国にいるんですか」

「家族がみんな火事で死んでしまったので、気持ちを切り替えるためにこの国に来ました」

　用意していた答えを淀よどみなく言う。騎士団の団長なら良い印象を与えておいて損はない。笑顔で愛あい想そう良く答えた。嘘うそはできるだけつかない。その方が覚えていられるし嘘が破綻せずに済む。

「この国の言葉がお上手だ」

「ありがとうございます」

　途中でノンナの着替えを買ってからホテルに到着した。




　「お帰りなさいませ、セラーズ様」と迎えてくれたフロントの男性にノンナのことを説明した。アッシャー氏はフロントの人とも親しげだった。

　部屋までたどり着いてノンナをベッドにそっと下ろしてもらい、「助かりました」とお礼を言ったらアッシャー氏はピシリと良い姿勢になった。

「犯人逮捕のご協力とあの子の保護をありがとうございました。ではおやすみなさい」

　団長さんモードで最後を締めて帰っていった。それを見送ってドアに鍵をかけた。用心のためにドアノブの下側に椅子の背もたれをしっかり差し込んでから身体を拭いた。

　さっぱりとした体に夜着を着てノンナの隣に潜り込んだ。

　おなかが空いていたがこの子を置いて出かける気になれない。ルームサービスは大げさだ。空腹を我慢して眠ろう。

「おやすみノンナ」

　小声で声をかけて私もベッドに入った。ビクトリア・セラーズとしての初日はなかなか盛りだくさんだった。




　翌朝、空腹で目が覚めた。ノンナは先に起きていて私の顔を眺めていた。

「おはようお姉さん」

「おはようノンナ。朝ごはんを食べる前に一緒にお湯を使おうか」

「うん」

　二人でホテルの一階にある浴室に入り、備え付けの石せっ鹸けんでノンナを洗った。全身をチェックしたけれど虐待の痕跡はなかった。それだけでもホッとする。

　タオルで丁寧にノンナを拭いて、昨日帰りに買ったシンプルなワンピースに着替えさせた。

　（この子、何も聞かないんだな）と思っていたら、ホテルの朝食を食べながらノンナがポツリとつぶやいた。

「お母さんは？」

「来られなかったみたいよ。お母さんはどんなお仕事をしてたの？」

「わからない」

「一人の時はどうしてたの？」

「静かにしてた」

「そっか」

　無表情な子だなとは思っていたが、表情を動かさずに育ったのかも。おそらく母親はもう家に帰ってこないだろうし、帰ってきたとしても一度我が子を捨てた人がまともに面倒を見るとも思えない。保護施設なら少なくとも飢えることはないだろう。




「お母さんがいるときはどうしてたの？」

「静かにしてた」

「お母さんが静かにしなさいってよく言ってたの？」

「うん」

（このくらいの不幸な子なら、たくさんいる。これ以上深入りするな。可哀想だけど子供なんて私には無理だから）

　そう自分に言い聞かせた。

　ホテルの朝食はパン、牛乳、ジャム、バター、刻んだ野菜の味の薄いスープ、目玉焼き、ソーセージ。ノンナは黙々と食べていた。私も無言で食べた。




　ノンナは私と手をつないで無言のまま詰め所まで歩いていた。

　途中にあった小物店でノンナの青灰色の目に似た色のリボンを買って頭に結んでやった。罪悪感を物でごまかしているみたいだけど、ノンナの顔が少しだけ嬉うれしそうに緩んだから良しとした。

「お姉さん、ありがとう」

　ノンナは詰め所の前で唐突にお礼を言った。

　保護施設でも頑張れと言うべきかと迷ったがやめた。この子は今までずっと頑張ってきたに違いないからだ。だから何も言わずにノンナの頭を撫なでた。

　手をつないで詰め所に入ると、五十歳くらいの女性が待っていた。

「ああ、やっと来たわね。私は南区保護施設の院長です。昨晩はこの子がお世話になったそうで、ありがとうございました」

　その女性はノンナの手を引いて「さ、行きますよ」と歩きだした。引っ張られたノンナが少しよろめいた。ノンナが何歩か歩いてから私を振り返った。その目が。目が。

　初めてノンナが私に感情を見せた。

「待って！　待ってください」

「はい？　なんでしょう？」

「私がその子を引き取ることはできますか？」

　院長という女性はこの手のことは初めてではないのか、スラスラと言葉を口にする。

「引き取る？　あなたはこの国に来たばかりでホテル暮らしだと聞いてます。身元保証人もいないでしょう？　申し訳ありませんがあなたに子供を預けるわけにはいかないんです。子供を引き取るふりをして売り飛ばす人もいますからね。ああ、もちろんあなたは違うでしょうけれど。規則ですのでご理解ください」

　この女性の言うことは全部正しい。

　だけど、ここでこの子を手放したら私はこの先ずっと後悔する気がするし、あの目を忘れられないだろうと思った。

「います！　身元保証人ならいます！」

　警備隊員に連絡してもらってから、アッシャー氏はわりと早く詰め所に来てくれた。

「私がビクトリア・セラーズさんの身元保証人になりますよ」

「そうですか。団長様が保証人でしたら安心ですわ。ではセラーズさん、引き取り手続きの書類にサインをお願いします」

　私は差し出された書類にビクトリア・セラーズとサインをしてノンナを引き取った。




　ノンナは広場の池の周りをグルグル回って時々池の水に手を入れている。それを眺めながらベンチで私とアッシャー氏が会話している。

「お仕事中お呼び立てして申し訳ありませんでした」

「いえいえ。今日は比較的暇ですし、この子も大切なアシュベリーの国民ですからね。でも、どうして引き取ることにしたんです？　昨日初めて会った子でしょう？」

　ノンナがこっちを向いて私たちを見た。私は笑って手を振った。ノンナが無表情なまま手を小さく振り返した。

「あの子が目で『助けて』って言ったような気がしたんです。私の気のせいかもしれません。でも、ずっと昔、同じ目をした女の子がいて、その子と同じだなって思ったらあなたの名前を出してました。急なことなのに本当にありがとうございました。私の身元保証人を引き受けてくれて助かりました」

　少し間があってアッシャー氏が話を続ける。

「実は昨夜、宿舎に帰ってから反省したんです」

「何をですか？」

「あなたはおそらくあの子を置いて食事に出たりはしないだろうと思いました。初めて訪れた我が国で最初の夜なのに、腹を空かせたまま寝たんじゃないかと思いました。なんとなくですが、ルームサービスも取らずに寝たんじゃないかと思って。せめて美味おいしい食べ物を差し入れすべきだったなと反省しました」

　思わず隣の大男を見上げた。

　見ていたのかと思うほど当たっていた。人の心を読める人のようだ。さすがは王都の治安を守る第二騎士団長。

「団長さんが反省する必要はありません。私が外出すべきではないと思ったのですし、ルームサービスも頼む気になれなかったのですから。でも、全部当たりです」

　私は愛想良く見える顔を作って笑いかけた。

「俺の罪悪感を消すためと思って、今夜、夕食をご馳ち走そうさせてもらえませんか。引ったくり犯逮捕のご協力と我が国の捨て子を保護してくれたことへの感謝の気持ちです」

　私は大男の誠実さに思わずクスリと笑ってしまった。

「ノンナも一緒でよければ！」
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「ノンナ。これから二人で暮らすお部屋を探しましょう。台所があるお部屋を借りたらノンナにお料理を作ってあげられるわ」

　ノンナはどんなものを食べて育ったのかな、好物は何かな、とちょっと楽しみだった。

「料理？」

「そうよ。料理は得意なの。今日から私とノンナは家族だからね。ノンナに美味しい料理を作ってあげたいの。それとこれからはビクトリアって呼んで。ビッキーでもいいわよ」

「ビッキー」

「よろしくね、ノンナ。今日は二人で貸し部屋を見に行きましょう。そして夜は団長さんと三人で夕食よ」

「わかった」

　ノンナは相変わらず無表情だ。

　かくいう私も仕事でならいくらでも表情豊かになれるけど、普段の生活ではあまり感情表現が得意ではない。そんな育ち方をしていないのだ。

「ノンナ、二人でたくさん笑って暮らそうね」

「笑う？」

「そうよ。こんなふうにね！」

　ノンナの脇腹をくすぐった。ノンナは最初驚いていたけど、そのうち身をくねらせて笑いだした。キャッキャと笑うノンナは普通の六歳児に見えた。そしてすごく愛らしかった。

「ノンナ、あなたほんとに可愛いわ。気をつけないと悪い人に連れていかれそう。私が身を守る術すべを教えてあげなきゃね」

「身を守る？」

「そう。自分の身を守る技よ。怖い目に遭ったときにキャーキャー騒いだり泣いたりしているだけではだめなの。自分のことは自分で守る。知っておいたほうがいいわ」

「わかった」

「毎日少しずつ教えてあげるね。でもまずは部屋探しから」

「うん！」

　子供だって手札は多いほうがいい。




　二人でいくつか貸し部屋業者を回り、書類で候補を二つに絞って一度ホテルに帰った。

「この子はおとなしい」と言っても、子供がいるならだめという物件が結構あった。その大家だって昔は子供だったろうに。

　そんな大家は出かけるたびにうっかり犬の糞ふんを踏め、と呪っておく。

「ノンナ、私は今夜遅くなってから今日書類で見た部屋を見に行くの。だからもし寝ているときに目が覚めて私がいなくても、心配しないで待っていてね」

「一緒に行く」

「夜遅い時間だから子供は連れていけないのよ」

「……」

　夜に一人は嫌だよね。

　でも夜遅くに六歳児を連れて歩いていたら、厄介ごとのタネを撒まきながら歩いているようなものだし。

「どうしてもだめ？」

「夜遅くは悪い人に出会っちゃうことがあるから。私一人ならやっつけられるけど、ノンナがいたら戦えないでしょう？」

「お留守番……やだ」

　そっか。散々留守番をした挙句に親に捨てられたばっかりだものね。また捨てられるかもって思っても仕方ないか。

「じゃあ……約束して。私が声を出すなと言ったら何があっても声を出さない」

「わかった」

「走れと言ったら私のことは気にせず全力で走って隠れる」

「できる」

「叫べと言ったら思いっきり叫ぶ」

「できる」

「動くなと言ったらじっと動かない」

「わかった」

　必死な顔のノンナを見たら、それでも一人で留守番して待てとは言えなかった。不安に駆られて部屋を出られても困るし。この子がいてもたいていのことは回避できるとは思うが。今までも怯おびえて動けない対象者を励ましつつ守りながら逃げたり戦ったりしてきたんだし。体が小さいノンナなら最悪担いで走ればいいか。

　いや、普通に暮らしている人間はそうそう敵と戦わないのはわかっているけど。そもそも今の私には敵がいない。

「じゃあ、団長さんと夕食を食べる前にたっぷりお昼寝しようか」

「うん！」

　夕方、二人でベッドに入ってノンナの背中をトントンしながら向かい合って寝た。ノンナは案外早く眠った。私はそっとベッドから抜け出して静かにトレーニングを始めた。組織から抜ける準備で食事を減らし、運動をしないで暮らしていたからかなり体がなまっている。

　筋肉を鍛える運動をひと通りこなしてからお湯を使って汗を流した。

　お化粧をし、隣国ランダルを横断中に買ったワンピースに着替えてからノンナを起こした。ノンナはぐずらない。子供らしい文句も言わない。子供らしくないのは子供でいられない環境だったからか。




　やがてノンナがちゃんと目を覚ました。

「ビッキーきれい」

「ありがとう。ノンナも着替えようね」

　詰め所からの帰りに買ったワンピースに着替えさせて髪をとかした。うん、可愛い。ノンナが青いリボンを手に取る。昨日自分で大切そうに畳んで置いていたっけ。

「それを結びたいの？」

「うん。リボン、初めて」

「……」

　ノンナがそれを嬉しそうに言うのが余計に切ない。柔らかい金髪の頭に青いリボンを回して頭の上で蝶ちょう結むすびにするとお人形さんのようだった。

「団長さんはこんな美人さんと食事ができて幸せね。ノンナ、好きな食べ物はなあに？」

「丸パン」

「……そっか。これからは好きな食べ物を増やそう。毎日美味しいものをたくさん食べよう。私が料理をするから」

「料理したい」

「いいわよ。教えてあげるね。私が知っていることは何でも教えてあげるわ」

「ありがとう」

「どういたしまして、ノンナ。二人で楽しく暮らそうね」

　悪くない。

　子供のいる生活は思っていたよりもずっと楽しそうだ。

　時間ぴったりにドアがノックされた。

「はあい。どなた？」

「俺です。ジェフリー・アッシャー」

「今開けます」

　すぐにノンナに小声で説明した。

「ノックされても、約束があっても、すぐにドアを開けてはいけないのよ。覗のぞき窓があれば覗く。覗き窓がなければ声を聞く。覚えてね」

「わかった」

　ドアを開けると黒に近い濃紺色のスーツを着たアッシャー氏が立っていた。私より頭ひとつ高い。（この人、モテるんだろうな）とまた思う。そもそも既婚者か独身者かも知らないけど、まあ、こちらは子連れだからそこは気にしなくてもいいのか。

「こんばんは、団長さん」

「やあ、二人ともきれいだな。楽しい夕食になりそうだ」

　私はノンナと手をつなぎ、アッシャー氏と三人でレストランに向かった。アッシャー氏は私たちの歩く速さに配慮して歩いてくれた。よく気がつく人だ。

　ノンナの足取りが軽い。私も食事が楽しみだ。
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　連れていってもらったレストラン『アイビー』は名前のとおり外壁をアイビーに覆われた店だった。

　アッシャー氏はここでも顔を知られていた。騎士団長は王都の民に敬愛されているらしい。

　ただ、私とノンナを連れているのを見た案内の男性もホール係の女性も一瞬「え？」という顔をしたのが気になる。

「ここ、顔かお馴な染じみのお店なんでしょう？　私たちを連れてきて問題なかったのですか？」

「俺？　俺の方は問題ないよ。気楽な独り身だ。誰にも遠慮は必要ない」

「それなら安心しました。団長さんを狙っている人に恨まれたくありませんもの」

「そんな人はいないさ」

　いや、いる。絶対にたくさんいる。

　アッシャー氏の口調がざっくばらんになっているけど、これが素なのだろうか。アッシャー氏は黒のドレスシャツを微妙に着崩していて大人の色気が漂っていた。

　ホール係のチーフらしい男性が注文を聞きに来た。私とノンナの分はアッシャー氏にお任せした。やがて前菜と一緒に白ワインと果実水が運ばれて三人で乾杯した。ノンナが美味しそうに果実水を飲んでいるのが可愛い。

　前菜は手て長なが海え老びの身を金串に刺して炙あぶってオリーブオイルを塗ったものと、薄く切ったパンにハーブ入りバターを塗った小さなカナッペ。上に上等なハムと刻んだ香草がのっている。

　手長海老が甘くて美味しい。ノンナも気に入ったようでパクパク食べている。

　ノンナを眺めている私をアッシャー氏が見ているのに気づいた。

「私、何か不作法なことをしましたか？」

「いいや。君は子供が好きなんだなと思っただけだ」

「子供が好きというよりこの子が好きなんです」

　アッシャー氏は姿勢が良く食べ方も上品だ。きっと育ちが良いのだろう。

「俺の仕事終わりに時間を合わせてもらったから、ノンナが眠くならないといいが」

「お昼寝した。お部屋を見に行くの」

　しまった、口止めを忘れていた。案の定アッシャー氏が眉を寄せた。

「お部屋って貸し部屋か？　食事の後で？　夜に子連れじゃ危ないだろう」

「そうなのですが、夜はどんな感じか確かめてから契約しないと、ハズレを引く場合がありますから」

「それなら俺も同行しよう。夜に女性と子供だけで歩いては危ない」

　うん、そうなりますよね。王都警備担当の第二騎士団団長ですものね。でも、それだと契約候補の部屋の上下左右の部屋のドアや壁に耳をつけて中の様子を探ることはできなくなってしまう。

「迷惑か？　でも我慢してくれ。身元保証人としては君たちの安全に関することは譲れないよ」

「迷惑だなんて。心強いです」

　笑顔で愛想良く返事をした。

　食事は順調に進む。骨つきの肉の食べ方がわからないらしいノンナのために肉を切り分けたり、ソースがついた口の周りを拭いてやったりして、私はほのぼのしていた。

「これ、なんの肉？」

「子羊の香草焼きよ」

「ふうん」

　ノンナは子羊の肉が気に入ったようだ。貸し部屋に入居したら家でも作ってあげよう。

　おなかいっぱい食べてから店を出てのんびり歩いたら、一軒目の貸し部屋の候補に向かっている途中で鐘の音が九回鳴った。

　目的の建物の前に到着すると、アッシャー氏が環境を確かめるように周囲を見回している。

「どの部屋？」

「二階の角部屋です」

　窓が暗い一室を指さす。

　こんなに簡単に住まいを他人に教えることに迷いを覚えるけど、普通の平民の女性はどこまで用心するものなのかよくわからない。工作員ならあり得ないことだけど、アッシャー氏が部屋に押し入って私たちを殺すことはないだろうと判断した。

　アッシャー氏の行動をいちいち疑ってかかるのは愚かなことだ。彼は工作員でも暗殺者でもないし、全人口に占めるその手の人間の割合を考えたら私が彼らと出会うことは奇跡みたいなものだ。

　そういえば組織の精神科医が『クロエが十九年間自滅せずにいられたのはその図太さのおかげだ』と笑って言っていたっけ。




　候補の物件を二つとも下見した。

　ドアの前に立って上品に耳を澄まして近所の様子を調べた結果、一軒目のお隣さんは奥さんがヒステリックに誰かを怒鳴り散らしていてノンナが怯えた。却下。

　二軒目は階段にゴミがいくつも落ちていて管理が行き届いてない。これも却下。

「今夜はありがとうございました。夕食も美味しかったです。ごちそうさまでした」

「貸し部屋はどっちもお勧めできないな」

「ええ、私もそう思いました。また他の業者を探します」

　少し疲れた顔をしているノンナをアッシャー氏が抱き上げて歩きだした。ホテルまで送ってくれるつもりらしい。

「団長さん、ここからは私が背負って帰ります。お食事をご馳走になった上に貸し部屋めぐりまでお付き合いいただきましたから。これ以上ご迷惑はかけられません。本日はありがとうございました」

　そうはっきり伝えたがアッシャー氏は束つかの間ま『困った人だ』というような表情で私を見下ろしたあと、聞こえなかったように歩きだした。

（ええ？）と思っていると団長さんは前を向いたまま口を開いた。

「あなたはランダル王国からこの国に来たばかりだ。ランダルではどうだったかわからないが、この国では夜間に女性が子供を背負って歩くことは安全とは言えない。送らせてほしい」

　なるほど。

「ではお言葉に甘えます。感謝しております」

「堅苦しいなぁ」

「そうですか？」

「うん。それにしてもあなたはアシュベリー語が上手だね」

「語学の勉強は趣味でしたので」

「立ち入ったことを聞くようだけど、ランダルではどんな仕事を？」

　私は無邪気そうな笑顔を作る。

「いろいろです。またいつかお会いする日がありましたら思い出話でも」

「では次に会う日を楽しみにしているよ」

「ええ、わかりました」

　ホテルに着き、昨日と同じように部屋までノンナを運んでもらい、今回はドアのところでノンナを受け取って挨拶をした。

「とても楽しい夜でした、団長さん」

「俺もだ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　アッシャー氏はヒラヒラと後ろ姿で手を振って帰っていった。私はノンナをベッドに寝かせ、着替えをさせて布団をかけた。

　そのまま床に顔を近づけて足跡をチェックする。部屋を出る前、習慣でベビーパウダーを極々薄く撒き散らしておいた。

　足跡なし。引き出しも開けられた形跡なし。そりゃ普通はないか。

　私は急いで一階に降り、お湯を浴びて身体を洗った。

　明日は仕事を先に探そう。仕事場を決めてから職場に近い部屋をゆっくり探せばいい。

　部屋に駆け足で戻るとノンナはよく寝ていた。

「二人で楽しく暮らそうね」

　小さな声で話しかけたら眠っているノンナが少しだけ口角を上げた。いい夢を見てほしい。楽しい子供時代をこの子に過ごさせてやりたい。




　私が家を出たとき、妹のエミリーはまだよちよち歩きだった。ノンナの世話をしていると、私はあのまま実家にいたらこんな感じに妹の世話をしていただろうと思う。

　そして両親は八歳の私があのまま実家にいたら、こんな風に手をかけていただろうと想像する。ノンナの世話をしていると、まるで自分が失った大切な時間が戻ってくるような気分になった。

　たった二日間で私はすっかりノンナに情が移ってしまった。

「まずは仕事を見つけなきゃ」

　当分働かなくてもお金の余裕はあるが、働こう。自宅でできる翻訳の仕事があれば一番いいのだが。

　真面目に働いている真っ当な人間だという事実があると世間に信用されやすい。私はノンナの隣に潜り込み、目を閉じた。
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　ジェフリー・アッシャーは楽しかった時間の余韻に浸りながら酒を飲んでいた。広い居間はスッキリした内装で、置いてある家具はどれも名工の手による古いものだ。

　ここは兄が当主であるアッシャー伯爵家の王都の屋敷。

　普段のジェフリーは騎士団の宿舎住まいなのだが、病気がちな母の容体が心配なのと母親が寂しがるのとで、週に一度くらいは屋敷に顔を出すようにしている。

「戻ったのか」

「ええ。兄上はまだ仕事の途中でしょう？」

　兄のエドワードも銀髪で、亡き父の銀髪を兄弟揃そろって受け継いだ。兄は四十歳。八歳年下の自分をやたら心配して面倒を見ようとするのが困りものだ。三十二歳はもはや兄に心配されるような年齢ではないと、何度言っても理解しない。

「お前が珍しく洒しゃ落れた服装で出かけたと聞いたからね。女性と出かけたんだろう？」

「そんなことを言うためにわざわざ顔を出したのですか？」

「そう邪険にするな。私は喜んでいるんだよ。お前が女性と出かけるなんていつ以来のことか」

　ジェフリーはもう何十回言ったかわからない台詞せりふをまた口にしなければならないことにため息をつく。

「兄上、いつまでも私を可か哀わい想そうな被害者みたいに扱うのはやめてくれませんか」

「わかったわかった。その話はもうしないよ」

　エドワードは両手を上げて降参のポーズをとった。

「で？　楽しかったのか」

「ええ、楽しかったですよ。この国に来たばかりの外国人の女性と彼女が保護した六歳の少女の三人で楽しく食事をしてきました」

「……」

「兄上には跡継ぎがいるのですから、そちらを心配していればいいのですよ。私の心配はしなくても大丈夫です。では、明日は朝早いので私は寝ます」

　そこまで言ってさっさと自室に向かった。

　ビクトリア・セラーズは平民の女性だが、言葉遣いは知的で物腰が上品だった。そしてかなりの度胸がある女性だった。

　この王都では、自分を騎士団の団長と知っている女性も知らない女性も、自分を見るとベタベタと絡みつくような視線を送ってくる。少年の頃からそんな状況だったから笑顔で拒絶する技ばかりが上手うまくなった。

　だからビクトリアが自分を頼ろうとしないことも、粘つく視線を向けないことも、入国したばかりの国で保護した捨て子を一人で面倒を見ようとしていることも、全てが新鮮で好ましく見えた。そんな自立心旺盛な彼女が自分に身元の保証を頼んできたのは困った挙句のこととはいえ、本人はさぞかし不本意なことだったろう。

　それにしてもひったくりに足を掛けて転ばすなんて。

　あの若い男が起き上がって襲いかかってきたらどうするつもりだったのか。男と格闘するには細すぎる身体で、しかも眠った子供を背負っていたというのに。

　無謀すぎる。

　だが、走ってくる男をノンナを背負ったまま迎えた彼女には隙すきがないような気がして（あ、あの女性は武闘派だ）と思った自分は見誤ったんだと思う。

　一緒に食事をしてみれば、細い身体で気持ちのいい食べっぷりを見せてくれた。食の細さ、か弱さを印象づけようとする令嬢たちよりずっと魅力的だった。

　彼女は遅い時間に貸し部屋を下見に行くつもりだったらしい。ノンナがそのことをうっかり漏らしたときに（しまった）と思ったようだった。彼女は感情を全く顔に出さなかったが、長年、街の人々の中で働いている自分はわずかな目の動きで彼女が慌てているのがわかった。

　興味深い。

　あそこまで人を頼りにしない女性は見ていて爽快だったが、心配にもなる。彼女がこの国に馴な染じんで無事に生活の基盤を築くまでは頼りにしてくれたらいくらでも手を差し伸べたい……とは思うが。

　まあ、ありがた迷惑だろう。

　そう苦笑して余計な手助けはやめておこうと思った。彼女がそれを望んでいないことがひしひしと伝わってきた。泊まっているホテルから想像するに金銭に不自由はしてなさそうだし、身元保証人としては頼られたら助ける、くらいがちょうどいいのだろう。ジェフリーはビクトリアのことは今夜を最後に自分からは関わらないことにした。過去の苦い記憶がちらりと心に甦よみがえったからだ。




　翌朝、王城の敷地内にある騎士団の建物に足を踏み入れると、皆がキラキラした目で自分を見る。（なんだ？）と思いながら自室に入ると秘書の四十代の女官が兄と同じような笑顔で自分を見る。

「なんだい？」

「いえ、なんでもございません」

　そう言いつつも生温かい目を向けてくる。その意味がわかったのは昼食時に騎士団の食堂に入ってからだった。

「団長！　見ましたよ！　昨夜はお楽しみでしたね！」

　第二騎士団の若手のボブである。（こいつが発信源か）と事情を察して手招きでボブを呼び寄せて言った。

「ボブ、憶おく測そくで噂うわさをばら撒くなんてずいぶん余裕があるようだな。十三時になったら鍛錬場に来い。久しぶりにみっちり訓練してやろう」

「えええ」

　情けない声に笑いそうになるが、いかめしい顔を崩さないようにした。




　三人の夕食会から三週間が過ぎたある日。

　ジェフリーは規則に従い、ビクトリアの身元保証人として彼女が宿泊していたホテルに向かった。

「ビクトリア嬢はまだこちらに泊まっていますか？」と尋ねると、受付の人間から一通の手紙を渡された。

　封筒には美しい文字で自分の名前が記されていた。急いで開封した。




『ジェフリー・アッシャー第二騎士団長様

　ご無沙汰しております。

　ノンナを引き取る際に私の身元引受人になってくださりありがとうございました。ご招待いただいた夕食も素晴らしく美味しいものでした。

　入国直後の心細いときでしたので大変心強く励まされました。感謝しております。

　ノンナも私も元気に過ごしております。仕事が無事見つかり、安心できる部屋も借りることができました。ご連絡も差し上げずに移動した失礼をお許しください。

　この国では遺児を引き取った者は身元保証人に毎月現況報告するのが義務と聞いております。また一ヶ月後には報告のお手紙を差し上げます。次回は騎士団に報告書をお送りいたします。


　　現況報告まで。




ビクトリア・セラーズ』　　　　　　　






　あまりに事務的な内容で笑いがこみ上げる。だが、元気ならそれでいい。彼女は一度も心細そうな顔などしなかったが、そこは大人の社交辞令なのだろう。縁があればどこかで会うだろうし、顔を合わさなくても一ヶ月後には報告書が届くのだ。

　書かれていた新しい住所は貴族が住む東区だった。実家からもそれほど遠くはない。貴族の家の住み込みの仕事でも見つけたのだろうか。

「二人の様子を確認しなくては」

　と思いつつなかなか行けないまま時間が過ぎてしまっていた。

『親を失った子供を引き取った者は身元保証人に毎月の報告書を、身元を保証した者はそれをもとに住居を確認し、子供の状況と報告書に違いがないかを確認すること』

　という期限が迫っていた。
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　ヨラナ夫人はヘインズ伯爵家の未亡人である。

　夫が病没後は息子夫婦に当主の座と屋敷を譲り、同じ東区で気楽な未亡人暮らしを送っている。

　ある日、友人のお茶会に参加した帰り、足を延ばして南区の刺繍ししゅう道具の店に向かった。

　買ったものは侍女に持たせ、自分はバッグだけを持った。数歩歩いたところで若い男にバッグをひったくられた。男はどんどん遠ざかっていく。「泥棒！」と叫ぶと近くにいた大柄な男性が猛然と追いかけてくれた。ミセス・ヨラナは気が強い貴婦人だったので止める侍女を無視して小走りで大柄な銀髪男性の後を追いかけた。

　前方で若い男は銀髪男性に追いつかれて縛り上げられ、無事バッグは手元に返ってきたが、帰宅後にきちんとお礼をしなかったことに気がついた。動転していてお礼の言葉を述べただけで帰ってきてしまった。ヨラナ夫人は失態を反省し、翌日に警備隊の詰め所へと向かった。




「ぜひお礼をしたいのです」

「団長はお礼は受け取りませんので、お気持ちだけお伝えします」

「では足を掛けたというその女性にだけでも」

　ヨラナ夫人は滞在先のホテルを聞き出してそこに向かい、ホテルのフロントの男性に呼び出してもらえないかと頼んだ。すると柔らかな笑みを浮かべた女性が少女の手を引いて階段から現れた。お礼をしたいと伝えたが、こちらも「お気持ちだけで」と断られた。

「それなら我が家でお茶とお菓子だけでも」とやや意地になったのは（ひったくられるような自分の老いへの情けなさか）と自省していると「お茶でしたら」と笑顔で了承してもらえた。

　数日後に子供の手を引いてやって来たビクトリア・セラーズという女性は、ランダルから来た平民だと自己紹介した。平民なのに貴族の家でもオドオドしなかったし、お茶を楽しむ所作は優雅だった。裕福な家の出なのかもしれないと思った。

「今後はどうなさるの？　ずっとホテル住まいではないのでしょう？」

「近いうちにホテルを出て部屋を借りるつもりです」

「貸し部屋を借りるならうちに住まない？　平屋の離れがあるわ。台所も浴室もあるわ」

　気づいたらそう提案していた。

　ひったくり逮捕に協力してくれた彼女は、我が国の捨て子を保護して面倒を見てくれているという。アシュベリー王国民としてその行いに感謝を示したいという思いもあった。

　しばらく悩んだ末にビクトリアは「ちゃんと契約書を交わしてくれるなら」という条件で受けてくれた。契約書は自分で作るという。彼女は教養があるのだろうとヨラナ夫人は思った。




　翌日にビクトリアが持ってきた賃貸契約書は良識的な内容だった。賃料も相場だった。貴族が住む東区は家賃が高いのに、値切る気はないようだった。

「まあ！　隅々までちゃんと出来てるわ。完璧な契約書ね。あなたのことをとても気に入りました」

　そう言ってヨラナ夫人は提示された額の半額に訂正してから賃貸契約を交わした。大家の方が半分に値引きする珍しい契約である。

　結果から言うとビクトリアはとても良い賃借人だった。人を呼んで騒ぐこともなく、ノンナという少女も静かで家を汚すこともなさそうだ。家賃は二ヶ月分も前払いしてくれた。

　ビクトリアをお茶に誘うと時間があれば話し相手になってくれたし、「料理人さんがいらっしゃるのに失礼かとは思いますが」と言いながら手料理のおすそ分けもしてくれた。これが見栄えも良くて美味おいしい。おすそ分けしてくれたのは『野菜の鶏肉巻き』だった。

　野菜と香草を色良く組み合わせて、叩たたいて延ばした鶏肉で巻いて焼き目をつけてから煮込んだものだった。

　白ワインを加えて煮込んだそうで、輪切りにされたそれは断面も美しかった。ぱさつきがちな鶏肉なのにしっとりとしていて老人でも簡単に噛かみ切れるほど柔らかい。蜂蜜で照りを出したという外側は焦げ目がついていて香ばしい。

「いい人とご縁が出来たわ。そういえば職場は近いの？」

　と遅ればせながら尋ねたら、有名な歴史学者の助手兼ハウスメイドをしているという。

「あなたはいったい、何をどれだけこなせるのか謎ね」

　そう感心したのには訳があった。風の強い日に夫人が二階のバルコニーから庭を見ていたら、かぶっていた帽子が風に飛ばされた。帽子はふわりと風に乗って庭のイチョウの木に引っかかり、クルクル回って顎あご紐ひもが枝に絡みついた。

「あれは夫が生前買ってくれた思い出の帽子だけど、仕方ないわね。自然に落ちてくる前に雨が降らないことを祈るわ」

　仕事から帰って夫人の言葉を聞いたビクトリアは、家に入ってズボンに着替え、スルスルと木をよじ登り帽子を取り外して下に放り投げてくれた。枝の位置は二階建ての屋根より高かったのに。

　ヨラナ夫人が驚きのあまり声も出せずにいると、滑るように下りてきた彼女は

「私はお転てん婆ばでしたから」

　と笑った。

　貴族のような所作ができて歴史学者の助手もできて、料理上手で木登りが得意なお嬢さん。

　ヨラナ夫人はすっかりビクトリアが気に入ってしまった。




　ヨラナ夫人の侍女のスーザンもビクトリアとノンナを気に入った一人だ。

「あんな可か愛わいい子を捨てるなんて何を考えているんでしょうね、その母親」

　そう言って涙ぐんだり怒ったりした後に

「奥様、そのうちノンナが懐なついたら私の部屋に泊めてもいいでしょうか。そうしたらビクトリアさんも夜にお出かけができますし。あの方、まだ若いのに全く人付き合いをなさってる様子がありませんよ」

　と心配する。

　ノンナは無表情な子供だがスーザンが話しかけたりちょっとした菓子を与えたりするとわずかに柔らかい表情になる。

「あなた、人ひと馴なれしない子猫を手て懐なずけてるような気持ちになってるんじゃないの？」

「子猫だなんて！　あの子が可愛いから母親の気分を味わってみたくなったんですわ」

「私たちはどうやったって祖母の気分でしょうよ」

「奥様は無粋ですわね」

　夫人はスーザンに呆れられてしまった。

　そのビクトリアが「明日はバーナード様の誕生会なので」と厨ちゅう房ぼうから大鍋を借りて料理を作っている。いい匂いが朝からずっと漂ってきていた。

「その料理をうちの馬車で運びなさい」

　そう言ってやると彼女がとても喜んだ。

「運ぶ手段を忘れていて困っていたんです。貸し馬車を呼ぼうかと考えてました」

　ヨラナ夫人はそんなうっかりしているところもあるビクトリアが可愛くて大好きになった。
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　バーナード・フィッチャーは老齢の歴史学者で、たいへん気難しい男だった。

　自分では動かないが、決まった時間にお茶を飲みたかったしお茶の淹いれ方にもこだわりがあった。書斎や居間に限らず家中どこでも自分のルールに従って置いた物の場所がわずかでもずれていると不機嫌になる。

　その上、研究に行き詰まると小さなことで不機嫌になる頻度が高くなった。そんな老人の助手を長く務められる者はおらず、自業自得ながら助手も使用人も続かなくて困っていた。

　そんなときに職業仲介所に出していた募集を見て面接を受けに来たのがビクトリア・セラーズである。彼女は四ヶ国語が堪能で掃除や料理などの家事もこなせるという。そんな都合のいい人間がいるものかと思ったが自己申告は本当だった。




「バーナード様、昨日お預かりした文献の翻訳を仕上げてまいりました」

「たったひと晩でか？」

「はい。間違いがないかどうかチェックをお願いいたします。その間に掃除を済ませますので」

　ビクトリアはそう言うと書類をズイとバーナードに差し出して机の上を片付け始めた。その片付け方が実に『わかって』いる。乱雑に重ねた書類は決して順序を崩さず、三つの山にして積み上げておいた文献は内容ごとにクリップでまとめて読みやすいように見出しをつけてひとつに重ねてくれている。

　気管が弱いのにほこりだらけにしていたバーナードは、姪めいに「緩慢な自殺行為」と言われていたが、彼女が来てからは家中が整然と片付きほこりは無くなっていた。

　（こんな有能な助手はもう手放せない）とバーナードは数日で思った。

　最初は血縁関係のない子供を連れての出勤と聞いたのでとんでもないと思ったが、これがまたわきまえた子供で台所の隅で飽きもせず静かに読書をしている。読み書きはビクトリアが教えているらしい。

　子供は嫌いだと思っていたバーナードだったが、（躾しつけの行き届いた子供は嫌いではない）と思うようになっていた。




　ある日、ビクトリアと一緒に掃除を手伝っているノンナに勇気を出して

「君は食べ物では何が好きかね」

　と思いついて尋ねた。そんな質問しか思いつかなかった。子供に話しかけるなどバーナードにしては大冒険である。すると少女は少し考えてから

「ビッキーが作る子羊のロースト」

　と答えた。

　偶然にも子羊のローストはバーナードの大好物だったので、思わずビクトリアに

「今夜予定がなければうちで子羊のローストを作ってくれないか。君たちも一緒に食べるといい」

　と柄にもない申し出をした。ビクトリアは

「まあ、嬉うれしいです。喜んで作りますわ」

　と笑顔で返事をしてさっさと買い物に行き、材料を買ってきた。

　食材費の他に時間延長の料金も払おうとすると

「ノンナに私以外の人との食事の経験をさせていただくのでそれは受け取れません」

　と断られた。何度言っても上乗せ分を受け取らない。

「君はなかなか頑固だな」

「よく言われます」

　そんな人間らしい会話も久しぶりで楽しかった。

　ビクトリアは手際よく子羊の香草焼きの人にん参じん添えとグリーンピースのポタージュ、クリーミーなマッシュポテトを作って並べた。途中でノンナが食べたがったカリカリのバタートーストが追加された。

　自宅でこんな料理を食べるのは妻が亡くなって以来初めてである。つまり八年ぶりだ。

　前の料理人はこんな手間のかかるものは作らなかった。料理人が辞めてからは昼と夜を近所で外食して毎度似たようなメニューを選び、味気なく済ませていた。

　ビクトリアもノンナもよく食べて楽しく会話をしてくれた。ビクトリアはランダル王国から来たということだったが、この国のことについての知識も豊富だった。バーナードが歴史の話をしても興味津々という顔で聞いてくれた。

　二人が後片付けをして帰ったあと、バーナードは急に家の中が静まり返ったように感じた。人の気配など煩わしいとずっと思っていたバーナードは、自分の変化に戸惑った。

「私の相手などしたくないだろうと思っていたが、意地を張るのをやめて話しかけてみてよかったよ。こんな楽しい食事ができるとは。料理も旨うまかった」

　バーナードは静かになった部屋で妻の肖像画に向かって話しかけた。

　こんなこともあってビクトリアとノンナは時々老歴史学者と夕食を共にする仲になった。




　バーナードの家には週に一度ずつ姪のエバが様子見で訪問してくれている。エバはバーナードの妹の娘だ。世話好きな三十代で、赤みの強い茶髪の持ち主である。

　そのエバが今、玄関のドアを開けるなり目を丸くし、あちこち見て回って更に驚いている。

「家中きれいになってる！　魑ち魅み魍もう魎りょうの棲すみ家かだった書斎まで学者らしい書斎に生まれ変わっているじゃない。伯父おじ様！　一体どうなさったの？　新しいハウスメイドが見つかったの？」

「エバ。相変わらずけたたましいな。仲介所に助手の募集を出したら優秀な人が来てくれたんだよ」

「助手？　ハウスメイドじゃなくて？」

「四ヶ国語に堪能で掃除も料理も得意な助手だ」

「伯父様、その方にいくらお給料を支払ってるんです？　まさかと思いますけど、助手に払う分だけってことはありませんわよね？」

　バーナードは世間知らずだったし気が利く男でもなかったので、エバの言うとおり助手に払う給料しか支払っていなかった。

　なので（もしや非常識だったか？）と慌てた。妻にも『世間知らずの非常識な学者さんね』と注意されることがよくあったのだ。

　白髪の方が多い茶色の髪を撫なでつけながらバーナードは黙り込む。

「伯父様、どう考えてもその優秀な助手は三人分は働いてますわよ。そんな安い賃金で働かせていたらすぐに他の人に引き抜かれてしまいます」

「それはだめだ。それは困る。彼女がいなくては本当に困る」

「彼女？　女性ですか。とにかく私に会わせてくださいな。お礼とお詫わびをしなくては」




　翌日の朝ビクトリアがノンナを連れて出勤すると、エバが出迎えてくれた。そして「世間知らずの伯父がとんでもなく安い賃金で働かせてしまって申し訳ない」と頭を下げて賃金を三倍にすると申し出てくれた。

「三倍ですか？　いえ、それはさすがに多すぎるのではありませんか？」

「いいえ。あなたが来る前は助手のほかにハウスメイド二人を雇っていたのです。それでもここまできれいにはなってませんでした。しかも彼らは全員三ヶ月と続かなかったんです。なのにあなたは伯父の話し相手まで。四倍でもいいくらいよ。どうせ伯父はほかにお金の使い道がないんだし。遠慮はいらないわ」

　身振り手振りが大きなエバは、そうしゃべりながらテーブルに置いてあった花瓶を手で倒しそうになった。

　しかし向かいに座っていたビクトリアが表情ひとつ変えずに素早く腕を伸ばし、花瓶を支えて倒れるのを防いだ。その間ビクトリアの視線はエバに向けられたままだった。

「あなたみたいな人ならうちでも雇いたい。でも伯父が手放さないわね」




　エバとビクトリアの顔合わせから数日後。

　ビクトリアはバーナードの六十五歳の誕生会が本人の家で開かれるとエバから知らされた。

「身内が集まるの。とはいっても来るのは私と夫のマイケル、従兄弟いとこ二人の合計四人よ。別料金をお支払いするからあなたに準備をお願いできるかしら。大おお袈げ裟さにしなくていいから」

「ええ。私でよろしければ」

　ビクトリアはそう言って笑顔で引き受けた。ビクトリアが全て済ませてくれるなら伯爵の妻として多方面に忙しいエバは大助かりだった。

　意外なところで縁はつながっているもので、誕生会に参加するエバの従兄弟の一人がジェフリー・アッシャー第二騎士団長であったが、ビクトリアは当日までそれを知らなかった。
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　ジェフリー・アッシャーは実家で伯父おじの誕生会に参加する準備をしていた。伯父は母の兄で歴史学者である。

　居間で兄のエドワードが話しかけてくる。

「なんでも有能な助手を雇ったらしくてね、エバが大絶賛していたよ。語学堪能な上に家事全般に優れているそうだ。自分が雇いたいのを我慢してるんだと手放しで褒めていた」

「そうですか」




　ジェフリーは伯父が苦手だ。

　従妹いとこのエバは頻繁に顔を出しているようだが自分が顔を出すのは年に数回。伯父は学問一筋で生きてきた学者にありがちな世間知らずで尊大な性格だ。使用人が居つかないのも当然だとジェフリーは思っている。それが、である。

　久しぶりに顔を合わせた伯父の雰囲気が柔らかくなっていた。家の中も美しく整えられていて、伯母が生きていたときのように温かい設しつらえに変わっている。

　テーブルにはきっちり折られたナプキンが置かれ、カトラリーが整然と並べられている。テーブル上の花もレストランのようにセンスよく飾られていた。

　エバと夫のマイケル、自分たち兄弟が揃そろって着席した。

　そこでタイミング良くスープを運んできた助手とやらを見てあんぐりと口を開けてしまった。ビクトリア・セラーズが白いメイド用のエプロンをつけて登場したからだ。

「セラーズさん！」

「まあ団長さん。お久しぶりでございます。そろそろ報告書をお送りしなくてはと思っていたところですわ」

　二人の様子を見ていた兄に、

「とりあえず誕生会を始めよう」

　と言われて乾杯をしてからスープに口をつけて、また目を見張る。

「ジェフ、旨うまいな」

　兄に先に言われてしまったが、マッシュルームのポタージュは風味が良くて生クリームで美しい模様が描かれていた。レストランで出されても満足する味と見た目だ。

　カリカリの小さなパンの上に鱒ますのマリネと玉ねぎとピクルスをのせた前菜はこれだけを大量に食べたいと思ってしまう。食べる前より空腹になった。ごく少量飾られているディルとケイパーが鱒の癖を上手に消してコクを引き立てていた。

　メインはラムクラウン。王冠のような形に盛り付けられた骨つきラムだ。ラム肉の王冠の内側には小玉ねぎと丸く飾り切りされた人にん参じんがローストされて詰めてあった。羊肉は噛かむと柔らかく崩れて肉汁が口の中に溢あふれる。味付けは香草の香りが生かされ、わずかに使われている唐辛子が味のアクセントになっていて、側面に貼り付けられた刻んだナッツが香ばしく歯応えも楽しい。

「ビクトリア、これはこの前のと違うな？」

「はい、バーナード様。ナッツを使いました」

「これも実に旨い。君とノンナも一緒に食べるといい」

「いえ、私たちは……」

　二人のやり取りを聞いていたエバが割って入る。

「ビクトリア、あなたもぜひ同席してよ。伯父様をまともな人間の暮らしに引き戻してくれた功労者ですもの。お願いよ」

　微ほほ笑えんだビクトリアは台所に声をかけてノンナを連れてきた。本を片手にやって来たノンナは二ヶ月前よりも健康そうで可か愛わいくなっていた。貴族の令嬢と言われたら信じてしまいそうだ。

　そういえばビクトリアも少しふっくらして女性らしい体つきになってきている。顔色もいい。

「こんなところで働いていたのか」

「こんなところとは酷ひどいなジェフリー。ビクトリアは四ヶ国語に堪能でな。家事まで文句なしだ」

「四ヶ国……」

　伯父と弟のやり取りを面白そうに眺めていた兄が口を挟む。

「お前と彼女はどんな知り合いなんだい？」

　そこでジェフリーが二人の出会いを説明するとエドワードが（ははーん）という顔になった。しばらく前に弟が珍しくおしゃれして出かけたときの相手だと気がついたのだ。

　ビクトリアはジェフリーの説明から身元保証人の部分だけがすっぽり抜けているのに気づいたが、何も言わないで聞いていた。

　エバは呆れている。

「ええ？　子供をおんぶした状態で足払いをかけたの？　それはまた怖いもの知らずというか無謀というか」

「確かに今思うと無謀でしたね。でも、そのご縁で今はバッグをひったくられた方の離れをお借りして住んでいるんです。東区にしては破格のお家賃なんですよ」

　ジェフリーが会話に入ってきた。

「東区に住んでいる貴族というとどなたのお屋敷だい？」

「ヨラナ・ヘインズ様のお屋敷ですわ」

「先代のヘインズ伯爵夫人の家か。それはまた。彼女は気難しいだろう？」

「いいえ、全く。お優しくてノンナのことも可愛がってくださって。とても素敵な大家さんです」

　アッシャー家の兄弟とエバ夫婦が互いに顔を見合わせている。

「あのご婦人は気難しいので有名なんだが。でも伯父上のことをここまで手て懐なずけてしまうあなたならあり得るな」

「エドワード、手懐けるとはなんだ。失敬な」

　皆が笑う。ノンナはキョトンとしている。ビクトリアはだいたい察しがついた。だがバーナード様とヨラナ夫人の気難しさなど可愛いものだ。それに気難しい人ほど一度懐に入れた者には優しい。

「私はこの国に来て以来、ずっと周りの方々に恵まれているんです。ありがたいことですわ」

　やがて楽しく盛り上がった誕生会が終わり、エバとマイケルは帰り、エドワードもジェフリーに「そろそろ私たちも」と声をかけた。

「兄上、私は少し彼女と話をしてから帰ります。先に帰ってください」

「ほう。そうか。では先に帰るぞ」

　エドワード・アッシャー伯爵は興味深そうな顔をしたが何も言わずに馬車に乗って立ち去った。ビクトリアはそれを見送り、後片付けはやめてノンナに「遊んで待っててくれる？」と伝えた。バーナード様は昼の酒が効いたらしくソファーで気持ち良さげに眠っている。

　玄関のドアの外で二人だけになった。

「お話というのは？」

「ああ、前回の三人での夕食があんまり楽しかったから。また一緒に食事をしたくてね」

　ビクトリアはほのぼのした気分になった。

　情報を得るために恋愛のような形になることが何度かあったが、それは仕事でしかなかった。本気で誰かを恋愛対象として好きになったことは今まで一度もない。

「迷惑だろうか」

「いえ、迷惑だなんて。ただ、私は貴族の方と親しくできるような人間ではありませんので」

「俺は次男だから。家を継ぐわけじゃないし、あまり身分のことを難しく考える必要はないんだ」

「……そうですか」

　気がつくとノンナがドアを細く開けて心配そうにこちらを見ていた。それに微笑みかけて『大丈夫よ』と言うようにうなずいてみせる。

「私はノンナを無事に育てることが今の一番の目標で……」

　ノンナが急いで近寄ってきてビクトリアに抱きつく。ビクトリアがその頭を優しく撫なでた。

「……わかった。それなら今度三人でピクニックに行かないか？」

「ビッキー、ピクニックってなに？」

　ノンナが目を輝かせて尋ねる。

「もう、ノンナが期待してしまったではありませんか」

　ビクトリアはジェフリーに柔らかく咎とがめるように目を向けたが、ジェフリーもノンナと同じ期待の眼差しを自分に向けている。その顔を見て「仕方ないですね」と笑った。

「わかりました。お弁当を持っていきましょう、ピクニック。で、私の身元保証人になった話はお兄様に知られるとまずいのですね？」

「いや、そうじゃない。伯父やエバに知られると身元保証人の役割を横取りされそうだからさ。じゃ、ピクニックの日時はあとで連絡するよ。君の休みになるべく合わせる」

　そう言ってジェフリーは歩いて帰っていった。
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　バーナード様の誕生会で約束したとおり、私と団長さんの休日が重なった日にピクニックに行くことが決まった。

　バスケットにサンドイッチと果実水を詰め込んだ私は少々困っていた。

　仕事で親しくなる必要があって大人の男性と二人でピクニックに行ったことはあるが、子供を連れていったことがない。ピクニックで子供は何をするものなのかわからない。私は子供の時にピクニックなんて行ったことがないのだ。

「なんとかなるか」

　そう声に出して気持ちを切り替え、ノンナと二人で団長さんの迎えを待った。

　団長さんは自分で小型の馬車を操ってやって来た。そして私とノンナを乗せると「片道一時間ほどの森へ行く」と言う。馬車の中でノンナがいつになくソワソワしている。

「ノンナ、楽しみね」

「うん」

「何して遊ぼうか」

「木登り」

「ノンナは木登りが好きね」

「うん」

　私はノンナにいろんなことを教えている。私に権力と身分がない以上、今のままでは運が良くない限りこの可愛さが仇あだになる気がして。

　ノンナが身につけてくれるのなら読み書き計算、語学、料理、体術、何でもよかった。ノンナにはお金のために男性の言いなりになるような選択をしてほしくないし、将来自分の子供とお金の交換もしてほしくない。経済的に自立する手段を持たせたいし、力ずくで言いなりにしようとする輩やからに対抗する技術も身につけさせたい。そういう女性を見てきたし、お金がないせいで自分の親は八歳の私をランコムに引き渡さなくてはならなかったからだ。

　木登りだってできないよりできたほうがいい。非常時に逃げ道がひとつ増えるはずだ。




　やがて森に到着して、団長さんは少し開けた場所に馬車を止めた。

「疲れたろう。少し休もうか」

「はい、そうしましょう」

　私たちは腰を下ろしたが、ノンナはこんな場所に来たのは初めてらしくはしゃいでいた。歩き回っては落ちている石を拾って離れた場所の木の幹に目がけて投げている。

　コンッ！

　場所を変えながら投げられる石が次々と一本の木の幹に命中する。それを見ていた団長さんは、六歳のノンナが全ての石を命中させるのに驚いたようだ。

「ノンナすごいぞ。あの木に届くだけでもたいしたものなのに、全部命中してるじゃないか」

「ビッキーはもっと上手」

「そうなのか？　ビクトリア、ぜひ見せてくれよ」

「あはは……私ですか？」

（下手に投げるべき？　この人だとそれは見破られる？）

「団長さんが先にお手本を見せてください」

「いいよ」

　団長さんが投げる。見事に全部が木の幹の同じ場所に当たる。なるほど。これなら私が命中させても大丈夫か。

　私も投げた。わざとひとつだけ外して他は全部命中させた。

「ノンナもビクトリアもすごいな」

「お転てん婆ばな子供だったもので」

「もので！」

　ノンナが楽しそうなのが嬉うれしかった。青あお灰はい色いろの目が輝いている。

（ピクニックに来てよかった）と思いながらノンナの嬉しそうな様子を見ていたら、今度は靴を脱いで靴下で木を登りだした。

「おいおい、今度は木登りか。落ちるなよ」

「ビッキーはもっと上手！」

　驚いた顔で自分を見る団長さんの視線が痛い。

「田舎育ちのお転婆な子供だったものですから」

　同じセリフを繰り返す。

　私はノンナに細かく口止めをしていない。きちんと約束を守らせたいなら規則や制限は少ないほうがいいと思っている。だけど今、「はしゃいでる子供はいちいち念を押さないとなんでもしゃべってしまう」と心に刻んだ。

「私は登りませんよ。スカートなんですから」

「わかってるさ」

　団長さんが笑う。笑うと目尻にシワが寄って整った厳しそうな顔が優しい顔になる。そしてやはり声がいい。ノンナはかなり上まで登ってから枝に腰掛けた。脚をブラブラさせながら私たちを見下ろしてご機嫌だ。

「危ないな」

　そう言って団長さんは木の方へと向かった。落ちてきたら受け止めるつもりらしい。私はノンナの技量を知っているのでさほど心配していなかったが一緒に木の下に向かった。

「本当にこれも君が教えたのか？　危ないと思うが」

「危ないことを全部遠ざけていたら守られるだけの女に育ってしまいます」

　団長さんがチラリと私を見る。気に入らなかったのだろうか。

「生意気を言いましたね」

「いや、そんなことを言う女性は初めてだから驚いただけだ」




　ノンナは危なげなく下りてきた。団長さんは「危ないよ」と注意するのかと思ったら何も言わなかった。その後は三人で追いかけっこをしたり花を摘つんだりして過ごし、昼食になった。

「先日の料理も旨かったがこのサンドイッチも旨いな」

「ありがとうございます」

　今日は鶏肉と野菜とゆで卵のサンドイッチ、ジャムとバターのサンドイッチ、マスタードをたっぷり使ったゆで豚と刻み玉ねぎのサンドイッチの三種類を用意した。

　予想どおり団長さんは肉や卵が入っているものが好きそうだ。ジャムとバターのサンドイッチはノンナの好物だ。

「君は料理人だったのか？　それとも学者だったのか？」

「料理人として働いたこともあります。語学は本当に趣味です」

「ほう。すごいな」

「貴族の皆様は子供の頃から何ヶ国語も身につけるのでしょう？」

「まあそうだが。君は平民なんだろう？」

「はい。貧しい家の生まれです。何でもやらなければなりませんでした」

「そうか」

　団長さんの眼差しが一瞬同情の色に染まった気がして申し訳なく思う。（そういう仕事だったんですよ）と心で付け加えた。

　ノンナが敷物に座っている私に抱きついて首に腕を回してきた。その華きゃ奢しゃな腕を愛いとおしく指先で撫でながら話しかけた。

「楽しいわね」

「うん」

　同居し始めた頃は私に触れることを遠慮していたノンナだったが、最近はずいぶん甘えてくれるし触れてくれるようになった。

　妹のエミリーとは私が八歳の時に別れたので『可愛かった』という漠然とした印象はあるものの、あまり姉妹として関わった記憶がない。ノンナは今や妹のような娘のような存在だ。

「すっかり懐なついているようだ」

「ええ。可愛くって可愛くって。子供がこんなに可愛いとは知りませんでした」

　私たちの会話を聞いていたノンナが縛っている私の髪に頬ほおを押し付けた。これは嬉しくて甘えたいときによくやる仕草だ。

「ピクニックに連れてきてもらってよかったわね」

「うん！　ビッキーもよかった？」

「ええ、よかったわ。楽しいもの」

　するとノンナが私の首から腕を外してダダッと走り、トン！　クルリッ！　と空中高く前方に飛び上がり上半身を勢いよく折り曲げつつ膝ひざを胸に引きつけて一回転してきれいに両足で着地した。

　あらまあ。

　前方宙返り、今まで成功したことなかったのに。なんで今できちゃうかなぁ。はしゃいでるときの子供の能力って普段の五割増しくらいになるのしら。

　驚きで目を大きく開いた団長さんがそのまま顔を私に向ける。

「あれも君が伝授したのか？」

　苦笑して何も答えなかった。団長さんは小さく首を振りながらノンナの方に顔を戻した。
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　ピクニックは楽しい思い出をたくさん作って終わりになった。三人で馬車に向かい、団長さんは御者席に片足をかけた状態で動きを止めた。

「三人水入らずがいいと思ったんだが、失敗だったな」

「お疲れでしたら私が御者を務めます」

「そうじゃない。御者がいたら往復二時間君たちと会話できた。それにしても君は御者も……いや、もう聞くだけ無駄だな」

「器用貧乏という言葉もありますわ」

「その言葉は君には当てはまらないよ」

　団長さんは、後ろでひとつに縛っていた私の髪を利き手で大切そうにひと撫でしてから御者席に座った。

　これ、仕事なら嬉しそうに笑ってみせる場面だけど、私は今、どんな顔をしていただろうか。確信がない。相手によってはゾッとさせられる行為だけど不快でないことは確かだった。

　ノンナは疲れたらしく私の膝枕で眠ってしまった。私も心地よい疲労を感じながら窓の外を眺めた。

　仕事でさまざまな職業を経験し、いろいろな階級の人間になった。あの組織も仕事も嫌いではなかった。家族のために役に立てたし、とても濃くて有意義な十九年間を過ごしたと思っている。

　だけど今まで好きな相手もいなければ本物のピクニックも知らなかった。おそらく私に自覚がないだけで、一般的な職業に就いた人たちに比べたら他にもいろいろ欠けている部分はあるのだろう。

　だけど欠けていたところはこれから自分でいくらでも埋めればいい。焦る必要はない。それに、まん丸な人生が尊くて歪いびつな人生が劣るなんてルールもない。足りないところを埋めていくのも楽しそうだ。新たな手札を増やしていくのも面白い。

　気がついたら私の口角が少しだけ上がっていた。
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　ハグル王国の特殊任務部隊の中央管理室の室長室で、ランコムは明るい茶色の髪を指で後ろに撫なでつけながら考え事をしていた。

　ランコムとクロエの出会いはランコムの若手工作員時代に遡さかのぼる。仕事の帰りに地面に釘くぎで絵を描いている少女に目が行った。描いている絵が緻密で（頭が良さそうだし器用そうだ）と少女に興味を持ったのがきっかけだ。

　茶色の髪と目。記憶に残るような飛び抜けた美しさも醜さもない。

「あの子、もしかしたら向いてるかも」

　そう思って彼女の両親に「貴族の屋敷で使用人を探している。あの子を預けないか」と持ちかけた。両親は見知らぬ若い男の提案を一度は断ったが、生活が苦しかったらしく、金額を提示したらすぐに受け入れた。

　クロエが養成所に入ってから、ランコムはまめにクロエの話し相手になった。クロエは任務に就けば高い報酬が得られると知ると、自ら進んで養成所の課題に取り組んだ。やがてクロエはメキメキと頭角を現し、十五歳で仕事を始めると五年もしないうちに成績でトップに躍り出た。




　ランコムはある日、クロエの家族の死を知った。彼女は大きな仕事の最中だった。

　クロエは家族思いだ。今、平常心を失われたら困る。だから家族の死を告げなかった。

　しかしクロエの腕を必要とする仕事は次から次へという状態で、家族のことを伝えられずにいるうちにクロエは体調を崩し始めた。その上ランコムの結婚話が出た後はどんどん痩せていった。噂うわさでクロエが自分に失恋したから体調を崩した、と仲間から聞いたが、彼女からその手の視線を向けられたことはなかったからとても信じられなかった。

　クロエにしばらく休養を取らせたが、休養し始めてすぐにクロエは失踪してしまった。

　どうやら崖がけから落ちた可能性が濃厚だった。崖下からペンダントが見つかった。ペンダントはクロエが初仕事を成功させたときにランコムがプレゼントしたものだった。

　波が荒く、潮の流れが速い場所だったからか、クロエの遺体はいまだに見つからない。

　『風に飛ばされた帽子を取ろうとして落ちたようだ』と上の人は判断したようだが、ランコムはクロエの死には納得できなかった。彼女は精神的にとても強い女性だっただけでなく、用心深い性格だったからだ。
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　歴史学者バーナードの屋敷に、仕事中のジェフリーが立ち寄っていた。

「今度王城で王家主催の夜会があるんだが、俺と一緒に参加してくれないだろうか」

「夜会ですか？　王家主催？　そんな、私にはとても無理ですよ」

「ドレスやアクセサリーは俺が用意する。ダンスは踊れなければ踊らなくていい。俺の隣にいて親しげな雰囲気を出してくれればいいから」

「いったいどんな役割ですか」

　大男の困り顔が可か愛わいらしく見えて、思わず微ほほ笑えんでしまう。

「団長さんのような方ならいくらでもその役を引き受けてくれる女性がいるでしょうに」

「俺に色目を使う女性にそんなことを頼んでみろ、それこそ厄介なことになる」

「虫むし除よけ役で参加しろと？」

「それもあるが、しつこく縁談を持ち込む上司を諦めさせたい。君なら貴族の令嬢役が務まると思うんだ」

　思わずため息が出る。

　王家主催の夜会だと、確率は極めて低いが顔見知りがいる可能性がある。国境を越えて活躍する貴族もいれば同業者もいるのだ。貴族令嬢のふりはお手のものだが行きたくない。

　（よし、断ろう）と顔を上げたところで今日屋敷を訪れていたエバ様が口を挟む。

「だめかしら。行ってやってくれない？　それも仕事扱いにしてお給料の他に手当も出すわ。毎日毎日気難しい伯父おじの相手をして、家に帰ればまた気難しい老女がいるんでしょう？　仕事と老人と子供だけの毎日なんて、可か哀わい想そうで胸が痛むわ。あなたはまだ若いんだから」

「いえ、でも私は……」

「ノンナは私が預かるから。安心して任せてちょうだい。気の毒なジェフリーを助けると思って。ノンナ、あなたひと晩ならビクトリアと離れても大丈夫よね？　私があなたと過ごすから。うちに来ればいいわ」

「大丈夫。ビッキー、団長さんと行ってあげて」

「えええ。ノンナ……」

　こうして退路を断たれた。

　仕方なく了承したが、当日のことをいろいろと想定しておかなくては。『最悪を想定して最善を尽くす』ことは骨の髄まで染み込んでいる。あとは知り合いに会わないことを神に祈るだけだ。




　夜、ベッドに入ったノンナにおやすみを言いに行くと、ノンナはまだ起きていた。

「ノンナ、眠れないの？」

「……」

「やっぱりお留守番は嫌よね？」

「お留守番できる。ビッキーが可哀想って言われたのが嫌だった」

「ノンナ……」

　思わずノンナの小さな顔を両手で挟んだ。

「私はノンナと暮らすのが楽しいの。ちっとも可哀想じゃないのよ。エバ様はそういうつもりで言ったんじゃないわ。気にしないでね」

「ビッキー、ドレスを着るの？」

「そうね」

「宝石も？」

「もしかしたらね」

　ノンナが少し笑った。

「なあに？　どうしたの？」

「ビッキーがお姫様になるところ、見たい」

「そっか、わかった。ノンナ、私は可哀想じゃないから。それは気にしないでね？」

「うん」

「じゃ、おやすみ」

「おやすみなさい」
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　私は今、エバ様に「ひと通りのマナーをざっくり教えるわ」と言われて指導を受けている。

　毎日の仕事終わりにノンナを待たせるのは嫌だったから、「一、二度教えたら覚える人」という設定で指導を受けることにした。

「すごいわ。どうしてそんなに早く覚えられるのかしら」

「実は虫除けの役目を仰せつかったのは今回が初めてではないんです。でもそれはずーっと前のことでしたから自信がなくて」

「あー、なるほど。そういうこと」

　エバ様には「以前貴族のお屋敷で働いているときに、後妻の座を狙う令嬢たちを追い払うためにご主人様の仮の恋人役を務めたことがある」と説明した。それは本当だった。ただ、その時の私の目的はその貴族が他の国の誰とつながっているかを調べることだったが。

　もしかしたら愛人をやっていたのではと思われるのは覚悟の上だ。「そんな女は雇えない」と言われたら他の仕事を探せばいいかと思っていた。だがエバ様はそれを聞いても態度を変えなかった。バーナード様も気になさらないようだった。




　エバ様に身体のサイズを測られた十日後、サイズ直しされた既製品のドレスが団長さんの名前でミセス・ヨラナの屋敷に届いた。

　配達の人は母屋の貴族が注文したと思ったのだろう。薄紫の上品なデザインのドレスは襟ぐりと背中の開き具合も品が良く、同じ色の靴も別の箱に入って届いた。

　ドレスと靴の箱を運んでくれた侍女さんと一緒にヨラナ夫人もいらっしゃった。

「あなた、団長さんとお付き合いが続いているのね？」

「お付き合い、と言えるかどうか。団長さんはバーナード様のお屋敷に時々いらっしゃるので」

「このドレスは？」

「それが……」

　事情を説明するとヨラナ夫人は楽しそうに笑った。

「不器用な方ねぇ。そんな理由をつけなくても、正面からあなたを誘えばいいのに」

　もう食事とピクニックに行きましたとは言いにくくて曖昧に笑っていたら、ノンナが「三人でピクニックに行ったの」と嬉うれしそうに報告する。

「あら、そうだったの。いいことよ。あなたも騎士団長も独身なんですもの。身分の差はこのご時世だもの、なんとでもなるわ」

「いえ、そんなお付き合いでは」

「いいのいいの。人生に恋の煌きらめきは必要よ。あなたは若いのだから」

　ヨラナ夫人の応援は私を少々困惑させた。虫除け役を務める以上、私たちは恋人同士と思われるだろう。今後いろいろ厄介なことになりそうだが、一度行くと言った以上は覚悟の上だ。

　『守れない約束はしない。交わした約束は守る』というのが私の信条だ。




　夜会の当日は朝から時間をかけて身だしなみを整え、団長さんを待った。

　夕方の四時、約束どおりに団長さんは馬車に乗って迎えに来た。そして正装した私をひと目見るなり驚いた顔をした。

「どこからどう見ても美しい貴族令嬢だよ。君は薄紫がきっと似合うと思ったんだ。今夜俺は嫉妬の視線に晒さらされるな」

「ありがとうございます。称賛は無制限に受け付けますわ」

　わざとツン、と気取った仕草で顎あごを上げた私に団長さんが笑う。

　ノンナは本人の希望で結局母屋の侍女であるスーザンさんが預かってくれることになった。

「朝まで預かりますからね。今夜は帰ってこなくてもいいのよ」

「ヨラナ様、帰ってきますよ。いったい私をどんな不良にしたいんです？」

「ふふ。行ってらっしゃい。楽しむのよ」

　ウインクして送り出してくれるヨラナ夫人に頭を下げ、ノンナに手を振って馬車に乗った。乗るときに手を差し出してくれたアッシャー氏の大きな手は剣ダコで硬く、乾いていて温かかった。

「虫除け役が初めてじゃないこと、エバに聞いたよ」

「本日の虫除け役、しかとお任せくださいな。それで、しつこく縁談を持ち込んでくる方のお名前を教えていただけますか。お会いする前にその方のことを頭に入れておかなくては」

「あー。それは顔を見たら教えるよ。もしかしたら来ないかもしれないし」

　おしゃべりをしているうちにあっという間に王城に到着した。




　王城にはたくさんのランプが置かれたり吊つるされたりしている。庭では大きなかがり火も燃やされている。会場内が明るい分、庭の暗さが際立っていた。会場の外に濃紺の制服の護衛兵士、中には真っ白な制服に金の飾りが華やかな近衛騎士がいた。

　会場内には大きな花のようなドレスを着た女性たちが溢あふれている。王城での夜会に参加するのは他国のを含めれば今回で四回目だが、今までで一番華やかな夜会だ。さすがは商業王国。

　私たちが会場に足を踏み入れるとすでに会場にいた人々の間に波のようにざわめきが広がり、皆がこちらを見る。さりげなくチラリと見る人もいれば露骨に見てくる人もいる。団長さんはどれだけ人気者なのか。そしてその視線が団長の隣にいる自分にもついでに向けられる。

（さ、お役目の開始ね）

　久々に心地よい緊張感に包まれ、背筋を伸ばして団長の腕に手をかけたまま笑顔で銀髪の大男を見上げた。

「団長さんは男女を問わず人気者なんですね」

「女性と参加したのが十年ぶりだからね。驚かれているんだろう」

「えっ」

　それは聞いてなかった。十年ぶり？　この美丈夫が？　どういうことだろうか。

「アッシャー卿、久しぶりだな。女性を伴って参加とは驚いたよ」

「ウォールド伯爵、やっとエスコートしたい女性が現れたんですよ」

「お嬢さん、お名前をうかがっても？」

「ビクトリア・セラーズと申します。ランダル王国から参りました」

「そうか、お見かけしたことがないと思ったら隣国のご令嬢でしたか」

　事前の打ち合わせで私は、『隣国に嫁いだエバ様の従妹いとこの娘』ということになっている。

「平民を連れてきたと正直に言えばそこばかり話題になる。それではビクトリアが気の毒だ」

　とエバ様がおっしゃってくれたからだ。

　念のために私は懐に自作のランダル王国民の身分証を忍ばせている。




　挨拶をしていると、二十歳になるかならないかという若い令嬢が連れの男性を引きずるようにして近づいてきた。

（あ、これは用心が必要だ）と思わせる視線の強さに、私はそっとアッシャー氏の腕に合図を送った。アッシャー氏が前を向いたままうなずいた。

「やあ、ギルモア伯爵令嬢、こんばんは」

「アッシャー卿、フローレンスとお呼びくださいと何度も申し上げてますのに。今夜は珍しいことですわね？」

　そう言いながらこちらに向ける視線が、私を上から下まで品定めしている。感じが悪いことこの上ない。しかも表情が伯爵令嬢とは思えないほど品がない。嫉妬のあまりに表情を取り繕うことを忘れているらしい。私は大人の余裕を漂わせるべく、笑顔で無礼な視線を受け止めた。

「ビクトリア、こちらはフローレンス・ギルモア伯爵令嬢だ。ギルモア伯爵令嬢、彼女はビクトリア・セラーズ。隣国の子爵家令嬢です」

「まあ、隣国の」

　自分より身分が下と知ってフローレンス嬢の視線が更に意地の悪いものになる。

　（馬鹿ねえ。そんな性格の悪さ丸出しの顔を意中の人の前で晒さらすなんて）と思う私。

「ビクトリア・セラーズでございます。アシュベリー王国のご令嬢は皆さんとても上品でお優しいので感激しておりますわ」

「クッ」

　笑いを噛かみ殺したのは団長さんだ。私の嫌いや味みに気づいたらしい。

「私の大切な女性ひとなんだ。仲良くしてくれると嬉しいよ」

　そう言って団長さんが私の肩を抱き寄せ髪に口づけた。

「なっ！」

　驚いて固まるフローレンス嬢。顔と首が怒りでみるみる赤く染まっていく。

　十年も女性を同伴しなかったという団長さんの仕草に、様子をうかがっていた周囲もどよめく。私も驚いたが、事前の打ち合わせで「とても仲の良い二人を演じてほしい」と言われていたので

「もう、ジェフリーったら」

　と甘い声を出した。少し上半身をひねり、心から喜んでいる表情が他の人にもよく見える角度を選んで団長さんを見上げた。

　すると私を見下ろす団長さんの視線はもっと甘い。（うわぁ）と柄にもなく緊張した。

「では失礼する」

　団長さんがそう告げて目から火を噴きそうな令嬢から離れた。団長さんは私を連れて会場内を挨拶して回るが、まだ縁談を押し付けたがる上司とやらは現れていないらしい。




　やがて王族を代表して王太子殿下が登場された。王太子殿下は金髪碧へき眼がんで迫力のある『静』の印象だった。

　簡単な挨拶の後、妃殿下らしい女性とダンスを披露なさり、その後殿下は歓談の輪に入っていかれた。参加者たちがダンスを始めたので私たちも踊った。大きな身体で優雅に踊る団長さん。しっかりリードしてくれて踊りやすい。

「あなたはダンスも上手だとエバから聞いたが、本当だね。君には会うたびに驚かされる」

「ありがとうございます。それで、団長さんの上司という方は？」

「さっき踊っていらした王太子殿下だよ」

「まあ……」

　団長さんに感心したような微ほほ笑えみを返しつつ（近衛騎士団ならともかく、第二騎士団なのに！　あなた王太子殿下のお気に入りでしたか！）と驚いた。驚きながら私は一人の男を目で追っていた。

　接客係の白い制服を着た一人の男がさっきから仕事をしていない。銀のトレイの上に酒の入ったグラスをたくさん載せたまま誰かを探している。

　大きな夜会の会場にはまれに不審者が紛れ込むことがあるが、王城では考えられない。王城で働くには身元の確認が厳しいし、新参者には大切な夜会の仕事など回ってこない。

　男の動きは素人。なのにそんな素人がこんな場で何かするなら目的は限られてくる。知らん顔しようかと一瞬思ったけど、その考えをすぐに打ち消した。ここは団長さんに動いてもらおう。

　キュッと団長さんの腕に合図を送った。

「どうした」

「団長さんから見て右斜め後ろの人、接客係なのにさっきから仕事をしてないんです。ご令嬢たちの宝石でも狙っているのかしら。でも王城でそんなこと、ありえますか？」

　団長さんは自然に私を回転させてその男の方を向いた。少し眺めてからうなずく。

「誰かを探しているようだな」

　踊りながら私も男を見る。その男が急にとある方向に進み始めた。対象者を見つけたのだろう。私は視線だけ忙しく動かして男が逃走に選びそうな経路を探した。




「ビクトリア、悪い。ちょっと行ってくる」

「はい、どうぞ」

　さすがは団長さん。男が目的を果たすための動きに入ったことに気づいたようだ。

　あの男が警備が厳重な夜会を犯行場所に選んだのは、おそらくそれ以外はどうやっても対象者に近寄れないからだろう。

　一人になった私は自然に見える速さでテラスへと向かう。テラスから庭に降りる。男が通りそうな場所を見極めて庭木の陰にかがむ。会場が明るい分、庭木が多いここはとろりと暗い。

　やがて会場から複数の女性の悲鳴とグラスが割れる音が聞こえてきた。

　残念。団長さん、取り逃しましたね？

　明るい会場の光を背景に黒いシルエットが飛び出してくる。

　男はテラスの手すりを飛び越え、腰をかがめて走る。手早く接客係の上着を脱ぎながら私の方に向かってきた。真っ白な制服は目立つからすぐに脱ぐだろうと予想したとおりだ。

　今だ。

　立ち上がってドレスをたくし上げ、目の前で上着の袖から腕を抜こうとしている男の側頭部に回し蹴り。間髪をいれずに両肩をつかんで腹に膝ひざ蹴げりを入れ、前のめりになった男の頭と首の境に体重を乗せた手刀を落とす。その間三、四秒か。男は「ぐ」と声を漏らして前のめりに倒れた。
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　全速力で男から離れる。姿勢を低くして走りながら後ろを振り返ると、テラスからたくさんの男たちが飛び降りていた。男は意識を失ったまま捕まるだろう。




　私は深呼吸を繰り返して息を整えてからさりげなく会場に戻った。まだ始まったばかりの夜会は台無しになっていた。団長さんがキョロキョロしているのでそっと近寄り声をかける。

「私は馬車で帰ります」

「ああ、よかった、そこにいたか。帰りはうちの馬車を使ってくれ。俺は帰れない。またあとで」

　私が団長さんに男の動きを教えたこと、口止めすべきだろうか。いや、やめておこう。そんなことをすれば逆に怪しまれる。

　会場の一角は散乱したグラスの破片や、ぶちまけられた酒と食べ物で惨さん憺たんたる有あり様さまだ。帰っていく人に紛れて私も会場から出た。犯人を捕まえたとはいえ、ここの警備責任者の対応が甘くて助かる。私が責任者なら一人も帰さず聞き取りを行うところだ。




　アッシャー家の馬車を見つけ出して乗り込もうとしたら、御者が心配そうに私に尋ねる。

「会場が騒がしいようですが、何かございましたか？」

「ちょっとね。もう収まったわ。途中で着替えたいから南区のどこかでお店に寄りたいのだけど」

「かしこまりました」

　家に帰るだけなのになぜ着替えを？　と思っただろうに、さすがは伯爵家の使用人。余計な口出しはしなかった。

　私は南区の手頃な洋品店の前で御者に声をかけて降りた。

「もうここで帰っていいわ」

　御者は何か言いたそうだったが心づけを多めに渡して帰ってもらった。久しぶりにあんなことをしたのだ、このまままっすぐ帰ってノンナと顔を合わせたくなかった。あの子はそういう気配に敏感な気がする。

　平民用の洋品店で地味な濃紺のワンピースを買って着替えた。ドレスは明日取りに来ると告げて支払いを済ませた。




　洋品店がある通りから一本入った裏通りに酒場があった。ドアを押して入ると、幸い店は空すいていた。薄暗い店内の目立たない席に腰を下ろし、注文を取りに来た店主らしい男性に「お勧めの蒸留酒があればそれを」と頼んだ。

　心地よい充足感があった。

　展開を予想し、先回りして制圧したときの達成感。その時だけ周りの動きがゆっくりに見えるような緊張と興奮。どれも久しぶりだった。

　テーブルに置かれた強い酒を一気に飲んで背中を向けたばかりの店主に「お代わり。同じのを」と声をかけた。短い黒髪と顎あご髭ひげの店長が振り返り、一瞬で空になったグラスをチラリと眺めてから「はい」と返事をした。

　（私は家族とランコムのために働いていると思ってたけど、あの仕事が好きだったのね）と思う。

　もちろん今更工作員に戻るつもりはない。今の私にはノンナがいる。あの子と暮らしたい。

　二杯目は味わいながら飲み、少し気分が落ち着いてから代金を支払って店を出た。顎髭の店長は「またどうぞ」と渋い声で送ってくれた。

　歩きながらさっきのことを思い出した。

　男の邪魔をしたのは殺人を犯させたくなかったからだ。

　狙われた人物が悪人か善人かなんてあの場ではわからない。だけど殺人が起きそうなことに気づきながら知らん顔をして、後日『善人が殺された』と知れば精神の図太い私でも後悔する。後悔によって心が強く苛さいなまれるのは経験済みだ。

　それに素人が殺したいと思うなら大抵は私し怨えんが原因だ。その私怨を生んだ過去の事実は殺人を成功させても記憶から消えやしない。『憎いアイツを殺したから酷ひどい目に遭ったことはすっかり忘れた』なんて人はいないだろう。私怨で殺人を犯した人を何人か知っているが、皆暗い目で生きていた。




　男を逃さなかったのは自分のため。

　あの庭はとても高い塀から少し離れた場所に一本だけ高い木が生えていた。身軽な男ならあの木に登れば高い塀を飛び越えられそうだった。塀の向こうは別棟の区域だ。夜会中ならそこに人は少ないか全くいないかだろう。着地に失敗すれば両足骨折だが、怪け我がさえしなければ逃げおおせる可能性が少しはある。

　しかもあの場所は行き止まりだったからか、衛兵は配置されていなかった。あの男は素人ながらよく考えていたようだ。

　もし男が逃げてしまったら男の正体を洗い出すために参加者の調査が行われるはず。初参加の外国人で平民なのに貴族と偽り、身分証まで偽造してる私は、詳しく調べられたら大変に都合が悪い。私が責任者ならとことん私を調べる。

　だが男が捕まって犯行の動機がわかれば無関係な私の身元が詳しく調べられる可能性は低くなる。

　そんなことを考えながら歩いて帰った私はヨラナ夫人に

「なぜ一人で歩いて帰ってきたのか」「なぜこんなに早い帰宅なのか」「なぜドレスじゃないのか」

　と質問攻めにされた。

　いろいろと濃い夜だった。
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　ジェフリーは国王陛下が招集した緊急会議に参加していた。

　参加者は国王、コンラッド第一王子、セドリック第二王子、宰相、第一騎士団団長、人事責任者、狙われたマッケナー侯爵、第二騎士団長ジェフリーの八人である。

　まず今夜の事件についてひと通り説明された。場を仕切っているのはコンラッド第一王子である。

「マッケナー侯爵、犯行の理由は思い当たるか？」

「それが全く何も思いつきません。男は誰かに雇われたのでしょうが、恨みを買うようなことは何も思い当たらないのです」

　マッケナー侯爵は五十代。堂々たる体たい躯くの背筋をビシリと伸ばし、困惑気味に答えた。

「しかしながら陛下が主宰された夜会に大変なご迷惑をおかけしたことを深くお詫わび申し上げます。第二騎士団長が駆けつけてくれなければ今頃は……」

「死んでいただろうな。男は毒を塗った細身のナイフを持っていた」

　第一王子の言葉に参加者全員の顔が険しくなる。

「ジェフリー、お前はいつあの男に気づいた？」

「最初に気づいたのは私ではなく、本日同伴した令嬢です。『さっきから仕事をしていない接客係がいる』とダンスの最中に言われまして。見ると確かに不穏な動きで会場内を突っ切っているのに気づき追いかけました」

　第一王子が両手の指先をトントンと合わせている。

「なるほど。女性の指摘か」

「はい」

「あの男は一年も前から城で働いている。あの男の紹介状を書いたエルド男爵に兵士を送って召喚しているところだが、男爵の身内という触れ込みはおそらく、金で手に入れたのだろうな」

　それを見抜けなかった人事責任者の壮年の男は冷や汗をハンカチで拭いている。

「実はね、最初に庭に飛び出した警備兵はかなり夜目が利く男だった。倒れた男のところに到着したとき、走って去っていく女性の後ろ姿を少しだけ見ているんだ」

「女性？」

「女性があの男を昏こん倒とうさせたのですか？」

　全員が驚いて場がざわついた。

「女性が男を倒すところを見たわけではない。会場からテラス、そして庭へと警備兵が追いかけていた。男が視界から消えたのは庭に飛び降りたあとの数秒間。なのに見つけたときはもう男は失神していた。そんな一瞬で男を失神させるのは男でも難しい。だからその警備兵の見間違いということもある。それともたまたまその場にいた女性が驚いて逃げたのかもしれない」

「だが男を倒した人間は間違いなくいるわけだろう？」と国王。

「女性の特徴は？」と近衛騎士隊長。

「走り去った女性とはすでにかなりの距離が空いていたし、暗かったのでドレス姿ということ以外詳しいことは何も」

　コンラッド第一王子が残念そうに答えた。

　ジェフリーは口を閉ざして聞いていたが、ビクトリアの顔が浮かぶ。男の動きに気がついたのは彼女だ。そしてノンナを背負ってひったくり犯に足を出したときの隙すきがない様子が思い出される。

「まずは男の背景を探らねばなりません。マッケナー侯爵、もう少しお話を聞かせていただけますか」

「もちろんだ」

　近衛騎士団長である第一騎士団長の呼びかけにマッケナー侯爵が答えた。

　これ以上の情報が無いので会議は解散となり、数名が自分の為なすべきことのために足早に部屋を出ていった。部屋に残ったのは国王、二人の王子、宰相、ジェフリーの五人。ジェフリーは第一王子の目くばせで残った。




　口火を切ったのはコンラッド第一王子。

「ジェフリー、僕はどうもその女性は君がエスコートした女性のように思えるんだよ。他の者の前では伏せたが、目撃した警備兵は女性のドレスの色をどうにか視認していた。薄紫か薄い水色のドレスだったそうだが、どちらだったかは自信がないということだ。だが君のパートナーは薄紫のドレスだったな？　しかも男の動きに早い段階で気づいているのだろう？　その令嬢はどんな人物だい？」

「最近知り合ったばかりの女性で、ビクトリア・セラーズという令嬢です」

「どうやって知り合ったか聞かせてくれるか」

　ジェフリーは正直に話すほうがビクトリアのためと判断して、平民の彼女を貴族として参加させたことをまず国王陛下と二人の殿下に謝罪した。

「この際それはいい、気にするな。出会いの詳細を聞かせてくれるか。彼女が君になんらかの目的を持って近づいた可能性はないのか？」

　国王の求めに応じてジェフリーは休日のあの日のことから順番に説明した。

　少女を背負った状態でひったくり犯に足を掛けたことから始まり、伯父の家で再会し、今夜の夜会に誘ったことまで。




　第一王子コンラッド殿下が「ふむ」とうなずく。

「なるほど。聞く限りは偶然の出会いだな。言い寄ったのはジェフリーの方からか。お前を狙って近づいたわけではないようだ」

「言い寄ったなど」

「誰がどう聞いてもジェフリーが言い寄ってるじゃないか。珍しいな。なぜだい？」

「……私に不愉快な視線を向けない人でしたので、気が楽でした。何より女性の身でありながら人に頼ることなく生きていて、他国の捨て子を拾って育てようという彼女の気概に……」

「惚ほれたのか？」

　言葉を挟んだ国王の率直な物言いに正直にうなずいてしまう。

「……はい」

　「ふうぅぅ」と深いため息をついて第一王子がジェフリーを見据える。

「私が持ちかけた縁談はどんな良縁も全て断ってきたのに、また厄介な女性に惚れたね、ジェフリー」

「その節は大変申し訳なく。しかし彼女は厄介な人物などでは」

「兄上、僕も一度その女性に会ってみたいです。もしその女性が男を倒したのなら、実に素晴らしい腕前の持ち主ですからね」

　そう言ったのは体術、剣術に自信があるセドリック第二王子だ。

「会ってどうする？　お前は関係ないだろう」

「腕前だけでも知りたいではありませんか」

「やめんかセドリック」

「おやめください殿下」

　国王とジェフリーが同時に止めに入る。

「陛下、コンラッド殿下。ビクトリアをどこかの手の者とお考えかもしれませんが、彼女がその手の者なら仕事の足手まといになる子供を保護したりするでしょうか」

「それはまあ、確かにね。ジェフリー、僕は君がその女性と親しくすることに口は出さないよ。だが万が一怪しい点があったら僕に報告してくれ」

「……はい」

「団長が嫌なら僕がその役を引き受けますよ」

「それはお断りしますセドリック殿下。私が彼女を見守りますので」

　そこで五人も解散となり、ジェフリーは退出した。

　国王陛下は自室に戻りながら後ろを付いてきた宰相に小声で命じた。

「ランダル王国にいる者にビクトリア・セラーズについて調べさせよ」
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「兄上、このまま例の女性を自由にしておいていいのですか？」

「ジェフリーの話ではその女性はおそらく白だろう。だが男を倒した理由が不明だな。ジェフリーのために彼女に監視を付けておくよ。ジェフリーが十年も足踏みしているのは私のせいでもある。嫌われ役を引き受けるのは私の役目だよ。お前は心配しなくていい」

　二人の王子は金髪碧へき眼がんで顔立ちもよく似ているが、性格はかなり違う。

　第一王子コンラッドは二十五歳。思慮深く温厚で、第二王子セドリックは二十歳。陽気で活発だ。




　第一王子の言う『私のせい』とは十年前の戦争が原因だった。

　西の民族が「奪われた我らの聖地を取り返す」と宣言してアシュベリー王国の西端を攻めてきた。

　その西の端に深く巨大な森がある。昔は森の向こう側の国との国境が曖昧だった。

　のちに話し合いの上で国境が定められ、国境のこちら側を開拓したのはアシュベリーの開拓団だった。

　西の国はそこが開拓団の手により豊かな収穫を得られる土地になってから「あの森は古来からそこに住んでいた者たちの聖なる土地だった」と言い出した。

　もちろんアシュベリー王国は一歩も引かず戦争になった。




　その戦争には初陣の第一王子と、当時は第一騎士団員だったジェフリーも参戦していた。

　戦いは初しょっ端ぱなから敵を圧倒して「これはもう勝つだろう」というとき、この先の作戦について意見が分かれた。

　『敵が援軍を得て立て直す前に夜襲をかけ、一気に殲せん滅めつすべき』という案と『相手がこの土地に詳しいなら夜間は危険。日の出を待って総攻撃すべき』という案の二つだった。

　どちらも一長一短でなかなか意見がまとまらず、大隊長が初戦の王子に気を使って判断を仰いだ。

　第一王子はしばらく考えて、敵の援軍が来る前に夜襲をかける案を支持した。しかしその王子の判断に反対したのが中隊長のカイゼルである。

「殿下、相手が夜襲を想定していれば我が軍に大きな被害が出るだけでなく、初動で躓つまずけば敵味方の区別がつきにくく、同どう士し討うちの危険もあります。どうかお考え直しください」

　カイゼルはそう意見を述べたが、コンラッドは思案の末に夜襲案を選んだ。

　その夜、夜襲を想定していた敵の弓矢が、移動中のアシュベリー軍に向けて高台から雨のように降り注いだ。アシュベリーの軍には相当数の被害者が出た。

　コンラッド第一王子は無傷だったが、彼を庇かばって上から覆いかぶさったカイゼルの背中には、何本もの矢が深く突き刺さった。

　弓矢による被害は少なくなかったものの、戦いはアシュベリー側の猛反撃で勝利に終わり、開拓地は守られた。




　中隊長カイゼルの遺族は双子の妹カトリーヌのみだった。カトリーヌの父親と母親は相次いで病死したばかりで、彼女は一年の間に家族全員を失ったことになる。

　だがカトリーヌはカイゼルの悲報を聞いても全く取り乱さず、冷静に振る舞っていた。

　「さすがは代々騎士を輩出する家のご令嬢だ」と多くの者が感心していた。

　しかしそれまでの看病による疲労と両親を立て続けに失った心労の最さ中なかに双子の兄も失うという悲劇は、十八歳のカトリーヌの心を密ひそかに蝕むしばんでいた。

　そのカトリーヌの婚約者が当時二十二歳の第一騎士団員、ジェフリー・アッシャーである。

　双子の兄妹は親子よりも強い絆で結ばれていたから、ジェフリーは凱がい旋せん後ずっと婚約者を心配していた。

　ジェフリーは第一王子のすぐ近くで戦い続けていて、カイゼルの最期を目撃していた。

　カイゼルは移動中に矢を受け、口から血を吐いた。自分がもう助からないのを自覚してから王子に覆いかぶさったのだ。

　ジェフリーはその壮絶な最期をカトリーヌに伝えるのは、もっと時間を置いて彼女が精神的に落ち着いてからにしようと思っていた。

　しかし戦地での様子は弔問客の口から密かに彼女に漏れ伝わった。それも不正確な内容で。

「初戦の勝利を焦った王子が無理な夜襲を押し通した」

「中隊長のカイゼルは最初から王子の作戦には反対していた」

「その王子を守って覆いかぶさり中隊長は戦死した」

　憶おく測そく混じりの噂うわさ話ばなしの存在も、カトリーヌがそれらを真実として受け取ったことも、ジェフリーは知らずにいた。




　葬儀を終えて十日ほど過ぎたある日、第一王子コンラッドがカトリーヌとジェフリーを王城に呼んだ。理由は「カイゼルの妹に直接会って謝罪をしたい」ということだった。

　コンラッド第一王子は人払いをして立ち上がり、カトリーヌに頭を下げた。

「申し訳なかった」

　それを見たジェフリーはなんとも言えない気持ちになった。

　カイゼルの戦死は王子の責任ではなかったし、王子に頭を下げられれば内心はどうあれカトリーヌは許しますとしか言えない立場だ。

　（謝る必要はないし、この場を設けるのも彼女の心の傷が癒えるまで待ってほしかった）と思った。だが王子はその当時まだ十五歳。その辺の配慮に疎いのは仕方ないと思った。おそらく陛下はこの顔合わせをご存じないのだろうことも想像がつく。

　カトリーヌは急いで立ち上がり「殿下、どうか頭をお上げください」と一歩二歩近寄った。そして穏やかに微ほほ笑えんだまま殿下に手を伸ばそうとした。それを見たジェフリーが（殿下に触れるのは無礼だ）と止めようとして、彼女の手に何かが隠されているのに気づいた。

　無言で婚約者に飛びついて押さえ込み、無理やりに手を開かせてみると研ぎ澄まされた小さなナイフがそこにあった。王子の招待だから身体検査を受けずに通されたのが災いしたのだ。

　ジェフリーがテーブルにぶつかってカップや皿がガチャン！　と鳴り、その音を聞きつけた騎士たちが飛び込んできた。ジェフリーは取り上げたナイフを素早く隠し「彼女の具合が悪くなった」とだけ告げて、有無を言わせずにカトリーヌを医務室へと運び込んだ。




　運び込んだ医務室のソファーに座ったカトリーヌは泣きもせず怒りもしない。ただ静かに座っていて、そのガラス玉のような目は自分を見ているようで見ておらず、ジェフリーは彼女が壊れていることに気づいた。彼女はジェフリーが思っていた以上に、双子の兄の死を受け入れられておらず、王子を許せていなかったのだ。

　ジェフリーは当日まで彼女が繰り返していた「兄は殿下をお守りして戦死したのですから本望でしょう」という言葉と健けな気げな笑顔を信じてしまったことを激しく後悔した。

　王族に刃物を向けた事実は殿下とジェフリーしか知らないことだが、飛び込んできた四名の騎士は何かを感じ取ったかもしれない。公にされればカトリーヌは確実に死罪になる。




　幸い、事件を内密に済ませようとしてくれた殿下の判断で、カトリーヌはそのまま自宅に戻された。ジェフリーは屋敷の者たちに『軟禁するくらいの注意と監視が必要だ。医者も呼んでくれ』と伝え、数日は仕事を休んで彼女の屋敷に泊まり込んだ。

「カイゼルの死は殿下のせいではない」

　何度も真相を説明したが、カトリーヌは虚うつろな顔をしているだけだった。

　そのカトリーヌはジェフリーが仕事に戻った翌日、命を絶った。「カトリーヌが自害した」と聞いたときの絶望は今も鮮明に記憶に焼き付いている。走り書きの遺書には『家族のところへ行きます』とだけ書いてあった。




　ジェフリーはカトリーヌの死後、一身上の都合として騎士団に辞職を願い出た。彼女の凶行を予測できずに同席した責任を取るつもりだった。

　しかし国王の判断と第一王子の希望で辞職願は受理されず、王都の警備を主とする第二騎士団に配属され、今に至っている。

　『彼女の苦しみに気づいてやれず、頼られる存在にもなれなかった』という後悔と自責の念は十年を経ても彼の心の底に硬く黒い塊として居座って消えていない。

　そんなジェフリーの人生にある日、『人を頼らない女』ビクトリアがノンナを背負って登場したのである。





[image: ]

「ビッキー！　ビッキー！」

「ん？　あ、ごめんね、なあに？」

「どうしたの？」

　ノンナが心配そうに私の顔を覗のぞき込んでいる。さっきまで布の縫い方を教えていた私が手を止めて考え込んでしまっていた。

「どうもしないわよ。大丈夫よ」

　本当はあの夜会から数日たっているにもかかわらず、夜会の時の感情を持て余していた。

「さ、この二枚の布をつなげる縫い方を教えるね」

「うん……」

　また布と針を手に取って縫い始めるノンナが、なんとなく暗い。この子は敏感なんだな、と後悔する。

「ノンナ、ごめんね。私ぼんやりしてたわ」

「ビッキー、お母さんみたいだった。お母さんも動かなかった」

「ん？　どういうことか教えてくれる？」

　何となくこのまま聞き流してはいけない気がして、ノンナを励ましながら聞き出した。ノンナは重い口でぽつりぽつりと母親のことを話してくれた。




　そこそこ時間をかけて聞き出した話によると、ノンナの母親は夜中に帰ってきて昼近くまで寝て、昼頃につらそうに起きて暗くなるとまた出かけて、という暮らしでノンナを育てていたそうだ。

　でも、あるときから母親はさっきの私のようにぼんやりと考え事をするようになり、その時間が次第に長くなり、家事をしなくなり、ついにある日ノンナを広場に連れていって

「ちょっと買い物してくる。ここで待ってて」

　と言って離れたきり戻らなかったのだ。

　私はたまらなくなりノンナをギュッと抱きしめた。

「ごめん。もう考え事をしないから。それに私はノンナを置いたままどこかに行ったりしないわ。絶対に！」

　するとノンナがふるふると首を振る。

「違う。ビッキー違うよ」

「何が違うの。私、もうノンナに心配させないから」

「ビッキー、どうしてぼんやりしたの？　教えて」

　ノンナがまっすぐ私を見る。嘘うそをついたらすぐに見抜かれるような真剣な目だ。

「知りたいよね。ノンナのお母さんが何を考えていたかはわからないけど、私のことなら正直に話すわ。ノンナにとっては楽しくない話かもしれないけど、聞いてくれる？」

　ノンナはコクリとうなずいて私を見つめる。

「お城の夜会に変な人がいたの。誰かを怪け我がさせようとしてたみたい。団長さんが捕まえようとしたけどその男は逃げたの。私はその男が逃げそうな場所に先回りして待っていて、男を、その、回し蹴りと膝ひざ蹴げりで倒したのよ」

「……すごい、すごいよビッキー！」

　ノンナの目がキラキラして尊敬の念が溢あふれる目になる。男を倒したのは全て自分のためだったので大変にいたたまれない。

「それでね、今までは悪い人が近づいてきたら倒してたけど、もうそれはやめたほうがいいと思っていたところなの。戦わないで逃げたほうがいいなって、それを考えてたのよ。私が戦うとノンナが危ない目に遭うかもしれないもの」

　ノンナが少し考え込む。

「二人で一緒だと戦えないの？」

「うん。ノンナを危険な目に遭わせたくない。私には悪い人をやっつけることよりノンナを守るほうがずっとずっと大切なの」

　それからノンナは何も言わず、布と針を見つめている。

「ノンナ？　どうしたの？」

「ビッキーが我慢するの、嫌だ。ビッキーが可か哀わい想そう」

「ノンナ、私はノンナが一番大切なのよ。可哀想じゃない。そこはわかってよ」

「やだ。ビッキーが我慢するのは嫌だ」

　子供にだって子供なりに守りたい矜持きょうじがあるのだろう。

　だけどノンナを守りながら工作員まがいのことをするのは無理だし、進んで正義の味方をするつもりもない。今の私はただ、あの時の感情を消化するのに時間がかかっているだけなのだ。

「我慢したらビッキーもいなくなる」

「なんでよ。いなくならないってば！」

「悪い人、やっつけてよ！　我慢しないでよぉ」

　ノンナが突然堰せきが切れたように泣きだした。うわあんうわあんと手放しで泣く。この子を保護してから初めて泣くのを見た。

　彼女の母親はノンナを捨てる前、何を考えてぼんやりしていたのだろう。私はひとつしか選べないなら迷いなくノンナを選ぶけれど、母親はそうじゃなかった。それはノンナには全く責任がないことだ。

　私はノンナの小さな背中をずっとさすっている。ノンナは今の今まで一度も泣かなかった。もしかしたら『自分が我慢をさせたから捨てられた』と思って泣くに泣けなかったのだろうか。

　ノンナが可哀想で私まで泣きそうになった。

　八歳だった私は「お前は貴族様の家に働きに行くんだよ。頑張るんだよ」と言い聞かされてランコムに渡された。八歳の子供なりに納得していたから、寂しかったが親を恨んだりはしなかった。

　それに比べてノンナはある日突然捨てられたのだ。心の傷はどれほど深いか。

　私はノンナを膝に抱き上げた。

　ヒックヒックとしゃくりあげているノンナは年齢からすると小柄で細い。食べたい盛りに食事が足りず、遊びたい盛りに家の中で静かに過ごしてきたこの子の過去が見えるような軽さだ。

　そっとノンナの涙を拭いてから抱きしめた。

「わかったわ。悪い人が来たら、やっつけられるときはやっつける。でもノンナが一番だから。それは絶対変わらないの。だから逃げたほうがいいときは逃げる。そして私は絶対にあなたを手放さない」

　私の言葉を聞いているのかいないのか。ノンナは号泣して疲れたらしくぼんやりした顔をしていた。やがて呼吸が落ち着いてから私の胸に顔をこすりつけてきた。

「大丈夫よノンナ。心配しなくても大丈夫だからね」

　そう語りかけていたら、膝の上でノンナが急に私を見上げた。

「ねえビッキー、お願い」

「ん？　なあに？」

「悪いやつを倒すとこ、やって。見たい」

「今？　ここで？」

「うん。見たい」

「えええ」

　かなり恥ずかしいことだけど、泣き疲れた美少女のお願いを断れるほど私は強くない。仕方なく王城の庭でどうやって男を倒したのか実演することにした。絶対に誰にも言わないことを約束させて。

「こうやって、こうやって、こう！　仕上げはこう！」

　もし窓から覗く人がいたら、頭のおかしい女が一人で暴れているように見えただろう。なぜなら

「もう一回！　ねえ、もう一回！」と繰り返す美少女のご要望にお応えして、何度も『回し蹴り、肩をつかんで腹を膝蹴り、とどめの手刀』を演じていたのだから。

「ノンナ、約束して。こういうことは私がいいと言うまであなたは何があっても、絶対に、人を相手に使っちゃだめ。小さな体でこれをやっても全然効かないの。余計に危ないことになるの。わかった？」

「わかった」

「絶対よ？」

「絶対にわかった」

　ノンナはやっと元気になり、私と二人でお風呂に入って夕飯を食べ、ひとつのベッドに向かい合って横になり、私に抱かれて眠った。

　大人が思うよりもずっと、子供は話せばわかるはずだ。少なくとも八歳の私は理解できた。

　（これからもちゃんとノンナと話し合って暮らしていこう）そう思った。

　ノンナの高い体温を感じながら私は眠りに落ちた。




　今日はバーナード様の書庫に詰め込まれている本の整理をしている。

　最近は書庫の本をあまり利用なさっていないが、たまに一冊の本を探して大騒ぎになってしまうことがあるのだ。声をかけてから掃除しようと、二度声をかけたけれど返事がない。バーナード様は夢中になると何にも聞こえなくなるのだ。

「ノンナ、本の入れ替えとお掃除をするから離れていて。ホコリを吸ってしまうわ」

「手伝いたい」

「うーん、じゃあ、身支度をしましょうか」

　私とノンナは頭を布で覆い、鼻と口も覆面のように布で覆って、エプロンをつけた。

　今日はカラッと晴れて風もない。絶好の書庫掃除日和だ。

「ビッキー、これはどこに置けばいい？」

「それは右から三番目」

「この小さな本は？」

「それは積むと山が崩れそうだから一番端に置いて」

　書庫には八台の書棚が置いてあり、そこにギッシリ詰め込まれた本を全部仕分けしながら廊下に並べるのには時間がかかった。

　本を一冊一冊ホコリを払い、書庫を固く絞った雑巾で拭いた。

「よし、今度は本を収納しますか」

　そう思って廊下に出ると、ノンナが夢中になって小さな本を読んでいた。

「あら。何か面白い本があったの？」

「うん。これ面白い」

　それはこの国と周辺の国で出版されている有名なおとぎ話だった。

「子供向けの本もあるのね。でも、まだ読めない言葉もあるんじゃない？」

「それはねえ、こういうことかなーって思いながら読んでる」

　私も養成所時代にそうやって言葉の意味を推測しながらいろいろな本を読んだっけ。

「じゃあ、私は本をしまうから」

「うん」

　まずはひたすら本棚に廊下の本をしまった。著者ごとに本を集め、タイトル順に並べる。全部入れ終わる頃には腕と背中と腰が疲れていた。その間もノンナは本に夢中だった。バーナード様も書斎から出てこなかった。

　お茶の時間になったので、バーナード様に声をかけて三人でお茶にした。

「おや、ノンナはその本を読んでいるのか」

「勝手に読ませてしまいました。申し訳ございません。書庫を掃除しているときに見つけてしまって」

　そう言うと、バーナード様が「あっ」というお顔になって立ち上がり、書庫に向かわれる。私とノンナもその後ろを付いていった。

　バーナード様が書庫のドアを開け、本棚に近寄り、並んでいる本の背表紙を見つめる。

「著者順に並べましたが、違う並べ方がよろしければやり直します」

「いや、これでいい。完璧だ。本がたくさんあったから大変だったろう？」

「いえ、こういう作業は好きですので」

　バーナード様は「うん、うん」とうなずきながら本棚を全部見て回ってから居間に戻られ、ノンナに話しかけてくださった。

「ノンナ、その本は面白いかい？」

「すごく面白いです」

「そうか。書庫の本はいつでも好きなときに読んでいいぞ」

「わあ！　あれ全部読んでもいいの？」

「ああ、いいとも。歴史の本は面白いぞ。昔の人とおしゃべりができるんだ」

「ふうん」

　ノンナは甘くしたお茶を飲みながらバーナード様のお話を真剣な顔で聞いている。

　ノンナが本に親しむのは嬉うれしいことだったが、私は本を買わないようにしている。本はいざというときに全て置いて出なければならない。それが心残りになるのが嫌で、ノンナに読ませたい本は、貸し本屋さんで借りて読ませている。

「バーナード様が子供向けの本を持っていらっしゃるのは珍しいですね」

「子供向けの歴史の本自体が珍しいからな。その本はなかなかしっかりした内容だよ。それにしても、子供が本を読む姿というのはいいものだな。私には子供がいないが、子がいれば孫もいただろう。ノンナを見ていると別の人生の可能性を垣間見ているような気分になるよ」

　その言葉にしみじみする私。

「私も同じことを考えます。子供を産んでいたらこんな感じの生活なのかな、と」

　バーナード様が何か言いたげなお顔で私をご覧になったが、何もおっしゃらなかった。もしかしたら団長さんのことかもしれないが、それは何を言われても何を聞かれてもどうにもならないことなので、バーナード様のご配慮がありがたかった。




　夜、ベッドに入ったノンナが話しかけてきた。

「ビッキー、本は面白いね」

「面白いわよね。貸し本屋さんならいつでも連れていくからたくさん読むといいわ」

「うん！」

　ノンナが寝入り、掛け布団をはいでしまったのでかけ直してやりながら寝顔を眺める。私に子供がいたらどんな子供だったのだろうと思う。

「でもその前に父親が必要だったわね」

　思わず苦笑する。無い物ねだりは不幸になるだけだ。私はノンナがいればそれでいい。ノンナを無事に大人になるまで育てることが、今の私の喜びだ。

　翌日、バーナード様のお屋敷に団長さんが立ち寄り、私たちを食事に誘ってくれた。

「ノンナも連れて外で食べないか？」

「実は私、団長さんに相談したいことがあるのです。我が家で食べませんか。人に聞かれたくないことなので」

「そうか。ではお邪魔させてもらうよ」

　約束の日、時間ぴったりにドアがノックされて私服に着替えた団長さんが離れを訪れた。団長さんは湯を浴びてきたらしく、短めの銀髪がまるで本物の銀の糸みたいに輝いている。

「さ、どうぞどうぞ。料理は熱々のうちに食べるほうが美味おいしいですよ」

「いい匂いだ。楽しみにして来たんだよ」

　団長さんはノンナに案内されて私の席の向かいに座った。

　私はスープ皿に湯気の立つ白いスープを注いでテーブルに置き、着席した。温め直した丸いパンは山盛り用意してあるし、バターと白レバーのペーストも置いてある。スープをひと口飲んで団長さんが目を閉じた。

「あー、腹に染み渡る味だな」

「お気に召しましたか？」

「ああとても。これはアスパラガス？」

「はい。白いのがお店にあったので。この国の食材はとても豊かですね」

「この国を気に入ってくれたなら嬉しいよ」

　スープを飲み終える頃合いを見計らって私は席を立ち、自作のミトンをはめてオーブンから深皿を取り出した。時間を逆算して入れておいた深皿はグツグツと音を立てているチーズ、その下にはベーコン、ニンジン、ブロッコリー、カボチャがゴロゴロと隠れている。

　団長さんは熱々の料理を平然と食べている。私も火傷やけどに気をつけながらスプーンで口に入れた。とろけたチーズに焦げ目がついていて香ばしい。野菜は柔らかくて甘く、ホワイトソースとチーズが絡んで濃厚な味だ。ノンナはふうふうと冷ましながら食べている。

「それで、ビクトリアの相談は何かな？」

「実はあの夜会以降、私をこっそりつけ回している男の人がいます。気持ちが悪いし恐ろしいので警備隊に通報して捕まえてもらおうかと思っています。団長さんには事前にお伝えしておくべきかと思いまして」

　団長さんは考え込みつつ料理を食べてからワインを飲み、私に顔を向けた。

「俺は聞いていないが、どうも第一王子殿下が手配したような気がする。君はよく尾行に気づいたね？」

「気がついたのはたまたまでした。お店の窓ガラスに男の人が映うつってるのに気がつきました。注意していたら度々その人がガラスに映るんです。それにしても第一王子殿下がですか？　大切な団長さんだから、関わってくる女性全員にそんなことをなさるんでしょうか」

　そうではないだろうことは察しがつくが。

「いや、多分違う。実は……夜会の襲撃犯を庭で倒した人物がいてね。それが君かもしれないと思われているんだ。だから殿下は君がどんな人なのか知りたいんだと思う」

「私？　私が男の人を倒したと？　なんでまたそんな」

　そこまで言ってから、これ以上ノンナに聞かせないほうがいい、と判断して団長さんを見てからノンナを見る。団長さんも私の視線に気づいてノンナを見る。ノンナは美味しそうに食べている。

「ノンナ、食べたら歯磨きして寝ましょうね」

「うん」

　ここでノンナに「こうやって、こうやって、こう！　だよね！」なんて実演されたら目も当てられない。早めに寝てもらおう。

　私たちのやり取りを黙って聞いていた団長さんは硬い顔でワインを飲んでいる。

　やがてノンナは椅子に座ったままあくびをし始めた。

　急いで歯磨きをさせてから寝室に連れていき、着替えさせた。ベッドに寝かせて毛布をかけ、部屋を出てそっとドアを閉める。




　二人で飲み直すことにして、グラスを替え赤ワインをもう一本開けようとしたら、団長さんが私から瓶を取り上げ慣れた手つきで栓を抜いてグラスに注ついでくれた。

「実は夜会の時、倒れた男から逃げていく女性の後ろ姿を警備兵が見ている。その女性のドレスの色が薄紫か薄い水色だったと証言している」

　あの場所はかなり暗かったのに。夜目の利く人間が私の他にもいたのか。思わず舌打ちしそうになる。

「私は会場の隅にいました。身に覚えのないことで尾行されるのはとても迷惑です。もし第一王子殿下がこれからも私を尾行させるようなら……」

　私が言い終わるのを遮るように団長さんが言葉を重ねる。

「俺が責任を持って尾行を中止するよう殿下に申し上げる。だからいきなりいなくなったりするのはやめてくれ」

「いきなりいなくなる？」

　私に聞き返されて団長さんがわずかに怯ひるんだ。

「その、なんとなく君は突然姿を消してしまいそうな気がするから」

「そんなことはしません。考えすぎですよ」

　異様に勘が鋭い人なのだろうか。

　王家が私に関心を持っているならさっさと他国へ移るべきだと思ったところでそう言われて驚く。

　そのあと私は次々と他た愛わいない話をした。団長さんにあれこれ質問しては聞き役に回った。団長さんは部下たちの愉快な失敗談で笑わせてくれた。夜も深くなり、彼は立ち上がった。

「また来てもいいだろうか」

「ええ。どうぞ」

　玄関で団長さんが私を両腕で包むようにふんわりと抱え込んだ。お休みの挨拶にしては少し長かった。私はじっとして動かず抱き返さなかった。腕を外されてから彼に笑顔を向けて「おやすみなさい」と声をかけて見送った。

　ぬるま湯で食器を洗いながら考える。

　私は十五歳で働くようになってから信用した人は一人しかいない。そのたった一人が私の信頼を踏みにじったからここにいる。

　誰かを信じるときは同時に裏切られる覚悟もするべきなんだろう。そうすれば裏切られても途中で手を離されても痛みを感じないで済む。『ああ、やっぱりね』と笑えばいい。

　そう自分に言い聞かせながら眠った。

　翌日から尾行の気配が消えた。

　どうやら団長さんが本当に話をつけてくれたらしい。

　それから数日後。今日はバーナード様の助手の仕事はお休みの日だ。

　ノンナとどこかに出かけよう。出かけて気分転換をしよう。いざとなればいくらでも生きていける場所はある。来るか来ないかわからない凶事に怯おびえ続けるのは無駄に消耗するだけだ。

「ノンナ、新しいリボンを買おうか。その青いのだけじゃ寂しいわ」

「これが好きなの」

「ノンナの金髪には深い赤紫色も似合うと思うのよね。ワインみたいな色。リボンと同じ色の靴も買いましょう」

　私たちは「うちの馬車を使いなさい！」と大騒ぎをなさるヨラナ夫人に「歩かないと身体がなまります」と笑顔で返事をして南区を目指して歩いて出発した。

　小物屋さんに入り、いろんな色と柄のリボンをあれこれ眺める。ノンナはまた青いリボンを欲しがったので、今のリボンより少し深い色の青いリボンを一本と赤ワイン色のリボンを一本買った。

「ビッキーも買おうよ」

「私も？　そうねえ、じゃあ、ノンナとお揃そろいのを買っちゃおうかな」

　ノンナが私を見上げてとろけるように笑う。

　（大切な人に贈り物を買うのって、買う側の心が満たされるわ）とノンナと手をつなぎながら思った。実家への贈り物も私を幸せにしてくれていたっけ。

　今夜はノンナが母屋の侍女スーザンさんのところに泊まる日だ。

　あの酒場にまた行ってみよう。
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　ザハーロは王都の小さな酒場『黒ツグミ』の店主だ。

　黒髪と黒い瞳、顎あご髭ひげの渋い四十歳。少し悪そうな外見でとても女性に人気がある。

　そのザハーロの店に、最近とある女性が来店するようになった。一度目は強い酒を二杯飲んでサッと帰り、二度目は独り落ち着いた雰囲気で酒を楽しんでいた。三度目の今夜は一杯ごとに酒の種類を変えて飲んでいる。店を気に入ってくれたようで嬉しい。

　なのにさっきからその女性客に若い男がしつこく絡んでいる。男は初めて来店した客だ。こんな男に商売の邪魔も女性客の息抜きの邪魔もされたくなかった。

「お客様、そちらのお客様がお困りですので」

　丁重に声をかけたが若い男は無視して引き下がらない。しつこく女性客を誘っている。叩たたき出すかと考えていたら、女性がテーブルに代金を置いてすっくと立ち上がり店を出た。若い男もすぐに酒代を置いて出ていく。

（これは危ない）

　そう思ってザハーロは急いで店を出た。右か左か。二人を探して夜の道を見回していると、さっきの男が右から走って戻ってきた。女性を見失ったようだ。

　男はザハーロに気づくときまりが悪そうな顔をして行ってしまった。

　（よかった。あのお客さんは無事のようだ）と胸を撫なで下ろして店に引き返そうとして止まる。通り過ぎた背後から猫が「シャーッ！」と威嚇する声が聞こえた。

「猫の喧けん嘩かか？」

　恋の季節でもないのに、と思ったところで再び「シャーッ！　フーッ！」という声が聞こえる。

「ずいぶん怒ってるな」

　猫の威嚇音は上の方から聞こえる。屋根の上かと視線を向けると、あの女性客が店の隣の家の庇ひさしの上にいた。両手両膝をついた低い姿勢で通りから姿を見られないようにしていたらしい。その目だけがこちらを向いている。

　その女性客に向かって黒い猫が背中を高く弓なりにし、ブワリと毛を逆立て、尻尾もブラシのように膨らませてシャーシャーと女性を威嚇していた。彼女は猫をなだめようとしていたようだ。
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「あ」

　ザハーロと目が合うと女性客はひと声そう言って立ち上がり、スカートの裾を押さえてトン、と軽い音でザハーロの目の前に飛び降りた。そして唇の前に人差し指を立てて気恥ずかしそうに笑い、踵きびすを返して去っていった。

　ザハーロはあっけにとられたままその後ろ姿を見送った。庇の上の猫は満足したらしく屋根伝いに消えた。どうやら女性客は猫の縄張りの巡回路を塞ふさいでいたらしい。

「ははは」

　小さく笑いながら店に戻った。

　女性客の身のこなしは猫が人間に姿を変えたかのように柔らかかった。自分の姿を見つけられての気まずそうな顔が、いたずらを見つけられた子供みたいで可か愛わいらしかった。

　店に戻り、考える。

　あの若い男が誰かは知らないが、もし街のチンピラなら手の打ちようはある。あんなことを今後も続けられたらたまらない。

　ザハーロは翌日の昼過ぎに裏通りの奥の奥、真っ当な人間は寄り付かない酒場へと顔を出した。

　昼から酒を飲んでいる男たちの間を縫って一番奥の席に向かう。その席に座っているのはこの辺りのならず者の元締めの男だ。

「よう、ザハーロ。久しぶりじゃねえか」

「ヘクター、お前んとこに癖毛の茶髪に薄い水色の目の若いもんがいるか？　首の右側にホクロがあったな」

　ヘクターと呼ばれた男は煙草たばこを吸いながら少し考えるような顔をした。

「いるかもしれねえし、いないかもしれねえな。そいつがどうかしたか？」

「うちの上客に夕べ絡んでたんだ。商売の邪魔をするようなら始末しようかと思ったんだが、お前の配下ならひと言声をかけてからの方がいいかと思ってな」

　ヘクターが酒場の男に手を挙げて合図をすると、琥こ珀はく色いろの酒の入ったグラスがザハーロの前に置かれた。

「その上客って、女か？」

「上客は上客だ。男か女かは関係ない」

「ふぅん。そうか。安心しろ。真っ当な商売の邪魔はさせないさ。お前と俺の仲じゃねえか」

　ザハーロは置かれたグラスを手に取って立ったまま一気に飲み干した。

「助かるよ。ゴミを始末するのも手間だからな。じゃ」

「たまには遊びに来いよ」

「もう俺は組織を抜けた身だ。代償も払った」

　ザハーロは酒の代金をテーブルに置くと店を後にした。店のドアを出るまでたくさんの男たちが自分を目で追っていた。気づかないふりをしたが、もし襲ってきたらと用心はしていた。

　だがその心配は不要だったようだ。

「あのお客さん、もう来ないかも」

　絡んだ男のせいではなく、自分があの姿を見てしまったせいで。

　会話をしたこともない客だったが、もう来ないかもしれないと思うと少々残念だった。

　しかし、それからしばらくして、ザハーロはその女性を商店街で見かけた。女性は野菜の入った布袋を肩から下げて少女と手をつないでのんびり歩いていた。

「お客さん？」

　思わず声をかけると、女性はこちらを見てすぐに自分が誰か気がついたようだ。

「店長さん。こんにちは。買い出しですか？」

「そんなところです。お客さんも買い物ですか？」

「ええまあ」

「お客さん、店にまた来てくださいね」

　女性客が返事に迷っているようだったので道の先を指さした。

「時間があるならそこで甘いものでもどうです？　ご馳ち走そうしますよ」

　そう提案すると女性客が少女に話しかけた。

「ノンナ、いい？」

「うん。いいよ」

「では、お言葉に甘えさせてください」

「俺のことはザハーロと呼んでください」

　名乗りながら歩くと、女性客は斜め後ろを歩きながら

「では私のことはビッキーと呼んでください」

　と気さくに受け答えをしてくれた。

　案内した先は落ち着いた雰囲気の菓子店だ。店内で食べることもできる。甘いものも好きなザハーロの行きつけの店である。

「ここはなんでも旨うまいんだ」

　そう言ってメニュー表を手渡した。

　女性客は紅茶とクッキー、少女はアップルパイと果実水、ザハーロはシロップ漬けの栗くりのケーキと紅茶を注文した。

「このクッキー、サックサクですね。美味しいです」

「ビッキー、アップルパイも美味しいよ？」

「旨いだろう？　俺のもよかったら味見するかい？」

「うん！　……わあ、美味しい！」

　少女がザハーロのケーキを味見するのをビッキーと名乗った客がニコニコ眺めている。二人は親子にしては似てないし、姉妹というには歳が離れすぎている。だがザハーロは人の事情には興味を持たないようにしていた。

　三人ともしばらく食べることに集中していたが、

「あの男ならもう来ないと思うよ」

　とザハーロが告げた。

「どうしてですか」

「念のためにこの辺を仕切っている男に確認したら、やっぱりその男んとこの下っ端らしかった。だから、商売の邪魔をするようなら俺の方も考えがあると言っておいた」

「そんなことをしたら仕返しされませんか？」

「仕切ってる男と俺は古い知り合いなんだ」

「お手数をおかけしましたね」

「なんてことないさ。また来てくれますか？」

「ええ。少ししかいられませんけど」

「十分です」

　お茶を飲み干して女性客がザハーロの顔をまっすぐ見た。

「私になにも聞かないんですか？」

「聞いてほしいのかい？」

　そこからは口調を素に変えた。

「いいえ」

「じゃあ聞かないよ。俺は酒場の店主であんたは大切な客だ。それでいい。それより……」

　ザハーロの口元がヒクヒクし始め、堪こらえきれないように笑いだした。女性客もあの場面を思い出したようで赤くなっている。

「あんなに猫に怒られてる人、俺、初めて見たよ。猫の巡回を邪魔してシャーシャー怒られるって……クックック」

「あれは！　その、想定外のことで……プッ」

　女性客も笑いだした。店の中なので二人で腹を押さえて声を殺し、涙を拭き拭き長いこと笑う。少女が「どうしたの？」と尋ねるからまたあの場面を思い出して笑いが込み上げる。二人でハーハーと深呼吸を繰り返し、苦労してやっと笑いを抑え込んだ。

　「こんなに笑ったのはいつ以来かしら」と女性客が笑いすぎて痛くなったらしい腹筋を押さえながら言い、その日はそれで別れた。

　それからまたビッキーという女性客は通ってくれるようになった。週に一度くらいか、相変わらず短時間で二、三杯飲んでサッと帰る。

　若い男はそれから顔を見せない。ヘクターはちゃんと要望を聞き入れてくれたようだった。
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　私は頼まれていた翻訳の書類をバーナード様に手渡し、昼食用にサンドイッチを作っている。

　ノンナはテーブルでグラスを磨いていた。ノンナはこの手の単調な作業が好きらしい。そのノンナが話しかけてきた。

「ビッキー、この前のヒゲのおじさんと仲良しなの？」

「仲良し、ではないかな。知り合いになったばかりだから。ノンナもお友達が欲しいわね」

「ううん。いらない。訓練してるほうがいい」

「あら」

　そこで私は声を小さくしてノンナに話しかけた。

「高い場所に飛び乗る練習、してみる？」

「してみる！」

　ノンナが俄が然ぜん生き生きする。

「ノンナは可愛いから強いほうがいいわ」

「可愛い？」

「うん。とても可愛い。可愛い子は弱いままだと危ないのよ」

「ふうん」

　以前、人身売買組織に潜入した。

　拉致され売られるまで地下に閉じ込められていた少女たちは全員美しい顔をしていた。常に護衛をつけられている貴族の子は狙われない。平民の見栄えのいい少女が狙われるのだ。




　その日の仕事の帰り。そろそろ辺りが薄暗くなろうかという時刻。

　二人で自宅近くの空き家の石垣に登る練習をした。高さは私の肩くらい。デコボコした石積みの塀だから練習にはちょうどいい。

「飛び上がって上に手をかけて塀を腕と足の爪先で押すようにして、こう！」

　私がお手本を見せてヒョイと塀の上に立つ。ノンナの目が丸くなる。塀から飛び降りてノンナにやらせてみる。ウエストを持って飛ぶのに力を貸す。

「腕だけじゃなくておなかの奥に力を入れて」

「うーん！　くうっ！」

　いいところまで行くけどピョンと一気には塀に登れない。ま、最初はそんなものだ。

「毎日練習するとできるようになるわ。慣れるともっとずっと高い塀にも登れるの。そうなると逃げやすいのよ」

「ビッキー、かっこいい」

「ありがとう。なんでも、できないよりできたほうが楽しいわよ」

「うん！」

　何度も塀に飛び乗る練習をしたあと、ノンナに小声で話しかけた。

「ノンナ、おうちに先に帰ってくれる？　怪しい人がいるから『もうここに来るな』って注意しなくちゃならないの」

「悪い人？」

「さあ、どうだろう。全力で走ってドアに鍵。できる？」

　コクリとうなずくノンナの背中をポン、と叩く。ノンナは全力で走り去った。教えたとおりに一度も振り返らなかった。ヨラナ夫人の屋敷には腕の立ちそうな男性が二人いるから敷地に入ればまずは安心だ。

　私は近くの木立に向かって声をかけた。

「何か用なの？」

　木立の中から若そうな黒髪の男が一人現れた。目から下をスカーフで覆っている。

「なんだ、気がついてたの？」

　こいつ、玄人じゃない。人を殺し慣れている人間とは纏まとう雰囲気が違う。

　落ちていた手頃な枝を拾って塀の上に飛び乗り、相手から目を離さずに枝を両手でつかんで膝で叩き折った。ビュッと振る。うん、強度はないけど一回は使えそう。

「君は何者だい？」

「さあ？」

「話がしたいんだ。降りておいでよ」

「断る。立ち去れ。さもないと攻撃する」

「怖いなぁ。少し話がしたいだけなんだけど」

　男は降参のしるしに両手を上げたが立ち去らない。

「立ち去れ」

　男が歩み寄り、ヒョイと塀の上に飛び乗ってきた。

　こいつに何かされるまで待つ義理はない。私は男が塀に乗った瞬間に枝を構えて踏み込んだ。男は塀の上で素早く後ろに下がって間合いを取る。こいつ、そこそこできるのか。

「本当に話をしに来たんだけど、ちょうどいいからかかってきていいよ、僕は……」

　私はそいつがしゃべり終わる前に枝を斜めに振り下ろし、すぐさま男の顔を狙って斜め下から枝で斬り上げる。男は枝を避よけてバランスを崩した。高さのある場所で闘うのは慣れが必要だ。

「うわっとっと！」

　体勢を崩したところへ枝で強したたかに男の右脇腹を打つ。枝は折れたけど多分肋ろっ骨こつにヒビくらいは入っただろう。男は塀から上手うまく着地したけれど痛みで顔を歪ゆがめているようだ。

　男の横に飛び降り、拳で顔を殴ると見せかけてさっき枝で叩いた男の右脇腹を左足で蹴り、連続して鳩尾みぞおちを右足で蹴り飛ばす。後ろによろめいて男が呻うめく。本当に顔を殴っていたらおそらく腕をつかまれていただろう。私の攻撃は速いが軽いのが欠点だ。

「ナイフを持って近寄った以上、ナイフを使われても文句はないよね？」

　男の懐にナイフが入っていることは、向かい合ったときに気がついた。私は腰に隠していたホルダーから折り畳みナイフを取り出して横に振り、カチンと刃を固定した。

「待った！　本当に害意はないんだ。悪かった。君がここまで強いとは思わなくて！　ナイフは護身用だ。君に使うつもりはなかった！」

「信じない。ナイフを持って私に近寄ったらどうなるか、今教えてやる」

「すまなかった！　悪かったよ！」

「さっさと立ち去れ。次は両手両足の骨を折る」

　腰を落としてナイフを構えたまま警告すると、男が走り去った。

　あいつこそ何者だろうか。

　そこそこ腕はありそうだったけど、実戦慣れしていなかった。

　家を知られてしまったのは厄介だ。

　ノンナから目を離さないようにしなければ。出国する場合に備えて手荷物をもう一度確認しておこう。

　その夜は襲撃に備えて床に座り、ベッドにもたれかかって眠った。平穏な生活に突然起きた事件は、油断していた自分の心を波立たせた。




　翌日、バーナード様のお屋敷まで団長さんに来てもらった。

　昼休憩の時間で、ノンナはバーナード様に昔の子供の遊びの話をしてもらっている。

「ビクトリア、話ってなんだろう」

「昨日、私の家の近くまで変な男が来ました。何度も立ち去るよう警告しましたが無視して近寄ってきました。結構大きなナイフを隠し持っていたから木の枝で打ちのめしました。私、少しだけ剣の練習をしたことがあって。尾行もされたことですし、やはり王都は出ます。身元保証人の団長さんには前もってお伝えしますね」

　団長さんの目がわずかに泳いだ。

「昨日か。ビクトリア、君に怪我がなくて本当によかった。その男の外見は？」

「黒髪、青い目、整った顔、年は二十代、身長は百八十くらい、細身。スカーフで顔を隠してました」

「カツラをつけてたのかな……」

「え？　団長さんの知ってる人ですか？」

「昨日、第二王子殿下がお忍びでお出かけされてね。一人も護衛を付けてなかったらしい。それも大問題なんだが、お戻りになった殿下のアバラが二本折れていたそうだ。襲撃されたかと第一騎士団の連中は殺気立っていた」

　……なんてことよ。

「殿下は転んだだけだとおっしゃっている」

「そうですか」

　あいつ、王子様だったのか。

　女といえども私じゃなかったら問答無用で殺されて埋められてたかもしれないのに。どれだけ危険なことをしたのかわかって……ないのだろうねぇ。

「俺は殿下の剣の指導もしているんだが、セドリック殿下はそこそこ強い方だよ」

　団長さんは私をジッと見る。私も団長さんをジッと見返す。団長さんが先に視線を逸そらした。

「団長さん、私のことを捕まえますか？」

　答えによってはこの後すぐにノンナを連れて姿をくらまそう。でもその前に目の前の団長さんをどうすればいいの。腕が立つ大男、しかも身元保証人の大恩人をどうすれば。

「俺は君を捕まえるつもりはない。殿下にはこんな乱暴な形で君に近寄るのはやめていただくよう話をする。それでも君は不安だろうからしばらくは俺の実家に移らないか？　あの家は昼夜問わずにたくさん人がいるし、兄は俺よりは王家に強く抗議できる立場だ」

「考えさせてください」

　団長さんは無言でうなずいて帰っていった。

　団長さんにはああ返事をしたが、彼の実家に行く気はない。団長さんのご家族を私の問題に巻き込みたくない。

　こんな非常時にバーナード様とヨラナ夫人の顔が浮かぶ。この国を出てあの人たちと縁を切ることを思うと泣きたくなるような胸の痛み。団長さんに二度と会えないのもきっと寂しいだろう。

　私はいつの間にか情に絡めとられていた。

　ノンナと帰宅する途中、南区の『手紙・荷物集配所』に立ち寄った。夜会の翌日に出しておいた他国への手紙の返事が集配所留めでやっと届いていた。

　工作員時代に個人で使っていた人物からで、特務部隊には知られていない。

　手紙の文章は一見普通の内容だ。季節の挨拶、子供の成長などの近況報告。それを依頼の手紙に忍ばせて書いたルールに従って文字を拾いあげて読む。

「女、今、不明、公、アシュ、出、国」

『本物のビクトリアは今も行方不明で公的にはアシュベリーに出国』

（それならまだ逃げ出さなくてもいい、よね？）

　そうだ、もうひとつ調べてもらおう。念には念を入れて別件も依頼することにした。自宅に戻って手紙を書いた。私の手紙も一見すると普通の手紙だ。

　手紙を書き終え、前払いのお金を縫い込んだ人形と一緒に小箱に収めた。
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　医師に手当てを受けて触られたセドリック第二王子が思わず「ウッ」と声を出す。

「安静にして骨がくっつくのを待つのみです。安静にして、でございますよ」

　初老の医師は一礼して退出した。

　息を吸っても声を出しても身動きしても痛い。骨を折ったのは初めてだが、なるほどこういう痛みかと思う。

　昨日、こっそり城に戻ったところで運悪く兄に見つかった。少し会話しただけで怪我をしているのを見破られ、ここは正直に話すべきだろうと怪我の経緯を説明したら兄が激怒した。

「私はジェフと約束したんだ。彼女に関しては『お前に任せる。私は手を引く』と言って尾行は取りやめたんだよ。なのにお前がそんなことをしてはジェフとの約束を破ったと思われてしまうだろう」

　そのとおりなので頭を下げる。

「申し訳ありません」

「周りの者には転んで怪我をしたと言え。時期を見てきちんと女性に謝罪しろ」

「はい。申し訳ありませんでした」




　一人になり、机の引き出しから金色の薄いロケットを取り出して蓋ふたを開ける。

　そこには元婚約者のベアトリーチェがほんのり笑っている。

「殿下はお強いですね」

　ベアトリーチェはいつもセドリックの強さを称賛してくれた。ベアトリーチェの可か憐れんさに心を動かされて婚約したが、彼女は婚約後から病気がちになった。

　医師の見立てでは心労だろうということだった。おそらく第二王子の婚約者も将来の公爵夫人も彼女には重荷だったのだ。

「誰かに何か言われたなら僕に知らせなさい。僕が君を守るよ」

「いいえ。笑って聞き流しますわ」

　そう言っていたが、おそらくベアトリーチェは心に悩みを溜ため込んでいたらしい。




　自分が十五歳で彼女が十四歳の時。高熱が続いているベアトリーチェを見舞いに行った。苦しそうな息をしている婚約者。その熱い手を握り、しばらくその顔を見つめた。

（自分が彼女を妻にと望んだせいで彼女の寿命が削られている）

　そう思った日の夜、声が震えそうになる自分を叱しっ咤たして、父に婚約の解消を願い出た。

「どうか今後の彼女にとって不利にならない形で婚約を解消してください」

　父は労わるような顔で「そうか」とだけ言って何も聞かずに言うとおりにしてくれた。

　婚約を解消後、ベアトリーチェはしばらくは泣き暮らしていたらしいが、徐々に本来の健康な身体を取り戻したと聞いている。

　（これでよかったんだ）と思ったが、ぽかりと胸に穴が開いたような日々が続いた。

　自分はひたすら剣の腕を磨いてきたが、アシュベリー王国に戦争の兆しはない。それは喜ばしいことだが、自分の生きる道はどこにあるのか。いずれ臣籍降下して公爵になるだろうが、その先は？

　自分の居場所を見み出いだせないでいるときに夜会での事件が起きた。女の身で凄すご腕うでの者がいたらしい。

　その腕前がどの程度なのか無性に知りたくて動いた。その結果が骨折だ。

　彼女の無駄のない動きは驚くほど速く、ナイフを取り出されたときは本気で（このままでは殺される）と思った。死の恐怖を初めて感じた。

　今にして思えば彼女はあの少女を守りたい一心だったのかもしれない。「立ち去れ」と何度も警告してきた彼女は子猫を守る母猫のように殺気立っていた。技術以前に自分は気迫で完全に負けていた。

（あの少女のように自分も彼女に体術の指導を受けることはできないだろうか）

　そう考えて思わずフッと苦笑した。途端に骨が痛み、セドリックは顔を顰しかめた。
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　王家の方からは何も言ってこない。

「平民の女にやっつけられた」とは言えないからだろうか。私は絡まれた側だが、このまま自分で転んだことにしてくれたらありがたい。平和が一番だ。

　そんな折、助手の仕事が当分なくなった。

　バーナード様が本棚の一番上の本を取ろうとして脚立から落ち、利き腕を骨折なさったのだ。エバ様の在宅時だったのが不幸中の幸いだった。

「悪いわねビクトリア。伯父おじ様は回復するまで私の家で療養してもらうのよ。その間、私の息子の家庭教師をやらない？　お給料は伯父のところと同じ額を出すわ」

　貴族のご令息の家庭教師？　なぜ？　と思った私にエバ様が説明してくれた。

「実はね、うちのクラークは十二歳なんだけど、外国語が苦手なのよ。家庭教師はもちろん付けているけど、さっぱり成果が出てないの。四ヶ国語が堪能なあなたに頼みたいのだけど、だめかしら。夫が『先生を替えてみたらどうか』って。助手の仕事がなくなる間だけでもお願いしたいわ」

「私は平民ですし専門家でもありません。ノンナがいますし」

「夫が歴史学者の助手が務まるくらい堪能なら子供の家庭教師もできるだろうって言うの。ノンナも連れてくればいいわ。あなたのアシュベリー語は完璧だから大丈夫よ」

「少し考えさせていただけますか？」

「考えてみて。いい返事を期待しているわ」




　まずはノンナに聞いてみよう。そう思ってノンナに尋ねたら即答された。

「ビッキーが一緒ならいいよ」

「でもノンナのことが心配だわ。貴族のお坊ちゃんと一緒なのよ？」

「大丈夫」

「そう？　じゃあ、何か嫌なことや怖いことがあったら必ず私に言ってくれる？」

「うん」

　それならば承諾の返事をしようとエバ様のお屋敷を訪問した。

　まずバーナード様のお見舞いをしたのだが、バーナード様はしょんぼりなさっていた。痛みもあるし、脚立から落ちたことで体の衰えを自覚なさったのが精神的に堪こたえたらしい。

「突然こんなことになってすまないね、ビクトリア。骨折が治ったらまた助手を頼むよ」

「もちろんです、バーナード様。まずは治療に専念なさってくださいませ」

　元気のないバーナード様の様子に胸が痛む。祖父母を知らない私にとってバーナード様は恐れ多くて口にこそ出せないが『大好きなおじいちゃん』みたいな存在なのだ。




　クラーク様はソバカスのある赤髪の少年で、ほっそりした体つきだった。十二歳の男の子はもっと手に負えない感じかと思っていたがおとなしそう。緑色の目で私とノンナを緊張したように見てから挨拶をしてくれた。

「こんにちは。クラーク・アンダーソンです」

「こんにちは。ビクトリア・セラーズです。この子はノンナです。今後はノンナも一緒におじゃまします。よろしくお願いします」

「ノンナです」

　クラーク様はノンナにもペコリと頭を下げた。貴族の一人っ子だと聞いていたから気難しいかと心配していたが素直そうだった。

「エバ様にはハグル語とランダル語を頼まれています」

「ビクトリアさんはどちらも話せるんですか？」

「はい。語学が趣味なのです。日常会話なら問題ありません」

「僕は外国語が苦手です。父は外務大臣だから僕にハグル語とランダル語は絶対に習得しなさいっておっしゃるけど、全然覚えられません。それに、運動も苦手です。得意なことがないんです」

　かなりご自身に自信がないご様子。

「今までどんな授業を受けていたのか知りたいのでノートを見せていただけますか？」

　クラーク様が机からノートを持ってきてくれた。ノートには几帳面きちょうめんな字が並んでいて繰り返し綴つづりの練習をしているから、努力はなさっている様子。だが、その内容を読んで私は（ははぁん）と納得した。

　授業には最初から文法が入っていた。文学の名作を文法を解説しながら教えていく方法。これは効率が良いようでいて学ぶ側の苦痛を考えていない。間違うことを認めないやり方だ。文法を間違えてもいいから使って覚えるほうが早くて楽しいのに。間違ったら直せばいいんだし。

「まずは私のやり方で始めてみましょう。クラーク様のお好きなことはなんですか？」

「好きなことって？」

「私は料理と運動が好きですわ」

　うーん、と考え込むクラーク様。

「ノンナは何が好き？」

「本。あと鍛錬！」

　ノンナがそう答えるとクラーク様が「鍛錬？」と不思議そうな顔をされた。

「高い塀に登るの。木登りも。空中でクルッと回るのも！」

　自慢げに語るノンナに思わず苦笑する私。

「なにそれ。見せてくれる？」

「いいよ！」

　ノンナが私を見る。私がうなずくとノンナは床の上でタタッと数歩走ってから前方宙返りを披露した。きれいに決まったけど、次からはスカートじゃなくてズボンをはかせて連れてこようと思った。

「女の子なのにすごいな」

「女の子だからです。悪い大人に襲われたときに自分の力で逃げられるようにしておかなければなりませんから。これができるといろいろ便利……だと護身術の先生に聞きましたよ」

「へええ」

　感情が宿っていなかったクラーク様の目に好奇心のきらめきが生まれた。よし、食いついたみたい。

「それで、クラーク様は何に興味がありますか」

「僕もノンナみたいな鍛錬を受けてみたいです！」

　そう言うと思いましたよ。怪け我がだけはさせないように配慮が必要だけど、体を動かしながら言葉を覚えるのは経験上効率が良い。

「わかりました。ではランダル語から始めましょうか。同時に二ヶ国語だとややこしくなるかもしれませんから」

　これならノンナも一緒に参加できるからありがたい。

「さ、ではまず準備運動から。ここからはアシュベリー語、ランダル語の順で指示を出します。耳で覚えましょう。言葉の綴りは訓練の後、その日のうちに覚えましょう」

「はい！」

「腕を伸ばして」『腕を伸ばして』のようにアシュベリー語に続けてランダル語を声に出し、同時に腕を伸ばす。私はこうやって言葉を覚えた。私のやり方がクラーク様にも向いてるかどうかは実際にやってみるしかない。

　ノンナが語学の授業に興味を持ったらしく、一緒に声に出してランダル語を唱えながら運動している。クラーク様も負けじと取り組む。年下の女の子と一緒というところが少年のプライドを刺激するらしい。よしよし。

　ノンナには、授業の途中でクラーク様が半ズボンとベルト代わりの紐ひもを貸してくれた。

　怪我をさせないように床にはあるだけのクッションを並べた。とても雇い主には見せられないな、と思っていたが幸いエバ様はお忙しいらしい。




　クラーク様は七つの言葉を耳と身体で覚えたあとで、言葉の綴りも完璧に覚えてくれた。驚くことにノンナも。

　ノンナにはアシュベリー語の読み書きを少しずつ教えている途中だから混乱しないかな、と心配したけれど「大丈夫」という返事だった。この子は案外たくましい子なんだなと最近思う。

　汗を拭ぬぐいながら書き取りをするクラーク様は楽しそうで、全部を覚えたときにはお顔が輝いていた。

「先生！　僕、こんなに楽しい語学の授業は初めてです！」

「それはよかったです。次の授業も頑張りましょうね。ただ、お母様が心配なさるでしょうからクラーク様は宙返りはやめておきましょう」

「母には言いません！　だから僕にもやらせてください！」

　あれを見たらやりたくなるよね。私がしっかり補助をすればいいか。この心身ともに繊細そうな少年がなにかひとつでも自信を持ってくれたらいいなと思う。

　実に楽しい仕事の始まりだった。




　夜は毎日家で料理をして食べる。

　ノンナは私が作る料理を全部美味おいしいと言ってくれる。野菜が苦手な子供が多いと聞くけれど、ノンナは野菜も喜んで食べてくれる。

「ノンナ、私の料理の中で一番好きなのはなあに？」

「子羊のロースト」

「二番目は？」

「豆と野菜とお肉が入ってるスープ。あれ、好き」

「じゃあ、今夜は二人で一緒に作る？」

「うん！」

　二人で台所に立つのは楽しい。ノンナに私が手作りした小さなエプロンを手渡して、後ろでリボン結びにしてあげる。同じ布で縫ったお揃そろいのエプロンを私も身につけて野菜を洗う。ノンナはこういう作業がとても丁寧だ。

　野菜の皮をナイフで剥むくのは私。大きく切るのはノンナ。危なげなく丁寧に切っている。

「切った野菜をお鍋に入れてね」

「うん。豆、たくさん入れたい」

「うん、いいわよ。ノンナは豆が大好きだものね」

　ノンナが豆を好むので、普段から乾燥豆を常備している。そしていつでも料理に使えるように毎日少しずつ水で戻してある。

　薪たきぎに火をつけて調理用ストーブに鍋をのせ、鍋の隣にフライパンを置いた。

「今日のお肉はベーコンよ」

「ベーコン好き。切るのやりたい」

「いいわよ」

　真剣な顔でベーコンの塊を切るノンナが可か愛わいい。私の母もこんな気持ちで私に料理を教えてくれていたのだろうかとしみじみする。ノンナと暮らしていると、亡き母の気持ちがわかるときがある。ノンナが怪我をすると、小さな怪我でも（私が代わってやりたい）と思う。ノンナが楽しそうに笑っていると（またこんな風に笑ってもらいたい）と思う。

　ノンナと一緒にいると、自分が幼かった過去をもう一度やり直しているような錯覚に陥る。母と離れて育った私が、再び母と暮らしているような、なんとも幸せな気持ちだ。

「ビッキー、なんで笑ってるの？」

「んー？　楽しいの。ノンナと一緒にいると、とっても楽しい気持ちになるのよ」

「ふうん」

「ノンナは？」

「楽しい！」

　ああ、あの時この子を引き取ってよかった、と思う。

　ニヤニヤしながらベーコンを炒いためて、出た脂で豆も炒める。溜たまった脂は器に取っておく。

「それどうするの？」

「この脂を炒めものに使うと美味しいの」

「ふうん」

　その夜は二人で具だくさんのスープとパンの夕食を食べた。質素だけど幸せな夕食だった。




　翌日、クラーク様の語学の授業の時、休憩時間にノンナがクラーク様に自慢話をしていた。

「昨日、料理したんだよ。美味しいスープ」

「ノンナが料理したのかい？」

「うん！　ビッキーに教わって作った」

「今度食べさせてくれる？」

「いいよ。豆、好き？」

「豆かぁ。あんまり好きじゃないかも」

「じゃ、食べさせない。豆が好きな人にだけ食べさせる」

「好きになるよ。食べさせてよ」

　少年と少女の会話が微ほほ笑えましいったら。こんな会話をしてくれるのはあと何年あるだろうか。クラーク様があと三年もしたら少年から青年になってしまうから、その頃までかな、と少し残念に思いながら聞いた。
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　私がクラーク様の語学を担当するようになって初めてのお休みの日。

　レッスンは週に五日。週末はお休みだ。ノンナと二人で家の掃除や洗濯をして「これから刺繍ししゅうをしましょう。やり方を教えてあげるね」とノンナに持ちかけたところでドアがノックされた。

「はい。どちら様？」

「クラーク・アンダーソンです」

　驚いてすぐにドアを開けると、クラーク様が一人で立っていた。

「クラーク様、どうなさいました？」

「今日も先生にお会いしたくて」

「まあまあ。それは。さあ、どうぞ。お入りくださいな」

　クラーク様はチラリと部屋の中を興味深そうに見たが、なんとなく恥ずかしそうだ。

「お茶をいかがです？」

「はい、頂きます」

　ノンナが茶器を用意して私がお湯を沸かし、昨日焼いたクルミと干しイチジクのケーキを切り分けて出した。ソワソワしていたクラーク様はひと口ケーキを頬ほお張ばると「んんっ！」と驚きの顔になった。

「お気に召しましたか」

「はい、とても。これはどこの店のケーキですか？」

「ビッキーが焼いたの」

「そうなんです。昨夜ノンナに手伝ってもらって焼きました」

「わぁ……」

　うっかり可愛い声を出してから、ハッとして赤くなるクラーク様が可愛い。

「お代わりもありますから。ゆっくり食べてくださいな」

「ありがとうございます。先生はなんでもできるんですね」

「なんでもはできませんよ」

「いいえ！　バーナード大伯父様がいつも先生の自慢話をするんです。四ヶ国語に堪能で料理も掃除も手際が良くて、書類を分類するのも上手だって。それに運動もできるではありませんか」

　ノンナが『そのとおり！』みたいに自慢げな顔をしているのが微笑ましい。

「私はなんでもしなければならない環境で育ったんです。八歳で親元から離れて、言われたことはなんでもしなければなりませんでした。外国語も最初は覚えなければならないから学びましたが、やってみたら楽しかったんです」

「語学の勉強が楽しかったんですか？」

「ええ。私、今まで旅行をしたことがなくて。今回この国に来たのが初めての旅でした。以前はいろんな国のことを本で読むのがとても楽しみでした。仕事先に本がたくさんあったのですが、外国語の本だったから最初は読めなくて挿し絵を眺めていました。そのうち我慢できなくなって本を読めるように勉強したんです」

「そんな本があったということは貴族の家で働いていたんですか？」

「ええ、その時は貴族の家でした」

　クラーク様はお代わりしたケーキを食べ終えると

「僕は勉強が苦手だなんて言って、贅ぜい沢たくでしたね」

　としょんぼりした感じにつぶやいた。

「僕、頑張ります。先生の授業はとっても楽しくて、どんどん言葉を覚えられるんです」

「まあ嬉うれしい。これからも頑張ってくださいな」

　私がそう言うとノンナが

「今日もお勉強したい！」

　とキラキラした目で私を見上げる。クラーク様の目もキラキラしている。二人の子供にこんなに期待されては断るわけにはいかない。

「わかりました。では今日はお屋敷ではできないお勉強をしましょうか」

「木登り！」

「ノンナ、木登りはクラーク様には……」

「やりたいです！　僕にも木登りを教えてください！」

「ふふふ。では木登りをしながらお勉強もしましょう」




　ノンナと私は着替えて、三人で少し歩いて第二王子と闘った場所に着いた。ここは大きな木がたくさん生えていて、木登りの練習をするにはちょうどいい。

「この木にしましょうか。木に登るときはそれが生きているかどうかを必ず確認してくださいね。葉がついていない枯れ木に登ると太い枝でも突然折れて大怪我をします。頭を打てば死ぬこともあるんです。葉がついてる木は生きてます。冬で葉が落ちているときは小枝を折ってみるとわかります。ポキッと簡単に折れる木は避けましょう」

「わかりました」

「では私が最初に登ってみせますから、どの枝を選んでどの順番で足をかけたかを参考にしてください」

　靴を脱ぎ靴下になって、二人の尊敬の眼差しを受けながら木を登る。

　私がスルスルと高い位置まで登ってから逆の手順で下りると、我慢できなかったらしくノンナが靴下になり、慣れた動きで木に登った。私が登った場所までたどり着くと枝に腰を下ろして手を振った。

「よし！　僕も！」

　そう言ってクラーク様がノンナを真似して靴を脱ぎ、苦労しながら木に登る。クラーク様はノンナの何倍もの時間をかけてノンナの座っている枝の近くの枝に腰を下ろすと、気持ちよさそうに笑った。




「枝」『枝』

　私がそう声を張り上げて二つの国の言葉を伝えると二人がそれを真似する。

「登る」『登る』、「木に登る」『木に登る』、「高い枝」『高い枝』、「下りる」『下りる』

　二つの可愛らしい声が後に続く。

「高い木に登り、下りる」『高い木に登り、下りる』

「二人とも素晴らしい！　さあ、ノンナから下りていらっしゃい」

　木登りは登るときより下りるときの方が危険だ。ノンナが危なげなく下りてから私がクラーク様の上の位置まで登った。彼の身体に持参した紐を回す。脇の下あたりで紐を二周巻き付けてもらってから紐の端を私が持ち、一緒に下りてもらう。途中、これを離れた場所から見物している団長さんに気がついて（あららぁ）と慌てた。

　私たちが無事に地面に下りてから団長さんが近寄ってきた。

「クラーク、すごいじゃないか」

「ジェフ叔父おじ様、こんにちは。僕、初めて木登りをしました！」

「楽しかったか？」

「はい！」

　団長さんが私に笑いを含んだ視線を向けてきたので大変にきまりが悪い。とんだお転てん婆ばだと呆れられただろうし、大切なアンダーソン家の一人息子に木登りをさせたことをどう思っただろうか。そして前回抱きしめられたことを思い出してしまったではないか。

「大切な坊っちゃんに余計なことを教えてしまいました」

「いや、いいんだ。クラークがこんなに楽しそうにやんちゃをするのを初めて見た。以前からおとなしすぎるのはよろしくないと思っていたからね。君は今日、休みだったろうに悪かったな」

「いえ、私も楽しみましたから」

　私たちがしゃべっている間に二人の子供たちは身体を動かしながら『枝』『登る』『高い』などの覚えたてのランダル語を叫びながら追いかけっこをしている。楽しそうだ。一時間以上二人は飽きもせず仲良く遊んでいた。




「そろそろクラークを家まで送ってくるよ。そのあと食事に行かないか」

「ありがとうございます。でも、頻繁すぎませんか？」

「これでもだいぶ我慢してから誘ったんだが」

　そう言って視線を逸そらす大男は私を優しい気持ちにしてくれる。

「気楽な店だから服装も気楽なものにしてくれ」

「はい」

　照れながら語る団長さんは不器用で大きい銀色の熊みたいだった。

　クラーク様は残念そうな顔をしていたが「また遊びに来てください」という私の言葉に嬉しそうに何度もうなずいて団長さんと帰っていった。

「ノンナ、今夜は団長さんと三人でお食事に行くのよ」

「ビッキー、おしゃれするの？」

「少しだけかな。おしゃれをしなくてもいいお店だそうよ」

「おしゃれするお店としないお店があるの？」

「そうよ。ノンナも少しずつそういうことも覚えていこうね」

「うん！」

　私は淡い若草色のワンピースに、ノンナは紺色のワンピースに着替えた。二人でお揃いのワイン色のリボンを結んで互いに微笑み合う。

「楽しみね、ノンナ」

「うん！　クラーク様と木登りしたのも楽しかった！　『高い木に登る』も覚えた！」

「すごいわ。ノンナは外国語を覚える才能がある！」

「やったー！」

　飛びついてきたノンナをかがんで抱きしめて、ノンナの子供らしい匂いを胸いっぱいに吸い込む。こんな平和な匂いが大好きだと思った。




　今夜のお店は平民の間で評判だという「ツバメ亭」だった。

　（最近、団長さんとよく一緒にいるな）と思う。

　ツバメ亭は全ての席が半個室で、通路に面しているところ以外は壁で仕切られている。見渡したところ、どうやら私たち以外はほぼ恋人同士のようだ。こんな恋人だらけの店に子連れの私たちが来てよかったのだろうか。

「素敵なお店ですね。予約を取るのも大変だったでしょう？」

「実は女性を連れていくのに向いている店を部下に聞いたんだ」

「まあ。わざわざそんな手間を。ありがとうございます」

　部下にそんなことを尋ねるとは。本当に噂うわさになることを気にしていないのか。

　やがて一人一皿ずつにかなり大きな四角の皿が運ばれてきた。鹿肉の煮込みをメインに色とりどりの肉と野菜の料理が絵画のように美しく盛り付けられ、小さな花まで添えられていた。

「わあ」とノンナが歓声をあげて喜んだ。見た目だけでなく食べたら全部美味しい。

「団長さん、どれもとっても美味しいです」

「うん、旨うまいな」

　団長さんは気持ちの良い食べっぷりで大皿の上を片付けていく。食べながらいつものいい声で私に話しかけてきた。

「あの方と話をした。アバラを折ったのは転んだからだ、と言い張ってらしたよ。だから君は心配無用だ。そもそもナイフを忍ばせて近寄ったんだ。どう考えてもあの方に非がある」

「団長さんも苦労しますね」

　私がそう言ったら、団長さんは何も言わずに苦笑している。

　食後に花のように薄切りにして盛り付けられたイチジクのシロップ煮でワインを飲みながら、ここのところずっと考えていたことを話すことにした。

「団長さん」

「なんだい」

「あの方はどのようなお人柄でしょう。もちろん言える範囲で結構です。私はたいした腕がないから全力でどうにか追い払いましたが、腕のある人だったらお命だって危うかったはずです。あのようなお立場の方があんなことをなさるなんていまだに信じられなくて」

　団長さんの目が皿を見たまま止まった。

「そうだな。命を落としていた可能性だってあった。君が相手でよかったと言うべきなんだろう。あの方は裏表がない。次男ということもあってのびのび育てられている。幼い頃から剣に親しんでいらして腕前はあのお立場にしては立派だと思う。やんちゃで心配なところも多々あるが、下の者たちからはとても慕われているよ」

「そうですか」

　団長さんが心配そうな顔になる。

「どうしてそんなことを聞くんだい？」

「途中で気が変わって、怪我は私にやられたと公にされたら困りますので」

「それはない。型破りで周りを困らせることもあるが、卑怯ひきょうなことはなさらない方だ」

　即座に断言した。

　この人がこうまで言うなら心配ないのかな。私の身元は調べられても大丈夫だし、少しは安心して暮らせるか。

「そうですか。安心しました。今夜は早めに切り上げませんか？　ノンナが眠そうで」

　さっきからノンナが私たちの話を聞きながらあくびをしている。クラーク様とたくさん走り回ったものね。

「もう眠いの？　ノンナ」

「うん。ちょっと」

「そうだな。残念だが早めにお開きにしよう」

　私たちはアッシャー家の乗り心地の良い馬車で家へと向かった。

「ノンナ、お料理、美味しかったわね」

「うん！　でもビッキーのお料理の方が好き」

　ああもう、うちの子ったらほんとに可愛い。団長さんも笑顔でノンナを見ている。

　私が団長さんにあんな質問をしたのには理由がある。

　王家に目をつけられたのならいっそのこと第二王子を手札として利用する手もあると思ったのだ。その手札は諸もろ刃はの剣つるぎになるだろうけれど、危険な手札でも使えるものならないよりはあったほうがいい。

　私の居場所を特務部隊がつかんだ場合、身柄の引き渡しを要求される可能性がある。私にかけてくれたお金の分以上は十分働いたと思っているが、あちらの言い分はまた違うだろう。

　その際に王族と親しくなっていれば引き渡されないで済むかも、と思ったのだ。

　ただ、（そうまでして私は何にしがみついているんだろう）と自分で思う。




　翌日の夜八時過ぎ。団長さんが「まだ仕事の途中だが」と我が家を訪れた。

「これからもまだ仕事ですか？　大変ですね」

「どうしても君に言っておきたいことがあって。第一王子殿下が手配した尾行の件もあったし、第二王子殿下の件もあった。嫌がっていた君を俺が夜会に誘ったばかりにこんなことになった。君には気の毒なことをした。本当に申し訳なかった。それだけは言っておかなくてはと思ったんだ。こんな時間に突然訪問するのは失礼だとわかっているが、こういうことはなるべく早く伝えたかったんだ」

　ああ、善良な人だなぁと思う。私はこの人に山ほど隠し事をしているのに。

「団長さん、最終的に夜会に参加すると決めたのは私です。男のことを指摘したのも私です。団長さんが責任を感じる必要は全くありません。私が下した判断の結果は私が受け止めます。団長さんのせいにして責めたりしません。だから団長さんは何も気にしなくていいんですよ」

　団長さんが軽く唇を噛かんで私を見る。

「どうしました？」

「君は強い人だな」

「よく言われます」

　私がそう言って笑うと、団長さんは私の顔をそっと両手で包み込んだ。まるで壊れ物に触れるように。私は（今の会話にこんな行動をさせる要素があった？）と少し慌てた。

　団長さんは体温が高くて、手を通して顔に熱が伝わってくる。冬場の足の先が冷える時期にこの人が隣にいたらありがたいだろうな、とちょっと思った。

　男の人の匂いにかすかなグリーン系のコロンが混じった香りが私を包み込む。とてもいい匂いだ。私はされるがままにじっとしていた。

　団長さんはしばらくそのままでいたが、私の顔から手を離して

「君といるととても……ほっとするよ」

　と独り言をつぶやくように言って、おやすみも言わずにふらりと帰っていった。

　「おやすみ」ぐらい言いなさい。




　組織が私たちに実名を捨てさせた理由わけが今はよくわかる。

　最近の私のようになることを防ぎたかったからに違いない。

　最初の最初に本名を捨てさせるのは、潜入先で築いた人間関係を捨てやすく、忘れやすくするためだ。それを理解している私なのに『ここから去って縁を切るべき』と思っていながらつらくて逃げ出せないでいる。実名で親しくなっていたらもっとつらくて苦しいだろう。

　一緒に働いていた特務隊員、これから組み込まれる未来の特務隊員に想いを馳はせる。

　強引に連れてこられる隊員はいないはず。嫌々働かされている人もいないはず。仕事の内容で悩んでいる人はいるだろうけれど、みんな自分の意志で特務隊に留とどまっているはず。

　なのにハグルの特務隊員や候補生たちに対して、『普通の幸せ』を手にしつつある自分が後ろめたい思いになるのはなぜだろう。




「ビクトリア、この前のお休みにクラークがあなたの自宅までお邪魔したそうね。今朝になってこの子からそれを聞いて驚いたの。本当に悪かったわ」

　エバ様が眉を下げて申し訳なさそうにおっしゃる。

「エバ様、私とノンナも楽しかったんです。また来ていただきたいと思ってますので、クラーク様を叱しからないでください」

　私の言葉を聞いて、しゅんとしていたクラーク様がパァッと明るい顔になった。

「楽しかったですよね？　クラーク様」

「はい！　とっても！」

「もう、仕方ないわね。この子は男の子にしてはおとなしすぎて心配だったのだけど、急にこんな活発になって、夫も私も戸惑ってるのよ」

「物静かなときも活発なときも、いつもすてきなクラーク様ですわ」

「あら、ありがとう」

　エバ様は次の話題に移られた。

　相あい槌づちを打ちながら聞く私。その私を崇あがめるような目でクラーク様が見ているので、それには気がつかないふりをした。




　その日はお芝居の形で語学の授業をした。

　お芝居の演目は、この国で有名な童話『白き姫と青いトカゲ』だ。

　白い髪の姫が森で迷子になり、大おお蜘ぐ蛛もの巣に囚とらわれていた青いトカゲを助ける。トカゲは人の言葉をしゃべり『僕と一緒に魔女を倒してくれないか』と頼む。白き姫とトカゲが協力して悪い魔女を倒すと、青いトカゲが人間の姿を取り戻すお話だ。青いトカゲはその昔に魔女を倒そうとしてトカゲに変えられていたのだ。最後はトカゲだった青年が白き姫に結婚を申し込んで終わる。




「じゃあ、トカゲをやりたい人？」

「はい！」

「ではクラーク様がトカゲで。お姫様をやりたい人？」

「……」

「え？　ノンナはやらないの？」

「魔女がいい。ビッキーがお姫様」

「魔女は最後にやっつけられちゃうよ？　泣かないでよ？」

「泣かないよ」

「じゃあ、私がお姫様？　仕方ない。ノンナのお姫様を見てみたかったのに」

　そこからはもう、抱腹絶倒だった。

　普段無表情なノンナが私の声色を完璧に真似て悪い魔女になりきる。

　（うちのノンナは六歳にして芝居の才能があるわ）と感心してしまう。

　憎々しげに青いトカゲに向かってしゃべるところも、姫と闘いながら『この小娘め！』と罵ば倒とうする口調も、ノンナが演じると実に可愛い。

　全員の台詞せりふをアシュベリー語に続けてランダル語で繰り返すので少しはモタつくのだけど、可愛いノンナの細く高い声と、クラーク様の声変わり前の清く高い声を堪能できた。何度も何度も台詞を覚えるまで繰り返した。

『姫、どうか私と結婚してくれませんか？』

「そこの『くれませんか』はもう少し舌を引っ込めて発音してください。『くれませんか』、そうそう、それです」

　発音を注意して何度も『結婚してくれませんか』をクラーク様に練習させていたら、クラーク様が顔だけでなく耳も首も赤い。

　あっ。失敗した。貴族の少年に何度も結婚を申し込ませる年増の平民語学教師。これはいじめになっちゃうのかもしれない。

「うっかりしました。こんなおばさん先生に結婚を申し込む場面、クラーク様に何度もさせてしまって申し訳ありませんでした」

「そんな！　ビクトリア先生はおばさんじゃありません！　とっても素敵です！」

　なぜかそこでノンナが「キッ！」という目つきになった。私とクラーク様の間に入ってクラーク様を睨にらみながら両手を広げて叫ぶ。

「だめ！　ビッキーはノンナのだから！」

　思わず「ふへへ」とだらしなく笑ってしまった。「ノンナのだから」って。こんなことを可か愛わい子こちゃんに言われる幸せを想像したことがあったろうか。ないない。一度もない。

「先生？」

　私のニヤけた顔が不審だったらしい。クラーク様に心配されてしまった。

「ごめんなさい。ノンナに言われた言葉が嬉しくって。さ、出会いの部分を通してやってみましょうか。私が全部アシュベリー語で台詞を言いますからランダル語で台詞を返してくださいね」




　ランダル語で進む『白き姫と青いトカゲ』は最高だった。

　上手うまくいくところは教師として嬉しく、言い間違えても二人が可愛らしくてほのぼのする至福の時間だった。これで賃金がもらえるなんてバチが当たらないかしらと心配になるくらい楽しかった。

　ワーキャー騒いでいる間は誰も入ってこなかったが、私たちが休憩に入ったらエバ様と侍女さんたちがいらっしゃった。

「あんまり楽しそうだったので来ちゃった」

「お母様やめてください。僕、ちゃんと勉強してますから」

「騒ぎすぎましたね。申し訳ございませんエバ様」

「違うのよ、どんな授業か見たいだけなの。侍女たちもクラークのあんな楽しそうな声を聞くのは珍しいから驚いてしまって」

「坊っちゃん、ぜひわたくしたちにも見学させていただけませんか？」

「ええー。いやだよ」

　双方の間にいる私が困っていると、突然ノンナがランダル語で魔女の台詞を言った。

『生意気なトカゲめ！』

「まあ！　こんな小さいのにすごく上手だわ！　クラークと一緒にランダル語を始めたんでしょう？　すごいわね！」

　エバ様の本気の称賛にノンナは晴れ晴れとした顔になり、クラーク様は悔しそうなお顔になる。

「ノンナ、もう一度言ってよ。僕が続けるから」

「うん」

『生意気なトカゲめ！』

『姫は私が守る！　傷つけることは許さない！』

　エバ様と三人の侍女さんが立ち上がって拍手する。

「クラークもノンナもすごいわ。発音も完璧じゃないの！　ねえ、ビクトリア、伯父様の怪我が治っても授業を続けてくれないかしら。短期間でこれだけやる気を引き出せるなんて、あなた教師に向いているわよ」

「先生、だめですか？　僕はずっと先生に教わりたいです」

「まずはバーナード様にご相談させてくださいな」

　私もこんな楽しい仕事は辞めたくないけど、バーナード様は最初に仕事をくださった恩人だ。了承いただく前に勝手な返事はできない。

　バーナード様の許可はあっさり下りた。

　全快したら、助手の仕事は週六日のままで語学授業のある日は勤務時間を短くしてもらうという掛け持ち仕事になった。

「大丈夫？　大変じゃない？」

「エバ様、このくらいどうってことはありませんよ。ノンナを授業に参加させていただいてる分、私は助かります」

　私にしてみれば着々と生活の基盤がしっかりしてきて嬉しいのだ。語学の授業は楽しくてたまらないし。




　その日、団長さんが夜に我が家を訪問した。

　約束がなかったのでどうしたのかと思ったら夜会の襲撃事件が思いがけない形で解決したらしい。

「君が最初に僕に知らせてくれたおかげで捕まえることができたからね。報告すべきと思ったんだ。ただ……」

　男が犯行に及んだのは、侯爵に妹を凌りょう辱じょくされた恨みからだそうだ。有り金をほぼ全部裏社会の人間に払い、城の使用人になり、一年かけて復ふく讐しゅうを企てたとか。

「侯爵が『身に覚えが全くない。態度の悪いメイドを首にしたことへの逆恨みではないか』と言ってると聞かされて、男が全てを話したよ。今までは妹の名誉を重んじて口をつぐんでいたそうだ」

「凌辱って……」

「メイドが結婚間近と耳にして急に興味を持ったらしい。凌辱された妹は結局破談になっている。凌辱されたショックと破談の悲しみで寝込んでしまって、今は全く外に出られなくなってしまったそうだ」

「鬼畜の所業だわ。侯爵に罰は与えられるんですか？」

「表向きは夜会であのような事態を引き起こした責任を問われた形だ。爵位を息子に譲って隠居させられた。侯爵は財務部の役職をこなしていたが陛下のご判断で息子には引き継がれなかった」

　まあ、そんなものなのだろう。

「そうですか。男はどうなるんですか？」

「王族がいる場所で毒を塗った刃物を持っていた上に侯爵を殺そうとしたからね。死罪だろうな」

「そうですか。どこの国でも似たようなものですが、平民と貴族では命の重さが違うのでしょうね……」

　二人でしんみりして、団長さんは帰っていった。

　その夜、私は長い時間一人で考え込んだ。
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　仕事の帰り道、手をつないで歩きながらノンナにお留守番を頼んだ。予想どおりノンナは不安そうな顔になった。

「ビッキー、どうしてもお留守番しなきゃだめなの？」

「今回はノンナは絶対に連れていけないの。これは譲れないわ。なるべく早く帰るから」

　私は今までノンナを留守番させないで暮らしてきた。だけどどうしても今回は連れては行けない。

「今回のお留守番はノンナの大切な仕事だと思ってちょうだい。しばらくの間、毎日夕方にお留守番してもらわなければならないの。できるだけ急いで行ってくるし、なるべく早く帰ってくる。私を信じて。もし留守番中に困ったことがあったら母屋に行きなさい」

　返事がない。

「どうしても留守番が嫌だったら最初から母屋で留守番させてもらうように頼んでくるけど、どうする？」

「……家で待ってる」

「助かるわ。ありがとうノンナ」

　ごめんね、と心で謝るが口には出さない。私が謝ればノンナは文句を一切言わなくなるだろう。文句くらいは言わせてやりたいし聞いてやりたい。

　ノンナと家に戻ってからすぐに一人で外出することにした。ノンナが何を聞いても「大切な用事だから」としか言わなかった。

「三時間くらいで帰ってくるつもりだけど、もしかしたら四時間になるかもしれない。おなかが空すいたらここにあるものはなんでも食べていいわ」

「ビッキーと一緒に食べる」

「そうね。私も夕飯はノンナと一緒がいいわ。よし、大急ぎで帰ってくるからね！」




　ノンナのお留守番を短くしたいから貸し馬を前払いでとりあえず二週間分借りた。これで好きなときに馬が使える。気に入ったら買うこともできるそうだ。馬は用事を終えたら毎回また店に戻す。

　自宅まで連れていくとヨラナ様に説明しなくてはならないから。

「お客さん、馬の扱いはわかるの？」

「もちろん」

「小まめに休憩させてくださいね」

「大切に扱うわ。母のお見舞いに行くときの行き帰りに乗るだけだから安心してね」

　次は赤毛の女に変装して入り組んだ路地の一番奥の酒場に行った。

「あなたがヘクターさん？」

「誰だあんた？」

「アタシの名前はケイト。あなたはお金を払えば助けてくれるって、とある人に聞いてきたの」

「用件と金によるな」

　そこで私は駆け落ちの相談をした。

「好きな人が既婚者なのよ。二人で駆け落ちしたいんだけど、奥さんが毎日彼の勤め先の出口で待ってるわけ。そんなことするから嫌われるってわかんない人なのよ。だから仕事の途中で奥さんに見つからないようにこっそり抜け出させてほしいの」

　ヘクターは眉を寄せた。

「具合が悪いとでも言って早引けすりゃいいだろうが」

「アタシも彼も奥さんも、部署こそ違うけどみーんな同じ職場なのよ。駆け落ちがすぐばれちゃうわ」

「ああなるほど。勤め先は？」

「お城」

「城か……少し料金は高くなるな」

「おいくらくらい？」

　言われた額をその場で支払った。

「もうお金はこれだけだから。ほんとに大丈夫なのよね？」

「ああ。城を抜け出すだけだろ？　問題はない」

「できれば王都からも逃げ出したいから外門の前まで頼みたいんだけど」

「いいだろう。明日、いや、明後日またここに来な。詳しい手て筈はずはその時知らせる」

「わかったわ。ありがとう」

　その足で王城の牢ろう獄ごくへ面会に行った。ケイトという名の身分証を見せて

「夜会で刃物を振り回して捕まった男の恋人です。面会に来ました」

　と涙目で面会を申し込んだ。

「ああ、カールか。悪いが身体検査をさせてもらうよ」

「はい。お願いします」

　覚悟の上だけど、入念に身体検査をされるのはとても気持ちが悪い。ポケットどころか下着の中まで探られる。ニヤニヤして見ている他の牢ろう番ばんたちに腹が立つが、どこの国でも死刑囚の面会を女が申し込めば扱いはこんなものだ。

　牢番に付き添われて一番奥の石造りの牢獄にたどり着く。

「おい！　恋人が来たぞ」

　四十過ぎの牢番が声をかけると、粗末なベッドに寝ていた男が起き上がった。

　さあ、ここが最初の関門だ。

　これに比べたら身体検査なんてどうってことない。私は目で男に「余計なことは言うな」と訴えた。通じてくれ！

　男は私の顔を見たあとで牢番に「ありがとうございます」と深く頭を下げた。

「もうすぐ死刑だという噂うわさを聞いています。牢番さん、どうか彼と二人きりにしてもらえませんか？」

「ああ、いいだろう。面会時間は一時間までだ。時間が来たら迎えに来る」

「ありがとうございます！」

　行き止まりの牢獄。石造りの建物。大きな鍵のついた鉄格子。入念な身体検査。

　安心材料ばかりだからか、牢番はあっさりうなずいて立ち去った。

　牢番が立ち去るや否や「あんた誰だ？」と言う男に「助かりたいなら恋人のふりをして。それと今は黙ってて」とだけ答えた。

　鉄格子の外から牢獄の窓の外を見つめ、耳を澄ませる。兵士の軍ぐん靴かはカツカツと音を立てる。一時間かけて音を頼りに兵士が巡回する間隔を数を数えながら記憶した。

　牢ろう屋やの鍵が簡単に開けられることを確認してすぐに閉めた。それを見て驚く男に

「この扉から出たって逃げ道はないわ。すぐ兵士に殺されるだけ」

　と言い聞かせる。

　牢番たちにお礼を言って城を出た。馬に乗り、貸し馬屋さんに馬を返した。

　さあ、急いで帰らなくては。商店街でパンと肉と果物を買って家に小走りで帰った。

「ただいま！」

「おかえり！」

　買ってきたものをテーブルに置いてノンナを抱きしめた。

「お留守番ありがとう」

「一人でも平気だったよ。ビッキー、汗かいてる？」

「うん。早くノンナに会いたくて、走れるところは全部走ったから」

　ノンナが眩まぶしいものを見たような顔で目を細めた。

「ビッキー、走ってこなくても待てるよ」

「うん、ありがとう。あなたは本当にいい子だわ。そして強い子ね」

　二人で食べる夕食は簡単なものだったけど美味おいしかった。




　ノンナのお留守二日目。

　夕方、男に面会に行き、牢番が去って二人になったら、すぐに中に入って窓の鉄格子を切り始めた。

　高い位置にあるから肩車をしてもらって私が切る。分厚い革で糸いと鋸のこぎりを覆うようにして音を消しながら切る。やりにくいけど、この革をかぶせないと『ゴリゴリゴリ』と普段ここではしない音が響いてしまう。

　道具は金属切断専用の糸鋸だ。両端の輪に指を入れて使う型。これは秘密の隠し場所に忍ばせてきた。鍵開け用の道具も同じく。

　面会時間の長さと外の巡回の頻度を考えると、切れるのは全力で頑張っても一日に一ヶ所。鉄格子の上下どちらか片方を切るのが限界だった。鉄格子は五本ある。正確な処刑の日時を調べようかと思ったけど、それはそれで時間を取られるし、城勤めの文官は優秀だから余計な警戒心を持たれるおそれがある。

　糸鋸を使いながら男の妹の居場所を聞いた。

「妹は家にいる。俺がいなくなって食べ物をどうしているのか心配だ。人前に出られなくなっているんだよ。心の病なんだ」

　なるほど。妹さんが生きてることを願うしかない。

　上下を切断した鉄格子には小さな黒い革を挟み込んで固定しておく。一見したぐらいでは切断されているとはわからない。

「なぜ見ず知らずのあんたが助けてくれるのか。妹が何か頼んだのか」

　と男は何度も尋ねる。今は変装してるし、夜会の時は暗い中ですぐ気絶させてしまったから、男は私の正体には気づいていない。

「私のためにやっていることだから。気にしないで」

　とだけ答えた。男にはわけがわからないだろうけど、それでいい。

　少し早めに牢獄を出て、元どおりに鍵をかけた。牢番の詰め所に声をかける。

「ありがとうございました。明日も来ます」

「明日も身体検査はするぞ」

　牢番がそう言うと他の牢番たちが下品な感じに笑った。好きなだけ笑えばいいさ。




　お城を出た後、荷車を売っている店を尋ねた。

　荷車を買って馬をつないだ。貸し馬屋さんの馬はおとなしいだけでなく賢くて、ちゃんと私の言うことを聞いて荷車を引いてくれた。

　その馬を操って王都の南区の外門の近くにある農家を探して訪問した。

「すみません、こんにちは！」

　声を張り上げると恰かっ幅ぷくのいい奥さんが対応に出てくれた。

「手間賃をお支払いしますので数日間、荷車を預かってもらえませんか？　あとからこの馬も届けます。馬の世話代は別にこの金額でお願いできると助かります。前払いしますので」

「なんで荷馬車を預けるの？」

　農家の奥さんが訝いぶかしげに尋ねる。

「弟の結婚を父が許さなくて。弟は家に連れ戻されるのを恐れて王都を出るって言うんです。しかも父に見つからないように遠くまで二人で歩いていくって。それを聞いたら私、せめて荷馬車くらい結婚祝いに贈ってやりたくて」

　目を潤ませて話をしたら奥さんが納得してくれた。

「いいよ、わかった。預かるよ。馬の世話もちゃんとしておく。心配いらないよ」

「ありがとうございます！　あと何日かで弟たちが来るはずです。弟の婚約者が先に来るので納屋で待たせておいてください」

「わかったよ。あんたも頑固な父親を持って苦労するね」

「奥さん、ありがとうございます。一生恩に着ます！」

「なんだい、大げさだね」

　貸し馬屋さんに馬を返して大急ぎで家に向かった。




「ただいま！」

「ビッキーおかえり！」

「さあ、夕飯にしよう。ありあわせで作っちゃうね」

　昨日も今日もちゃんと帰ってきたのでノンナは安心したらしい。

　その日の夜中、ノンナが眠っているのを確認して家を出た。ここからは走った。

　男に教わった家を訪れてドアをノック。

　すると、怯おびえた若い女性の声がした。

「誰？　こんな時間に何の用？」

「静かに。あなたのお兄さんからの伝言よ」

　よかった、妹さんはちゃんと生きてた。

　ドアを開けてもらい、彼女の兄からの伝言と私からの用件を伝える。伝えたことを理解したか復唱してもらう。

「いい？　絶対に紙に書いたり人にしゃべったりしないで」

「もちろんです。あの、あなたのお名前は？」

「ケイト」

「ケイトさん、なんでこんなことをしてくれるんですか？　もしかして、マリアたちがあなたに頼んだんですか？」

「……それ、誰？」

「私の前に侯爵様に同じことをされた人たちです。マリア、ルナ、エリザの三人が同じ目に遭ったって、後から聞きました。あの人たちとは関係ないんですか？」

「関係ないわ」

　妹さんが怪け訝げんそうな顔になる。

「ここから先はあなたに体力がないと何もかも台無しになるの。人の目があろうがなかろうが、食べ物を手に入れてしっかり食べて。お金はある？」

「あります」

　妹さんの目が少し泳いだ。ないのか。

「これ、少しだけど遠慮しないで使い切るつもりで食べ物を買いなさい。食べて眠って体を動かす。わかった？　あなたが足を引っ張って捕まったりしないようにしてね」

　うなずく妹さんを後にしてまた走って家に戻った。さっさと二人の身分証を作らないと。




　三日目は案内の牢番がいなくなったらすぐに鍵を開けて中に入り、男に肩車をしてもらう。高窓の鉄格子を切ることに専念した。鉄格子は五本あるのだ。そんな日を数日続けた。

　鉄格子が残り二本になった日、再びヘクターのところへ。

「日時を指定したいんです。この日のこの時間で」

「今になって日時の指定かよ。少し割り増しだな」

「ええ？　どんどん料金を上乗せするじゃないの、もう。わかったわよ。アタシはもうこれしかお金がないのに！」

「ああ、まあ、それでいいや。三日後のその時間に迎えを送り込んで、行き先は南区の外門の手前までだな？」

「ええ。お願いしますね」

　私は今、最後の一ヶ所を切っている。

　連日の不自然な姿勢での作業で腕がプルプル震える。だけど腕の悲鳴は無視してひたすら鉄格子を切る。男が肩車をしながら話しかけてきた。

「ねえケイトさん、なんで俺を助けてくれるんですか？　妹は本当に無事なんですか？」

「妹さんは無事。あなたたちを助けるのは私のため。それ以上は言えない。よし、全部切れた。今日はこれで帰るわ。下ろして」

　鉄格子を切るのもだいぶ手早くなっていた。




　その日は逃げるだけだった。

　面会してすぐ、黒い革の小さな切れ端を挟んで固定してある鉄格子を取り外した。

　私が手を貸してまず男に高窓を抜け出させる。自分は窓に飛びついて抜け出した。窓は横長で縦に短い。男が痩せていて本当によかった。

　事前に植え込みの中に隠しておいた出入り業者の服に二人で着替えた。笑顔で会話しながら巡回の兵士の近くをのんびり歩いて馬車置き場で待っている制服業者の荷馬車に乗った。

　屋根付きの荷台には軍人の鍛錬服や侍女のお仕着せを入れてきた大きな空箱が置いてある。私たちはそれぞれ素早く箱の中に入った。

　御者はヘクターの指示に従っていて、ただの駆け落ちの手伝いだと思っている。そのせいか城門を出るときも門番に話しかけたりして実に堂々としたものだった。




　面会開始から一時間以上過ぎて脱獄が発覚したであろう時刻には、私たちを乗せた制服業者の荷馬車は、とっくに王都の南区にある外門の近くまで来ていた。

　外門の手前で荷馬車から降り、馬と荷車を預けておいた農家が見える場所まで男を案内した。

「あそこの農家に声をかけて。妹さんの婚約者のふりをするのを忘れないで。妹さんは納屋で待ってるはずだから」

「何から何まで本当にありがとうございました。ご恩は一生忘れません！」

「いい、忘れていい。これ、途中の宿代と新生活のためのお金。盗まれないよう小分けして持つのよ」

「ケイトさん……」

「泣いてないで早く行って。生きることを楽しんでね。それと、馬を可か愛わいがってあげて」

　男の背中を押して見送った。

　離れた場所から様子を見守っていると、農民の服に着替えた二人が荷馬車で外門を出ていった。

　十日間続いたノンナのお留守番は、この日で終わった。

「いい馬だったのであの馬を買うことにしました」

　そう言って貸し馬屋さんで馬の買い取り手続きをした。

　途中で買い物をして家路を急いだ。

「ただいま！」

「ビッキー！　おなか空すいたよ！」

「私もよ。帰りにいいお肉を買ってきたからバターで焼いちゃおうかなー」

「やったー！　お肉だー！」

　無事に終わってよかった。本当によかった。
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　私は今、バーナード様からお預かりしたハグル王国の古い本の内容をまとめている。

「ビッキー、お茶淹いれたよ」

「ありがとう。休憩にするね」

　あの兄妹は新しい名前の身分証を手に、陽のあるうちは荷馬車で進み、夜は宿に泊まりながら国の端まで移動してるはず。そこから先は私は関われないし関わる気もない。

　とても眠い。夜中は身分証を作るのに費やしていたから毎日一時間か二時間くらいしか寝ていなかった。

　隣で私に何かを話しかけているノンナの声を聞きながら、私は長椅子で睡魔に引きずり込まれた。しばらくして目が覚めたら毛布がかけられていた。




　一方、王城の牢番たちはいまだに狐きつねにつままれたような気持ちだ。

　赤毛で細身の女は毎日夕方に面会に通ってきた。面会のたびに「二人きりにしてほしい」と牢番に頼み、毎回一時間ほどすると涙を拭きながら帰っていった。

　男はもうすぐ処刑される予定だったし牢の鍵はかけられていたから、牢番たちは最初だけ立ち会った後は牢番の待機所にいた。牢獄へ続く通路は行き止まりで、待機所の前を通らなければ外に出られないのだから逃げられる心配はない。兵士もいる。牢獄の外には巡回の兵士もいる。

　なのに昨日、いつもの女性が面会に行ったきり一時間を過ぎても戻らなかったので見に行くと、二人は消えていた。牢の鍵はかけられたままだったが窓の鉄格子が全部切られていた。

　大騒ぎになって城門は閉じられ、総出で城の敷地内を探したが二人は見つからなかった。その後は第二騎士団や警備隊員で王都全域まで範囲を広げて大規模な捜索がなされたが、いまだに脱獄犯も赤毛の女も見つかっていない。




　男の脱獄から二週間後の夜。

　団長さんが「人気店の菓子を買ってきた」と言って我が家を訪問した。

　お茶を淹れて三人で甘いケーキを食べた。クリームの上にシロップ漬けの栗くりがたっぷり並べられている。贅ぜい沢たくで美味しいケーキに思わず私の顔が緩む。ノンナがお皿についたクリームを舐なめようとしたので「だめよ」と注意した。ハッとするノンナ。

「そういうことはね、お皿を台所に下げてからね」

　と真面目な顔で言うと、ノンナと団長さんが同時に吹き出した。

「うーん、美味しい！　団長さん、お疲れのご様子ですね」

「うん、旨うまいな。疲れては……いるかな。実は夜会のあの男が脱走したんだ。手引きする者がいたらしいよ」

「え……」

「王城は大変な騒ぎだったよ。王城の牢獄から罪人がいなくなったんだからね。由々しき事態だよ。俺たちも二週間ずっと王都内を探して回ってたんだ」

　団長さんの顔には疲労が滲にじんでいる。

「本当にお疲れさまでした。それで脱走した男は？」

「上手うまくどこかに潜り込んだようだ。兄妹の家も見てみたが、妹は『誰も知り合いがいない場所の修道院に入って天に召される兄のために祈る』という書き置きを残して家を出ていた」

「そうだったんですか」

　私はカップの中を見つめながら言葉を返す。

　ノンナは私たちの話に興味がないらしくケーキを食べ終えて皿を下げ、部屋の隅のソファーで本を読みだした。流しに置く前にお皿のクリームをペロリと舐めることを忘れなかった。

　私は団長さんに新しく熱いお茶を淹れた。

「脱走犯はいずれ捕まるだろうというのが大方の予想だ。脱走の情報は早馬で王都の全ての外門に送られるからね。脱獄してから急いで王都の外門に向かっても、まず間に合わないんだ」

「そうなんですか」

　私は熱いお茶でケーキの最後のひと口を飲み込んだ。

「王都で隠れるなら貧民地区に潜り込むのが常だけど、男は素人だから懸賞金目当ての密告でいずれ捕まるだろう。妹さんのことを思うと俺も気の毒とは思うが……仕方ない」

「そうですね」

　しんみりした空気のまま団長さんが帰ることになった。あまりに申し訳なくて、私は思わずその腕にそっと手をかけて話しかけた。

「団長さん。何年先でもいいんですが、いつかお休みが取れたら三人でカディスに行きませんか。カディスでは夏至の日の夜、ロウソクをのせた小さな木の舟を海に流すそうですね」

　団長さんの顔が少し和らぐ。

「ああ。よく知ってるね。ロウソクが燃えている間だけ亡くなった人の魂がこの世に戻ってくると言われているんだよ」

「少しだけこの世に遊びに来てくれるんですね。私、家族の魂に遊びに来てほしいです。伝えたいことがたくさんあるんです」

　団長さんが私の頭をそっと胸に抱え込んだ。

「必ず行こう。夏至の夜に小舟を浮かべよう。約束だ。何があってもそのくらいの休みはもぎ取るよ」

　団長さんは少し元気になって帰っていった。

　私はノンナが本を読んでいるのを確認してから、小さな布袋に詰めた赤毛のカツラを更にクッションの綿わたの中に詰め直して丁寧に糸で縫い閉じた。

（ごめんなさい）

　心の中で、団長さんを含め必死に捜索していたであろう真っ当な人たちに頭を下げた。許してくれとは言わない。私はいつかこの身にバチが当たると思っている。
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　アシュベリー王国の南端の村に二十代の兄妹がやって来た。

　二人は仲良く働いて慎つつましく暮らしている。二人は『親が死んで住むところを失い、遠い東の村から流れてきた』という。村長が空き家を手配して住まわせた。

　兄妹は放棄されていた耕地を借りてよく働き、村人たちにも愛あい想そう良く接している。

　ある夜、台所のランプの下で妹が兄に話しかけた。

「こんな生活を送れるなんて夢みたい。お兄ちゃんが私のせいで死刑になるなら私も同じ時刻に死のうと思っていたのに」

「お前には心配をかけたな。悪かったよ」

「ううん。あの人が言ったように、私たちは復ふく讐しゅうする努力より幸せになる努力をするべきだったのよ」




　妹が引き出しから身分証を取り出してテーブルに置いた。それを二人でしみじみ眺める。

　どこからどう見ても正式な身分証だった。紙の手触りも、精密な地紋様も、印刷された文字も。

「これ、どう見ても本物だよな」

「あの人、もしかしたら身分証を作るお役人なのかしら」

「さあ、俺にはさっぱりわからない」

「なんのお礼もしないままなのが心苦しいわね」

「連絡を取られるのは迷惑だってはっきり断られたから仕方ないが、いつかお礼ができたらいいのにな」

「私には『これは自分のためにやってるんだから気にするな』って言ってたけど、どういう意味なのかしらね。『あなたたちが幸せに暮らすことがお礼だ』とも言ってたわ」

　二人は派手な赤毛の女性がなぜ自分たちを助けてくれたのか全くわからないままだ。「途中の宿代と新生活に使いなさい」と渡されたお金はまだ三分の一も残っていた。

　妹は兄が処刑されなかったことと殺人者にならなかったことを感謝した。




　ノンナが眠った後、私は靴を丁寧に磨いている。

　その靴の左右のヒールの中には糸鋸を丸めて収納してある。歯はすっかりなまくらになっている。歯の目立てをするべきだろうか。もう鉄格子を切ることはないと思うが。

　靴を磨き終えてきちんと揃そろえ、玄関脇の靴入れに収納した。あの時は靴底の中にも鍵開けの小さな金具を仕込んであった。今、靴底は膠にかわで閉じてある。鍵開け用の道具は別の場所に隠した。

　今回のことを人に知られたら偽善者と言われるだろう。なんと詰なじられてもいい。甘んじて詰られる。
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　王城近くの広場で月に一度『自由市いち』が開かれている。自由市は商業組合に登録していない一般市民が小さな区画を使って好きなものを売ることができる市だ。安い参加料さえ払えば誰でも一日店長になれる。

　自由市は王都だけでなくある程度の大きさの地方都市でも開かれている。国も国民の参加を推奨している。さすがは商業王国。

　美味おいしそうな焼き菓子を三つ買い、クラーク様とノンナに手渡してみんなで歩きながら食べる。何歩か歩いてからハッとしてクラーク様を見ると、クラーク様は緊張したお顔で食べ歩きをなさっている。

　（食べ歩きなんて品のないことをするのは初めてでしたか。いやはや申し訳ない。でも人生は何事も経験ですよ）と思いながら歩く。

　店は七、八十軒くらいあるだろうか。もっとあるかもしれない。呼び込みの声が飛び交っていてとても活気がある。

　私たち三人はパンと菓子の店、野菜の店、古本、古着、手作りおもちゃ、各種人形、生花、アクセサリーなどの店を順番に見て回っていた。

「ビッキー、あれ見て！」

　ノンナが指さす店はくるみボタンの店だった。大小様々なボタンを布で包くるんだくるみボタンが黒い布の上にズラリと並べられている。小さな花畑みたいに愛らしい店だった。

　売っている人は私と同年代の女性だ。その女性は簡素なストンとした灰色のワンピースを着ている。ワンピースの前に一列に縫い留められたくすんだピンクのボタンは全部小さなくるみボタンだ。おしゃれ。




「素敵ですね」

「でしょう？　ゆっくり見ていってください」

　ノンナも私もワクワクしてしゃがみ込んで眺めた。

「このボタンは髪飾りにしても可か愛わいいですよ。お嬢さんにはほら、これなんか似合いますよ」

　紺色の絹で包まれ中に綿わたが入ってぷっくり膨らんでいる大きなくるみボタンをノンナの頭の横に当てて「ね？」と私を見る。

「ビッキー、買ってもいい？」

「いいわよ。どれがいいの？」

　ノンナが冬の晴れた日の空のような明るい水色のくるみボタンを指さした。なるほど。このボタンを白いワンピースに縫い付けたら可愛いかも。

「このボタンを五つください。それとこの深緑のも五つ」

「はい、ありがとうございます」

　ボタンを買ってもらって、ノンナの歩き方が踊るような足取りになる。よほど嬉うれしかったらしい。

　クラーク様は古本の店を覗のぞき、二冊買っている。私も何か買いたいな、とあちこちを見て回る。

　そして見つけた。こんな奇跡があるか、というぐらい欲しい物を。それは髪の毛。美しく長い黒髪が細い革かわ紐ひもでくくられて売られていた。

　艶つやのあるまっすぐな美しい黒髪はなかなか手に入らない。即、買った。子供たちは「うわぁ」「不気味です」と引いていたが、これで黒髪のカツラが作れる。

　私はホクホクして帰った。しばらく夜なべ仕事に不自由しない。自由市、最高だ。




　その日の夜中、ノンナに揺すられて目が覚めた。

「ビッキー！　ビッキー！」

「はい、はいはい」

　慌てて飛び起きる。寝坊した？　でも部屋が真っ暗。え？

「大丈夫？」

「なんで？　今、夜中よね？」

「ビッキー、叫んでたよ」

「……なんて叫んでた？」

「やめてー！　って」

　ああ、またか。

「ごめんね。怖い夢を見たのよ。大きな声を出して驚かしたわね」

「いいよ。ビッキーと一緒に寝てあげようか？」

「そうしてくれる？」

　ノンナがするりと寝具に潜り込んでくる。二人で布団をかぶるが、目は覚めてしまった。ノンナが寝息を立てているのを確認してベッドから抜け出した。

　台所に行き、ランプに火をつけてコップに水を汲くみ、飲んだ。

　嫌な感じに冷や汗をかいていて、夜着がじっとり肌に張り付いて気持ち悪い。

　精神科の医師に『クロエはなかなか見ないほどの図太い精神の持ち主』と褒められた私だけど、そんな私でも仕事で負った心の傷はある。『やめて』と叫んだのなら、おそらくあの件だ。




　私が二十二歳、同僚のメアリーが二十一歳の時のこと。当時十五歳のハンスと三人でとある貴族の屋敷に隠されている『重鎮による不正の記録書類』を盗み出す仕事だった。

　室長のランコムがメアリーに話しかけた。

「今回はメアリーがリーダーだ。初めてのリーダーだから慎重にいきなさい」

「はい、室長」

　そして問題の夜。実行直前にメアリーが配置を替えた。

「クロエ、私とハンスが侵入するからあなたは見張り役を頼むわ。ハンス、あなたは私の後から来なさい」

「はい」

「待って。話が違うわ。ハンスが見張りのはずよ」

　私がそう言うとメアリーが露骨に嫌な顔をした。

「私がリーダーよ。従って」

「でもハンスは初仕事だわ。見張り役をさせるべきよ」

「だめ」

　私とメアリーの険悪な空気に配慮してハンスが

「俺、行きます。クロエさん、俺、大丈夫ですから」

　と言った。メアリーと普段からギクシャクしていた私は面倒になって変更を了承した。

　二人がその家に侵入してしばらくしてから屋敷の中で激しい物音や怒鳴り声がした。そしてメアリーが窓から飛び出してきた。少ししてハンスも。

　追いかけてきた大柄な男は追いつけないと判断したらしく、重そうな剣を投げた。剣は吸い込まれるようにハンスの胸を貫いた。ハンスは胸の前から剣先を出したまま前のめりに倒れ、動かなくなった。

　屋敷の中で何があったのかはわからない。だけどメアリーが初仕事のハンスを置いて自分が先に逃げてきたのは事実だ。




　私とメアリーはひたすら走り、用意していた馬に飛び乗って逃げ帰った。中央管理室に戻ると、報告もしないうちにいきなりメアリーが絡んできた。

「クロエ、言いたいことがあるなら言えば？」

「私に絡むのはやめて」

「いっつもいっつも優等生ぶってさ。ほんとイライラする。ランコムに贔ひい屓きされて大きい仕事ばっかりもらって！　贔屓で一番になってるくせに偉そうに！　鬱うっ陶とうしいのよっ！」

　いつもはその手の嫌いや味みは無視する私が立ち上がると、室内の他の隊員たちの間に緊張が走った。

「ランコムの采配に不満があるならランコムに言うべきじゃない？　私に言うのはお門違いよ。ランコムには何も言わずに私にぶつけるなんて、ランコムに媚こびてるのは私じゃなくてあなたでしょ？　恥を知りなさいよ」

　いきなりメアリーが殴りかかってきた。

（馬鹿め。先に手を出した者が懲罰の対象なのに）

　私はメアリーの拳を避よけて彼女の顔面を肘打ちした。明日、彼女の顔が青あざで酷ひどいことになるだろうけど、知るか。ハンスは胸を貫かれて死んだ。遺体の回収もできなかった。私とメアリーのせいだ。

　顔を押さえて呻うめいてるメアリーの耳元で囁ささやいた。

「最低のリーダーとはね、リーダー風は吹かせるけど何かあれば真っ先に逃げて後輩を死なせる、あんたみたいな人のことよ」

　唸うなり声をあげて飛びかかろうとするメアリーを男たちが羽交い締めにした。

「あんたは興奮しやすい。だからいつまでたっても大きな仕事が回ってこないの。私が上司でも感情の制御ができない人に大きな仕事なんて恐ろしくて回せないわよ。なんで急に配置を替えた？　なんでハンスを置いて逃げた？　失敗したイライラを私にぶつける前にハンスに両手をついて額を地面に擦こすりつけて謝りなさいよ。どれだけ謝ってもハンスは生き返らないけどね！」

　メアリーが配置を替えず、私がメアリーに従わなければ、ハンスは見張り役のままだった。死なずに済んだ。死んだら終わりだ。どんなに後悔しても謝っても、死んだ人間は帰ってこない。ハンスは私とメアリーのせいでこの先の全ての可能性を閉ざされたのだ。




　もう今夜は眠れそうにないから夜なべ仕事を始めた。自由市で買った長い黒髪でカツラを作ろう。隊では買って済ませる人もいたが、私は自分のカツラは自分で作る。

　束ねたまま洗って乾かした髪の毛を数本ずつ取り出して極細のかぎ針でネットを編む。自分の頭にピッタリ合うネットを編み、そこにまた数本ずつ髪の毛を通して結び留めていく。気の遠くなるような手間のかかる作業だけど、私はこの作業が嫌いではない。

　指先に神経を集中させて作業をしていると、次第に心が落ち着いてくる。そして普段は思い出さない記憶が浮かんでくる。

　今夜はハンスのことを思い出している。

　笑ってるハンス。

　美味しそうに肉を食べているハンス。

　同期の少女を好きだったハンス。

　妹が美人なんですと自慢していたハンス。

　「俺、出世したいっす」と言ってたハンス。

　私がハンスを忘れないでいることが十五歳で人生を終えた彼への謝罪であり、自分への戒めだ。

　私は非合法な仕事をするために国に育てられ、報酬をもらって生きてきた。そんな私にも守りたいものはある。防げる死は防ぎたいのだ。『死んだら終わり』を普通の人よりたくさん見てきた。

「終わった仕事は全て忘れろ。後悔は毒にしかならない」

　そう言ってくれたのはランコムだった。あの時はその言葉がありがたかった。

　でも今は違う。ハンスの死を忘れたら、人として大切な何かをゴッソリ失う気がするのだ。
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　ノンナは今夜、母屋の侍女スーザンさんの部屋にお泊まりだ。今日はゆっくり飲める。

「やあ、いらっしゃい」

「いつもの蒸留酒を」

「はいよ」

　琥こ珀はく色いろの強い酒を運んできたザハーロさんが私の前に座る。

「客席に座るなんて珍しいですね」

「心配なんだよ。ヘクターの居場所を聞かれたときからずっと」

「私の身元はヘクターには知られてないから安心して」

「あんまり無茶はしないでくれよ。あんたが来なくなったら寂しいからな」

　黒い目が本気で心配してくれているのを見て頭を下げた。

「ありがとうザハーロさん」

　今夜はザハーロさんの店で初めての長居だ。

　たまたま今日は客が少ないからカウンターに移動して二人で当たり障りのない話をしながら飲んでいる。

　カウンターの中に立っているザハーロさんが自分のグラスを眺めたまま小声で話しかけてきた。

「ヘクターが赤毛の女を探してる。赤毛、茶色の目、口元にホクロ、細身の女」

「へえ」

「気をつけろ」

「なんのことかしら」

　ザハーロさんは笑って自分のグラスに酒を注つぎ足した。

　今夜は初めて食べ物を頼んでみた。

「なにか食べるもの、ありますか」

「ゆで豚とキュウリのサンドイッチとチーズを入れた野菜のスープができるけど、どうする？」

「うわ、悩んじゃう。うーん、じゃあ両方で」

「はいよ」

　手早く作って出してくれた軽食はどちらも美味しかった。

「料理も得意なんてすごいですね」

「母親がいない家で育ったからな。簡単なものならなんでも作ってた。買うより安いだろ」

「そういうことでしたか」

　私がそれだけ言ってグラスを傾けたら、納得いかないような顔をされた。

「普通はここであんたが自分の生い立ちを語る番だろう」

「子供の頃から親元を離れて働いてきたから、家のことはあんまり話すことがないの」

「……そうか」

　私が食べ始めたら他に四人いた客たちが皆同じものを注文した。お酒を飲んでいると小腹が空すく。人のを見るとつい食べたくなるのは皆同じらしい。

　やがて他の客たちは帰り、客は私だけになった。

「今度ヘクターに頼み事があったら俺を介したほうがいい。ヘクターが『あんなことができる女だと知っていたら絶対に仲間に引き入れたのに』って探してるそうだ」

「へえ。そうなんですか」

　私がヘクターの居場所を聞いてから脱獄が起きたのだから、ザハーロさんは死刑囚を脱獄させたのが私だと確信しているはずだ。

「私のことを売らないの？」

「俺が売らないと思ってるからまた来てくれたんだろ？」

「そうね」

　本当は少し疑ってた。男の友情は侮れないから。

　さっきいた客たちはその手の人間じゃなかったから今は信用している。今夜の長居はザハーロさんが信用できる人間か、ヘクターに私を売ってないかを確認する意味もあった。

　日付が変わってだいぶ過ぎた時間まで飲んで、帰ろうとしたらザハーロさんが家まで送ると言い出した。

「もう客もいないし、あんた、今夜は結構飲んでるだろう」

「家を知られたくないの」

「なんだよ、まだ信用してくれないのか」

　答えるべきかどうか迷って少し歩いてから返事をした。

「ザハーロさんのこと、結構信じてるわ。でも他人を信じ切るとろくなことにならないもの」

「なるほどね。じゃあ、近くまで」

　そう言って付かず離れずの距離でザハーロさんが付いてくる。まあいいか、東区にだって家は数え切れないほどある。会話するでもなく一緒に歩いた。南区と東区の区境くざかいでザハーロさんを振り返る。

「ここまででいいわ」

「ここまでって、東区じゃないか。あんたまさかお貴族様なのか？」

「まさか。じゃ、おやすみなさい」

「ああ、気をつけて帰れ」

　塀を乗り越えて無事帰宅し、ロウソクに火をつけた。

　床にロウソクと顔を近づけて足跡を確認する。ベビーパウダーは踏まれていない。異常なし。もはやこれは安心して眠るための儀式みたいなものだ。

　私はドアに鍵をかけて夜着に着替え、顔を洗ってベッドに入った。

　あの兄妹は元気にやってるだろうか。

　もうここから先は私は関われないし関わらない。
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　国王の自室に宰相が訪れている。

「陛下、夜遅くに失礼いたします。ランダル王国の者から先ほど報告が届きました」

「どうだった？」

「ビクトリア・セラーズは実在の人物で、年齢も外見の特徴もほぼ一致しました」

「ほぼ？」

　報告に来た宰相が資料に目を落とす。

「ごく普通の平民の女です。父親は大工、母親は市場の売り子。十七歳で行方不明になり、十年間は行方不明でした。その間に身長が少し伸びたようです。両親は娘の失踪後に離婚。両親は現在、所在不明です。本人は記録どおりにランダル王国から我が国に入国しています」

「そうか。ご苦労だった」

　宰相が退室し、国王がチリンとベルを鳴らすと侍女が入ってきた。

「酒を」

　侍女は声を出さずに頭を下げると手早くワインを注いで運び、瓶をグラスの隣に置くとまた隣室に消えた。

「そうか。実在していたか。十年間何をしていたのかは気になるところだが」

　自分が知っている限り、工作員や暗殺者に仕立てるには十七歳まで一般市民として育ってしまってからでは遅い。

　身体が成長しきる前に訓練しておかなければ厳しいらしい。特に女性は手遅れだろう。精神面に関しても、男女ともに小さい頃から組織と国家に忠誠を誓って命をかけることも躊躇ためらわないように育てないと、仕事を重ねるうちに精神を病んで使い物にならなくなる者が多いと聞く。

「ということはジェフリーの惚ほれた女は白か。まずはよかった」




　翌朝、国王はセドリック第二王子を呼び出した。

「怪け我がの具合はどうだ？」

「もうほとんど痛みもありません。ご心配をおかけしました」

「クラウディアが心配していた。あまり母親あれに心配をかけるな」

「はい、父上。そういえばジェフリーが夜会に連れてきた女性の身元はもう調べたのですか？」

　国王がまじまじとセドリックを見た。どこから情報が漏れたのだろうかと疑う。

「なぜそんなことを聞く？」

「女嫌いのジェフリーが惚れた女性ですから。どんな人なのかなと気になっただけです」

「調べさせたが問題ない。ごく普通のランダル王国民だ」

「そうですか。わかりました。失礼いたします」

「セドリック」

「はい」

「ジェフリーのことはコンラッドが気にかけている。お前は余計なことはするな」

「はい、父上」




　セドリックは静かに父の私室を出た。そしてつぶやいた。

「ごく普通？　あれがごく普通とは父上の調査員は当てにならないんだな」

　考え事をしたいときの常でセドリックは庭の目立たない場所にあるベンチに腰掛けた。

　セドリックは運動が得意で小さい頃から剣の腕も馬の扱いも体術も褒められ続けて育った。自分が王子であることを割り引いても、指導者が全くの嘘うそでお世辞を言っていたとは思えなかった。

　相手が王子でも容赦しない厳しい指導者もいた。ジェフリーがいい例だ。そして彼にも褒められていた。

　だから自分はそこそこ強いと思っていた。それがあろうことか二十代後半の華きゃ奢しゃな女性に手も足も出なかった。あの日は人生で初めてというくらいに大きな衝撃を受けた。

　一度きちんと謝罪をしてから彼女に体術の指導を頼みたいと思う。思うのだが。

（ジェフリーがうんと言わないか……。兄上が彼女に尾行を付けたときもジェフリーは相当腹を立てていたからな。彼があそこまで強硬な物言いをすることに兄上も驚いていた。やはりここはきちんと……）

「うん。謝罪はすべきだろう。あれは確かに僕が悪かった。女だからと興味本位で甘く考えてしまった。まずはジェフリーに彼女に謝罪するつもりだと伝えよう」

　しかしセドリックはこの後、ジェフリー・アッシャーに氷のような眼差しで見下ろされ、

「殿下がなさったことは存じておりますよ。殿下、私の大切な人に関わるのはいい加減やめていただけませんか。殿下の謝罪は私から伝えておきます。ああ、そうだ。今日は私が本腰を入れて剣の指導をいたしましょう。さあ、遠慮はいりません。今からとことんお相手をさせていただきます」

　と言われる羽目になった。

　セドリックはその日、何度倒れ込んでもジェフリーから「まだまだ！」「もう一丁！」「そんなものですか！」と言われ続け、もう立ち上がれなくなるまで剣の指導を受けた。

　最後は模擬剣を合わせた状態で後ろに押し飛ばされ、鍛錬場の地面に突っ伏した。

　口に入った砂をペッと吐き出したセドリックは

「やっぱりジェフに言うんじゃなかった」

　とつぶやいてゴロリと仰あお向むけになり、目を閉じた。
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　エバ様のお屋敷の外からガラガラと何台もの馬車の音がした。

　「お客様かな？」と窓の外を見たら黒塗りの車体に金のグリフォンの紋章。あれはアシュベリー王家の紋章ではなかったか。

「クラーク様、偉い方のご訪問ですからお出迎えをしたほうがよさそうですよ」

　と声をかけて三人でアンダーソン家の玄関ホールへ向かった。

　開かれた玄関の先で馬車から降り立ったのは細身で金髪の若者だった。

（あの時の人だわ）

　髪の色は違うが歩き方の癖で気がついた。つまり第二王子だ。王子殿下はスタスタ歩いて私に近寄ってきた。

「やあ、セラーズ嬢、久しいな」
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　『久しいな』ってあなた、と苦笑してしまう。

　私にアバラ骨を折られたことなどなかったかのように明るく声をかけてくるセドリック殿下。「はじめまして」と言うのも「あの時はどうも」と言うのもおかしな話なので私は黙ってお辞儀をした。

「ヘインズ前伯爵夫人から君がこちらだと聞いてね。ちょっといいか？」

「はい、殿下」

「ああ、アンダーソン夫人、僕はほんの少しだけ話をしに来ただけだ。すぐ帰るからお茶はいらないよ。ビクトリア嬢、ちょっと二人になってもいいかな」

「はい。殿下」

　エバ様に案内された応接室に一度入り、中を確認してから騎士様たちはスッと出ていった。クラーク様がドアのところで中を覗いていたノンナの手を引いて連れていこうとしてくれた。なのに途中でノンナが止まって振り返り、セドリック殿下を睨にらんでいたが、クラーク様に引きずられて去っていった。

　なぜ睨むかね。

「実は今日は君に謝罪に来たんだ。女性にあんなふうに近寄ったらどう思われても何をされても仕方がなかった」

　どういうつもりなのかわからず黙って話の続きを待った。

「僕は例の夜会で君らしい女性が男を倒したと聞いて君に興味を持ったんだ」

「残念ながらそれは私ではございません」

「ふふふ。そうか。でも、僕が対たい峙じしたときの君は間違いなく強かったよ」

「殿下は転んで怪我をされたと第二騎士団長様から聞いておりますが」

　セドリック殿下が苦笑した。

「そんな意地悪を言わないでくれ。今日は真しん摯しな気持ちで謝罪に来た。すまなかった。このとおりだ」

　殿下が立ち上がり深く頭を下げられた。

「殿下、おやめください。私は他国のしがない平民です。とにかく頭をお上げください」

「許してくれるかい？」

「はい。もちろんです」

「よかった！　ジェフリーは僕が君に近寄ることさえ許してくれなくてね。ここに僕が来たのは彼には内緒だよ？　でも、僕はどうしても顔を合わせて謝罪をすべきだと思ったんだ」

　団長さんが言うとおり、悪い人ではないのか。両手両足の骨を折らなくてよかった。いや、本当は再び何かされない限りはそこまでやる気はなかったが。

「それで、君にお願いがある。僕に体術の指導をしてくれないかな。もちろんちゃんと謝礼はする」

「お断りします」

「……断るのが早すぎるだろう。どうしてだい？　許してくれたんだろう？」

　ここは正直になるべきだろう。

「私が殿下に体術の稽古をつけていると知られたら他の人に興味を持たれます。指導しているのが二十代の女と知られれば『どの程度の腕前か俺にも腕試しをさせろ』という人がたくさん出てくるでしょう。私は今、仕事を掛け持ちしながら子供を育てているのです。そんな余裕はありません」

「それなら人に気づかれないように配慮するから。週に一度、一時間だけでもいい。頼むよ」

　本当に鍛えるのがお好きなのね。

「殿下のお立場なら、腕を磨くより腕の立つ者を近くに置けばよろしいのではありませんか？」

「じゃあ君がそばにいてくれるかい？」

「絶対に嫌でございます。お断りします」

「だろう？」

　思わず声を出して笑ってしまった。「だろう？」じゃないから。

　断り続けたのに「わかった。気が変わりそうな頃にまた来る！」と爽やかな笑顔で帰っていかれた。めげないなあ、あの人。よほど鍛錬がお好きなようだわ。

　エバ様にいろいろ聞かれたが「団長さんのことなどを……」と濁して帰宅した。嘘はついてない。ヨラナ夫人にも同じ言葉を繰り返した。恐ろしくて本当のことは言えない。




　夕食後、ドアがノックされた。誰かと思ったら団長さんの声がした。

「俺だ、ジェフリーだ」

「ビッキー！　ジェフだよ！」

　ノンナがとても嬉しそうだ。ノンナが駆け寄ってドアを開けると制服姿の団長さんが立っていた。いつも思うが、制服姿は六割増しに格好がいい。

「こんばんは団長さん」

「ビクトリア、王城で近衛騎士から聞いたんだがセドリック殿下が君に会いに行かれたって？」

　（すでに団長さんに知られてますよ、殿下）と笑いそうになった。

「ええ。体術を指導してほしいと頼まれました」

「君は何と返事を？」

「お断りしました」

「あれだけ言ったのに。明日、俺がダメ押ししてくるよ。俺はあの殿下が三歳の時から存じ上げているが、昔からめげない方なんだよ。もう二十歳なのに困った方だ。ご興味があるのが武芸方面ばかりだから周りに許されてきたのもあるんだろうが」

　私は黙ったままお茶を淹いれて、木箱に入れておいたクルミ入りのバターケーキを切り分けてテーブルに出した。おととい焼いたもので、今日あたりからがしっとりしていて食べ頃なのだ。

「ビクトリア？」

「団長さんは王国の騎士ですもの。私のことでそんな用事は頼めませんよ」

「それでもだよ」

　そんなことを頼んでいたら、いつかこの人とこの人の家族を私のことで酷く困らせるかもしれない。迷惑はかけたくない。それに迷惑をかけてしまってから距離を置かれたら？　想像しただけで胸が痛い。

「団長さんにお願いすることには限界があります。頼って甘えて、いつか見放されたら悲しすぎます。自分でお断りしますから大丈夫ですよ」

　団長さんが立ち上がった。立ったままの私に近寄り、心配そうに私の顔を覗き込んだ。

「俺は君を見放さないが」

「私、自分のことは自分で対処します。今まで団長さんにいろいろ助けてもらいましたが、一人でどうにかやってみます。だから殿下のことも心配いりません」

「ビッキー、何か怒ってるの？」

「誰のことも怒ってないわ。大丈夫よノンナ」

　静かにしゃべったつもりだけれど、私の声に潜む何かが怖かったらしい。ノンナが涙目だ。

　ノンナの頭を笑顔で撫なでていたら団長さんがノンナを左腕で抱き上げ、右腕で私を抱き寄せた。

「わかったから。だからそんな悲しい顔で笑うな。君が何を恐れているのか、俺に話してくれないか？」

　それには答えず、涙目になってしまったノンナを慰めながら寝室へ連れていき、ベッドで寝かしつけた。団長さんは私が戻るまで待っていてくれた。

「団長さん。私が何を恐れているかは言えません。ごめんなさい」

「そうか……。君には君の事情があるな。俺の気持ちを押し付けてすまなかった」

「いえ、私こそ申し訳ありません。あの、ワインを飲みませんか？」

「ああ、ぜひ」

　赤ワインとクルミのバターケーキは相性がいい。

　二人でクルミ入りのケーキを食べて静かに飲む。カリカリになるまで空から炒いりしたクルミを噛かむと、母が焼いてくれたクルミ入りケーキを思い出す。たった八年間しか一緒に暮らせなかった母の顔や声の記憶はもうかなりぼやけているのに、母の焼くケーキの味はいまだにちゃんと覚えている。




「俺は昔、婚約者に肝心なときに頼ってもらえなくてね。大切な人を守りたいという気持ちが強すぎるのかもしれない」

「婚約者……いらっしゃったんですか。いいんですか？　ここに来て」

「彼女はもうこの世にいないんだ。十年前に自ら命を絶った。俺は助けられなかった」

「それは……そうでしたか。そんなことが」

　こんな責任感と保護欲の塊みたいな人にとって、それはさぞかしつらかっただろう。夜会で聞いた『十年ぶりに女性を連れて夜会に参加』とはそういうことだったのか。

「つらいことを言わせてしまってごめんなさい」

「過ぎたことだ。君が気にする必要はないよ」

　話題を変えたい。変えなければ。

「そういえば私、普通の会話のやり取りがわかってないぞ、みたいなことを最近言われました。私は知らないことがいろいろあるから」

「それ、誰に言われたんだい？」

「団長さんの知らない人です。行きつけの酒場の店主です」

　団長さんが驚いた顔になる。

「君はそんなところに行くのか」

「ええ。ノンナが母屋にお泊まりするときだけ。おかしな話ですが、他人がいる場所で一人になりたくて行くんです」

　会話が途切れるのが不安でやたらしゃべり続けている私。

「今度、俺もその店に一緒に行ってもいいか？」

「そこは一人で二、三杯飲んですぐ帰る場所ですから二人で行くなら別の店にしましょう」

　いろいろ知っているザハーロさんと団長さんの二人を会わせるわけにいかない、と思う。

「君がもし体術の鍛錬をしたいなら俺が相手をするよ？　俺は殿下より強いんだし」

「そんな、嫌ですよ」

「なんで？」

「髪を振り乱して汗だくになって、おそらく目も吊つり上げて鍛錬するんですよ？　そんな姿を見せるのは嫌です」

「それは、少しは俺のことを男として意識してくれてると思っていいのか？」

「……」

　そこは聞かずに察してほしいです、団長さん。
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　ランダル語で演じられるお芝居の『白き姫と青いトカゲ』は台詞せりふと演技も上々の仕上がりとなり、私は（お芝居形式の授業はこれで終わり）と思っていた。

　ところがエバ夫人が「ぜひ夫に観せたい。私たちも観たい」とおっしゃる。

　それもそうかな、と思って了承した。すると侍女さんたちが思いがけないことを言う。

「旦那様に観ていただくなら衣装も必要ですね！」

「語学の授業としてのお芝居ですからそこまでは……」

「いいえ！　お任せください。衣装担当の者も張り切ってるんですよ。以前使用人たちでおしゃべりしたときに、三人の衣装のデザインはもう考えてあると言ってましたから」

　アンダーソン家には普段着を縫う専門職がいる。

　（裕福な貴族なら子供のために衣装を作るくらいなんてことはないのかな）と納得した。




　しばらくして、クラーク様には青を基本としたトカゲの衣装と、美しい貴公子のための華やかな衣装の二着が縫い上げられ、ノンナには魔女の黒いドレスと三角帽子、可か愛わいい杖つえが用意された。

「ノンナ！　私の小さな魔女さん！　なんて可愛らしい魔女なのかしら。黒い衣装に金髪がすごく映えるわ」

「ビッキー、これ、もらえないよね？」

「魔女のドレスが気に入ったの？　エバ様にお願いして買い取らせてもらうわよ。任せなさい」

「やった！　ありがとう！」

　ここまではよかったのだ。

　お姫様役の私は、

「私の分は手持ちのドレスで！」

　と訴えたが聞き入れられず、ふわふわしたピンクの生地でお姫様用のドレスを作るという。

「エバ様、私は家庭教師なのに三人の中で一番手間も材料費もかかるドレスを作ってもらうなんて。あまりに申し訳ないので本当にドレスは自分の……」

「娯楽が少ない我が家にこんな楽しみを運んでくれたのだから、問題ないわ。我が家はあなたにドレスを作るくらいなんてことないの。気にしないで。じゃ、私は慈善活動に行くわね」

　エバ様はそう言って笑顔で立ち去ってしまう。

「そんな……」

　右腕をエバ様の後ろ姿に伸ばしたまま私はガクリと項うな垂だれてしまった。

　それから一週間くらい後のこと。

「ビクトリアさん、お姫様のドレスが出来上がりましたよ！」

　そう言って侍女さんが掲げるベビーピンクのドレスが愛らしすぎて顔が引きつる。

（これってどう見ても十代前半の少女が着るようなドレス……。確かに姫は十代の少女だけど！）

　侍女さんたちが得意満面で手渡してくれたドレスを手にして言葉に詰まる。

「すぐに試着してみんなに披露してくれる？　楽しみだわ」

　とエバ様に迫られ、ノンナとクラーク様の期待に満ちた視線から向けられ、断ることもできない。

（気絶できるものなら気絶したい……）

　ノロノロと隣室で着替えながらそう願ってしまう。試着を終えて奥歯を噛かみ締めながら皆の前に出た。

「ビッキーきれい！」

「先生、素敵です」

　と子供たちから賛辞が贈られる。エバ様も侍女さんたちもご満悦だ。嫌な汗はかいたが皆が喜んでくれるならこれでいいのだ、そう思おう。笑顔で噛み締め続けた奥歯が痛いけど。

「そうだ！　ジェフも呼びましょう。あの人のお休みの日にお芝居を披露すればいいわよね」

　（そんな！　エバ様！）と叫びたいのを堪こらえる。

「団長さんにだけはベビーピンクのドレス姿を見られたくない」と言ったら「あら、なぜ？」と聞かれるだろう。答えられない。

　再び奥歯を強く噛んだまま笑顔で了承した。

　エバ様はその日のうちに使いを出し、団長さんから一番近い休日を聞き出し、日程を決め、確約を取り付けた。エバ様はさぞかし伯爵家夫人として有能でいらっしゃるんだろう。その手際の良さが恨めしい。

「ああ楽しみだわ。あなたもでしょう？　ビクトリア」

「ええ、本当に楽しみですね……」

　ふと、何年も前の仕事を思い出した。

　五ヶ月間ハグル王国の高位貴族の屋敷に使用人として潜入し、情報提供者と連絡を取り合った。私の協力者は屋敷に住んでいる『後妻候補』だった。

　当時彼女は二十二歳だったが、童顔で人形のように愛らしい容姿だったのでベビーピンクのドレスがよく似合っていた。

　ある日ついに後妻候補の女性が、悪事の証拠を持ち出すことができた。貴族が気づく前に彼女を連れて逃げ出すことにした。私が待ち合わせ場所でジリジリしながらその女性を待っていたら、目立つピンクのドレス姿で彼女がやって来た。

『目立たない服でとあれほど……それに山道を踏破しなきゃならないのに』

『じゃあ着替えてくる』

『ダメです。見つかれば殺されますよ』

『あれもダメこれもダメって！　もう、うんざり！』

『静かに！　ここで気づかれたら私たちは二人とも終わりです』

　その女性はベビーピンクのドレスで逃げ続けている間、ずっとグズグズ泣いたり私を罵ののしったりしていた。途中で平民の服を調達して着替えてもらったが、女性は『もう疲れたから一歩も歩けない』と歩くことを拒否した。

『あの人、私のことが大好きだから見つけても殺さないわよ。大丈夫だってば』

　私は怒鳴りつけたいのを堪こらえて優しく慰め、励まし、手を引き、逃げ続けて、ハグルの王都を目指した。全てを終えて彼女を担当者に無事引き渡したとき、私の口の中には驚くほど大きな口内炎が四つも出来ていた。

　（そんな仕事もあったわよ。このくらい何よ）と私は自分を励ました。




　お芝居の発表当日、団長さんは白とピンクの花を何種類も集めた大きな花束を抱えてアンダーソン家にやって来た。

「白き姫にこれを」

　と私に捧ささげるように差し出す。

「団長さん、とても嬉うれしいのですが私にまで気を使わせて申し訳ないです」

「もちろん子供たちにもご褒美の菓子を買ってあるさ」

「では遠慮なく頂きますね。ありがとうございます」

「ビクトリア、いつもの落ち着いた雰囲気の服装もいいが、ピンクのドレスもまた可愛らしいじゃないか」

「……」

　もはや何もかもを忍耐という名の容れ物に放り込んで蓋ふたをして、芝居を終わらせたら一刻も早く容れ物ごと火の中にぶち込んで忘れ去りたい。恥ずかしすぎる。

　二十七歳にしてリボンとフリル満載のフワフワなベビーピンクのドレス。忘れられるかな。

　その日、子供たちの愛らしい芝居は大人たちを魅了した。特にバーナード様が眼鏡を外して目頭をハンカチで押さえていらしたことに驚いた。このお芝居に泣く要素はないのに。私もあの年齢になったらこのお芝居を観て泣くのかしら、と心温まる思いでバーナード様のお姿を眺めた。

　クラーク様のお父上のマイケル・アンダーソン伯爵様も大満足のご様子だった。

「ビクトリア、大変素晴らしい出来だったよ。君の仕事ぶりは期待以上だった。どうかこれからも長くクラークの家庭教師を務めてほしい」

「そうよビクトリア。私もあなたを家庭教師に招いたことが誇らしいわ」

「僕も先生の授業が大好きです！」

　アンダーソン一家の賛辞をありがたく笑顔で頂戴している私である。家庭教師の仕事は家事をこなしながら（次はどんな授業にしようか）と考えてしまうほどに楽しかった。

　団長さんもアンダーソン一家に続いて私に向かって何か感想を言いそうになっていたが、私が全力の目力で『何も言わないでいいんですよ！』と訴えたら開きかけた口を閉じてくれた。

　察してくださってありがとうございます、団長さん！

　その夜、奥歯が痛くて肉を噛むのがつらく、ノンナに心配されてしまった。

　ノンナは無事手に入れた魔女のドレスと三角帽子で母屋を訪問した。母屋の皆さんに

「なぜ私たちをお芝居に呼んでくれなかったのか」

　と私が責められた。
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　貴族が住む東区に住んでいると、ノンナが近所の子と触れ合うことが全くない。

　貴族の子は幼い頃から勉強があるし、外出時は必ず使用人が付き添っていて平民の子と遊ばせることはない。

　だからノンナには同年代の女の子同士の付き合いがない。私はそれが気がかりだった。ノンナに女の子同士で遊ばせてやりたいのだけれど、私もまた子供時代に普通の女の子同士の付き合いをしたことがない。どうしたらいいのか相談したくてもヨラナ様もエバ様も筋金入りの貴族の女性。侍女のスーザンさんならと思って相談したが、彼女もまた十歳からヨラナ様の実家で働いているので女の子同士の付き合いや遊びをしていないという。

「うーん」

「ビッキー、どうしたの？」

「ノンナに女の子同士の遊びや付き合い方を教えてあげたいけど、私も知らないのよね」

「鍛錬がいい。鍛錬が好き」

「鍛錬はもうしてるじゃないの」

「もっと。もっと鍛錬したい」

「そう？　じゃあ、今日のところは鍛錬しようか」

「わーい！」

　このやり取り、もう三回は繰り返している。これでいいのかと不安だ。

　料理と編み物と語学と木登りはもう教えているので、鍛錬以外に私が教えられるのに教えていないのは暗号文の書き方、暗号の解読、書類の偽造、変装、鍵開けだ。

　いや、だめだめ。そんなことを教えるわけにはいかない。そんな知識や技術を持っていたら、いつの日か誘惑に負けて悪いことをしたくなるかもしれない。それでは人生が変わってしまう。

　と、考えに行き詰まってしまい、毎回「じゃあ、鍛錬をしようか」ということになる。




　今日は近所の空き地で私が棒を使う。「何かで殴られそうになったときの対処法」だ。

「じゃあ、私がゆっくり棒で殴りかかるから棒を避よけてみて」

「わかった」

　ノンナは私に言われたとおり、少し腰を落として足を肩幅に開いて立つ。私はゆっくり棒をノンナに向かって振り下ろす。上から下、右から左と、ノンナは機敏に身体を動かして逃げる。少しずつそれを速くしていく。慣れてきたら棒を横に払ったり斜めに斬り上げたり斬り下げたりする動きを加える。

　ノンナは途中から気分が高揚してきたらしく、棒から逃げつつわずかに顔が笑っている。最後に遅い突きも加える。身を翻ひるがえすか、後ろに仰のけ反ぞるか、と思っていたら、軽やかに後ろ向きにクルリッと跳んだ。

「わ」

　思わず小さく声を出したのは私。ノンナはきれいに後方宙返りを決め、再び腰を落として次の攻撃に備えていた。

「ノンナ、あなた才能あるわ」

「やったぁ」

　他人には「いったい何の才能か」と言われそうだが、本当にノンナは子供時代の私より身体能力が高かった。しかも結構長い時間にわたって鍛錬をしても疲れた様子を見せない。おそらく無駄な力を使っていないのだ。これは生まれ持ったセンスだと思う。

　工作員候補生として組織の養成所に入れられても、脱落していく子供はたくさんいた。恐怖心に負けたり厳しい鍛錬に心が折れたりと理由はいろいろだろうが、どうしても向き不向きがあるのは仕方がなかった。そういう子たちは貴族の家の下働きへと職場を替えていった。その仕事にもつらいことはあるはずだけれど、普通の世界に戻れたのは、ある意味幸運だったのかもしれない。

「今度はノンナが私に棒で打ち込んでみて」

「わかった。ビッキー、いくよぉ」

「どこからでもどうぞ」

　今度はノンナが棒を持って本気で私に殴りかかる。私はそれを寸前でかわす。今度はノンナが笑っていない。何をどうやっても棒が私の身体に触れないから悔しいのだろう。

　せっかくだから私は本気で動く。いい運動だ。二人で汗をたっぷりかくまで鍛錬を続けた。辺りが暗くなったところで鍛錬を終わりにした。

「楽しかった！」

「そう？　それならよかった」

　二人で手をつないで帰る。ノンナの手の小ささと柔らかさを感じながら歩いた。

「ノンナ、私が知ってること、たくさん教えるね」

「うん！」

「これからお風呂に入ろうか」

「一緒がいい！」

「一緒に入ろうね。髪を洗ってあげる」

「ビッキーのも洗ってあげる！」

「ありがとう」

　二人で家に帰る。汗で髪が濡ぬれているのを花壇に出ていたヨラナ様に見つかって

「まあ、二人とも汗びっしょりじゃないの。いったい何をしてきたの」

　と驚かれたが、ノンナが「ないしょー！」と笑って家に向かって走り出した。私も苦笑しながら会釈して家に戻った。家の中で二人で顔を見合わせてまた笑ってしまう。

「鍛錬、楽しかった」

「私もよ。さあ、お風呂の用意をしましょうね」

　入浴し、夕食を食べ、今日はノンナと一緒にベッドに入った。こんな楽しい時間を過ごせることに感謝し、（どうかこんな穏やかで幸せな時間が続きますように）と願いながら眠った。
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　早朝に走ることを一日おきに続けている。

　バーナード様宅で掃除をするぐらいではどんどん体力が落ちるのを実感したからだ。走り始めてみたら、足腰の筋肉だけじゃなく心臓も肺も予想外に衰えているのを実感する。

　夜明け前に走り出して一時間ほど走って夜明けとともに家に帰る。ヨラナ様の家の使用人たちはその頃に起き出すから、その前に塀を乗り越えるのだ。




　走るようになって気づいたが、ヨラナ様宅の真後ろに建てられている小ぶりな家には六十手前くらいの男性が暮らしている。私はその男性に少し興味があった。

　その男性の家には黒毛の大柄な馬が一頭いて、何度か男性がその黒い馬を走らせているのを見た。走っている様子はほれぼれするほど美しく、人と馬がひとつの生き物のようにさえ見える。

　乗っている男性は短い白髪、堂々たる体たい躯く。元軍人だろうか。

　しばらく前、その男性がいつも私が通る林の中の小川で馬を休ませていた。林の手前で走る速度を落として林に入った私と男性の目が合った。ここで私が回れ右をして林を出たら感じが悪いだろう、と思って声をかけた。

「おはようございます」

「おう、おはよう。走ってるのか？」

「はい」

「女なのに珍しいな」

「そうかもしれないですね」

　そこから二人で少し天気や季節の話をし、私はぺこりと頭を下げてまた走り出す。そんなことが何回か続いた。男性は私と挨拶するのを楽しみにしているようだった。実は私もだ。

　ある日、ついに男性が天気と季節以外のことを話しかけてきた。

「君は何をしてる人だい？」

「働きながら子供を育てている平民です」

「ほぉ」

　男性が面白そうな顔をした。私は馬に近寄り声をかけてからそっと鼻筋を撫なでた。

「立派な馬ですね」

「もう年寄りだ。俺と同じだよ」

　そこから男性が自己紹介してくれた。

　男性はマイルズ・グラントさん。元軍人で愛馬と共に引退するまで軍の現場にいたのだそうだ。

「きっとお国のためにご活躍されたのでしょうね」

「いいや。ご存じのとおりこの国は戦争をほとんどしない。たいした活躍はしてないさ。それでも一人で暮らしていけるだけの恩給を出してくれるんだからありがたいと思ってるよ」

　マイルズさんはそう言って笑いながら馬の首を撫でる。馬は嬉うれしそうに鼻先をマイルズさんに擦こすりつけた。

「馬、いいですね。私も乗りたいのですが、大家さんの離れを借りて住んでいる身なので。とてもいい大家さんですが、さすがに気が引けてしまって」

　マイルズさんは薄い水色の目を瞬しばたたかせて私の話を聞いていたが

「馬なら、俺が面倒を見てやろうか？　飼いたいと言うならさすがに乗れるんだろう？」

　と言う。

「馬には乗れます。軍人だった兄たちに鍛えられました。いいんですか？　もちろんお世話代はちゃんとお支払いします」

「良さそうな馬を選んでやってもいいぞ。おそらく馬の目利きは君よりできるだろう。まずはこいつに乗ってみせてくれるか？　腕前に合わせて選んでやる」

　私はマイルズさんの馬に跨またがり、その辺りを歩いたり走ったりしてみせた。

「なるほど。まあまあ上手うまいな。希望は？」

「長い距離を走れる馬です」

「わかったよ」

　とんとん拍子に話が進んで、マイルズさんに馬の購入をお願いし、預かってもらってお世話もしてもらうことと、その手間賃をお支払いする、という約束で話が決まった。




　それから数日して、林の中に二頭の馬とマイルズさんが私を待っていた。

「マイルズさん、もしやその馬は」

「君の馬だ。よく走る。頭もいい。値段も君が言った上限より安かった。アレグという名で呼ばれていたらしい。乗ってみるといい」

　アレグは初対面の私を観察するように目で追っていたが、私を乗せておとなしく言うことを聞いてくれた。ゆっくり歩き回り、試しにその辺を軽く走らせる。いい。とてもいい馬だ。

「気に入りました！　ありがとうございます」

「じゃあ、世話は任せとけ」

「ありがとうございます。一日おきに走らせます」

「夜明けの頃にかい？」

「はい」

　事前に手間賃を約束したはずなのに、マイルズさんはほとんど実費で世話をしてくれるという。

「馬の世話が大変なことは知ってます。手間賃を受け取ってくださいよ」

「俺は暇なんだよ。それにあの馬がいれば俺の馬が『若いもんに負けてたまるか』と元気になるからちょうどいい」

　そう言って笑った。

　私が馬を欲しいのは、万が一の時にノンナと二人で逃げる手段が欲しいからだ。ヨラナ様の馬や馬車をかっぱらうようにして逃げることはさすがにできない。




　家に帰り、朝ごはんを作る。

　ノンナを起こして一緒に食べながら馬の話をした。

「ノンナ、馬に乗る練習をしてみない？　もちろん私と一緒に乗るのよ」

「馬？　ビッキーと一緒だったら乗りたい！」

　ノンナが目を丸くし、フガフガと鼻息も荒くしてパンを食べながら椅子から腰を浮かした。

「私の仕事があるから、馬に乗るときは早起きしなくちゃならないけど」

「起きるよ！　早く起きる！」

「よし、じゃあ明日の朝から一日おきに馬に乗るからね」

「わかった！」

「あ、それとね。馬のことは母屋の皆さんにはまだ言わないでくれる？」

「なんで？」

「ノンナが上手に乗れるようになるまでは『危ない、やめなさい』って言われるかもしれないし」

「そっか。わかった。木登りが好きって言ったときも、やめなさいって言われた」

　木登りのこと、言ってしまったか。そうか。言うよね。

「馬も上手に乗れるようになるまでは心配かけるから」

「わかった。上手に乗れるようになったら言ってもいいの？」

「そうね。私がいいよって言ってからね」

「わかった」

　その日一日ノンナはバーナード様の家でもソワソワしていた。よほど楽しみだったらしい。私が注意して様子を見ていると、バーナード様に

「あのね、あのね、秘密なんだよ！」

　と囁ささやいて走って逃げるという謎の行動を取っていた。

　バーナード様は研究中なので、私はそっとドアを閉めてノンナの好きな銀食器磨きを頼んで目の前にいてもらうことにした。私は同じ台所のテーブルで翻訳仕事をした。ノンナは銀のスプーンやフォーク、ナイフを磨きながら時々私と目を合わせては「むふぅぅ」と笑う。

「楽しみね。今夜は早くお風呂に入って早く寝ましょうね」

「うん！　馬ってどんな食べ物が好きなの？」

「私たちが肉やパンを食べるように草を食べるわ。でも私たちがお菓子を食べるようにリンゴやニンジンが大好きよ」

「ふぉぉぉぉっ！　ねえ、ビッキー、帰りにニンジンとリンゴを買いたい」

「うん。いいわよ。買って帰ろうね」

「ふぉぉぉぉっ」って。思わず「ふふふ」と笑いが漏れてしまう。

　ノンナは口を開かず回し蹴り膝ひざ蹴げりをせず、静かに座っていれば貴族のご令嬢に見えるけど、中身はとても活発で面白い。武術や戦闘のセンスも素晴らしい。

　その夜、ノンナは夕飯を食べ終わるとすぐに自分からお風呂に入り、歯を磨いてさっさとベッドに入ってしまった。私も明日の朝が楽しみだ。
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　翌日、私は仕事が休みなのでノンナを連れてマイルズさんの家を訪問した。マイルズさんは庭にいた。

「お。その子が君の子かい？」

「ええ、まあ」

　ノンナは私たちの会話なんて聞いてない。私の馬のアレグを見つめている。また「はわわわ」と小声を漏らしている。興奮しているのか歩き方がギクシャクしていた。

　マイルズさんがノンナに近寄って話しかけてくれた。

「どうだ、馬は大きいだろう」

「おっきい！　きれい！」

「怖くはないのかい？」

「怖くない。早く乗りたい！」

「こりゃ頼もしいな」

　マイルズさんはノンナに馬に乗るときの注意事項を教えてくれた。

　後ろに回らないこと、大声を出して驚かさないこと、馬の動きに人間の側が合わせること、怖がらないこと。

　早速私とノンナはアレグに乗った。私もノンナも乗馬ズボンに近い自作のズボンだ。足元も乗馬用ブーツに近い靴を履いてきた。

　ノンナを私の前に乗せて、ゆっくりアレグを歩かせる。アレグは賢い馬だ。私一人の時より慎重に歩いてくれている。マイルズさんの目利きは素晴らしかった。

「よければ俺も一緒に馬で行くが」

「いいんですか？　では一緒に。良い場所があったら教えてください」

　こうして三人で馬に乗って出かけることになった。マイルズさんはアレグの隣に愛馬を並べて私たちに合わせて進んでくれている。

「そういえばマイルズさんの愛馬のお名前は？」

「ナイトだ。軍ではナイトメアと呼ばれていたな」

「ナイトメアですか。それは、戦場で付けられたんですか？」

「こいつが若い頃に仲間と馬上試合をしたんだが。その時に付けられた」

　悪夢と名付けられるとは。マイルズさんとナイトはさぞかし強かったのだろう。現役の時のお姿を見てみたかった。

　そのあとは休み休み馬を進ませ、王都の北区に入った。北区は木工作業場、製材場、家具製造工房、機織り場などが並んでいる。そこを抜けると穏やかな斜面が続き、林になった。初めて来る所だ。

　のんびり進んできたが、休憩になった。

「そろそろ時期なんだ」

　なんの時期かと思っていたら、大きな栗くりの木が何本も並んでいるところでマイルズさんが馬を下りた。

　私とノンナも馬を下り、馬たちは自由にさせた。

　地面には口を開いた栗のイガがたくさん落ちていた。山栗にしては粒が大きかった。

「俺は栗を拾うが君たちは好きにすればいい」

「私も拾いますとも！」

　私とマイルズさんはブーツでイガを踏み、口を大きく開かせて中の栗を拾う。

「ほい」と声をかけてマイルズさんが布袋を投げて寄越した。私の分の袋まで用意してくれていた。

　それから私たちは小一時間栗拾いに熱中し、ノンナはアレグやナイトを近くで眺め、首を伸ばした馬たちにスンスンと匂いを嗅がれていた。

「勝手に馬に触らないでね」

「はぁい」

　やがて袋が栗でパンパンになったのでまた馬に跨った。馬をのんびり歩かせていたのだが、まだ若いアレグが何度か『ブルルル』と鼻を鳴らして私を振り返る。

「どうやら走りたいらしいな。どうする？　俺がその子を預かろうか？」

「ノンナ、マイルズさんの馬に二人乗りしてくれる？」

「ええー。一緒に乗って走らせたいぃ」

「ノンナは今日初めて馬に乗ったばかりだから。全力で走るアレグには乗せられないわ。もっと馬に慣れてからね」

　渋々うなずくノンナをマイルズさんが腕を伸ばしてヒョイと抱えて自分の前に座らせ、左腕でガッチリ抱えてくれた。

　私はアレグの腹に合図を送る。アレグは「待ってました」とばかりに走り出した。風を切るアレグを操りながらその動きに自分を合わせる。人馬一体と言うけれど、互いに考えていることが伝わるこの感じ。久しぶりだ。

　しばらくしてアレグが「気が済んだ」という雰囲気を出した。私は徐々に速度を落とさせ、見物していたマイルズさんとノンナの隣にアレグを止めた。

「ビッキーかっこいい！」

「上手いな。見直したよ」

「ありがとうございます。さあ、そろそろ帰りましょうか」

　今いる北区の山側から西区を回り、人の多い南区は避けて王城の前を通って東区へと戻った。水をアレグに与え、全身をブラシがけしてからお礼を言ってマイルズさんと別れた。区画をぐるりと回ってヨラナ様宅の敷地に着いた。

「ビッキー、マイルズさんちの塀を飛び越えたらすぐに母屋だよ？　屋根が見えたもん」

「そうだけど、普通はそれはやらないものなの。足を使って歩きましょうね」

「普通じゃないときは飛び越えてもいいの？」

「ほんっとうに命の危険があるときだけね。つまり普段は絶対に飛び越えちゃ駄目。歩きましょう」

「はぁい」

　家に戻り、さっそく小さなナイフで栗の皮を剥むく。やりたがるノンナには「まだノンナに栗は早い」と禁止して、私が八割がた皮を剥いた栗を手渡す。ノンナには皮から実を外す係になってもらった。栗はたくさんあって、終わったときには肩が凝っていた。

　休みの日らしく溜たまった家事をこなしてから豚バラ肉と栗の煮込みを作り、少しだけ器に入れてマイルズさんの家に届けに行った。ノンナは留守番をすると言う。

「こんばんは。今日の栗を料理したのでおすそ分けです」

「ほう。俺は栗は茹ゆでたのと焼き栗しか知らないが」

「豚バラと煮ました。味が濃いかもしれませんけど、お酒にも合います」

　ゆっくり玄関に向かって歩いてきたマイルズさんが懐に手を入れたと思ったら、いきなり何かを私に向かって投げた。

　咄とっ嗟さに上半身をひねってその何かを避よけ、次の攻撃に備えて構えた。

「ああ、試すようなことをして悪かった。投げたのは木のおもちゃだよ。安心したまえ。君はただの平民と言っていたが、他の人間はともかく俺の目はごまかせないぞ」

「馬なら軍人の兄に習ったと言いましたよね？」

　私はそっと栗と豚バラの入った器を鍵置き場の小さなテーブルに置いた。

「せっかくのご馳ち走そうが台無しになるところだったじゃないですか。まったくもう」

「料理は無事だったか。君なら料理を守りながら身をかわすこともできるとは思ったよ」

　一秒の三分の一ほどの時間だけ視線を動かして投げられたものを確認した。木をナイフで削って作った極小の小鳥だった。

「マイルズさんがこんなタチの悪いいたずらをするなんて」

「君、自分がその手の専門家であることを隠せてるつもりだろうけど、少しだけ隠せてないんだよ。今日、あっさり子供を俺に預けたから俺を信用していることは理解したがね。子供を俺に預けたのは不用心だったぞ」

　マイルズさんが、私に椅子を勧めてお茶を淹いれるために後ろを向いた。私に背中を見せるんだ？

「俺が君に注目したのは馬の扱いじゃない。馬の腕前はそこそこだった。君、常に俺を視野の端に入れてるだろう。俺が死角に入ろうとしても、君はさりげなく動いて必ず俺を視野に入れる。もう癖になってるんだろうな」

　なるほど。

「で？　私は今から何かされるんですか？」

「いいや。全く君に似てない子供を大切に育ててるのは今日見ていてわかった。あの子は赤の他人だろう？」

「ええ。捨てられたところに出会ってしまいましたので」

「子供を引き取るとは、またずいぶん迂う闊かつなことをしたもんだね」

「後悔はしていません。あの子のおかげで私は人間らしい暮らしができているんです」

　マイルズさんがお茶を出してくれた。

「さっきは悪かったな。君があんまり興味深い人だったもので」

「もう一度言っておきますが、私は子育て中の平民ですから」

「わかったわかった。そういうことにしておくよ。ならひと言だけ言っておく。もし助けが必要になったら俺を頼れ。敵の足止めくらいはしてやろう」

「どうしてです？」

「明らかに現役の君が、普通の人間に混じって子育てなんてしているんだ。理由を尋ねるつもりはないが、暇な老人としては助けてやりたいのさ」

　私はにっこりと組織の教科書に載ってるような『無邪気な笑顔』を見せた。

「敵なんて普通の平民にはいないんですよ。私の馬をお願いできればそれで十分です」

　マイルズさんは私が持ってきたおすそ分けを指でつまんでポイと口に入れた。

「おお、旨うまいな」

「ありがとうございます。お茶をごちそうさまでした」

　ドアを閉めようとして振り返った。

「助言をありがとうございました」

「どういたしまして。今後は腕が立ちそうな人物に近づくときは気をつけることだ」
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　語学の勉強の日のこと。

　ノンナがクラーク様に「アップルパイが美味おいしい店を知っている」と自慢している。二人でコショコショと話をしている内容が、ノートに書かれた二人の綴つづりを点検している私の耳に入ってくる。

「そんなに美味しいのかい？」

「うん。アップルパイがすごく美味しかった。皮がサクサク。りんごたっぷり」

「あーいいなぁ。僕はアップルパイが大好きなんだ。毎日でも食べたいよ」

「今度一緒に行く？」

「そう？　いいの？」

「いいよ。ビッキーと一緒に連れてってあげる」

「よろしく頼むよ」

　これこれちょっと待ちなさい。

　二人の会話が愛らしすぎて、答案に丸をつける手が震えてしまうじゃないの。

「クラーク様、それではアップルパイを一緒に食べに行かれますか？」

「はい先生。行きたいです！」

「じゃあ、明日、バーナード様のお仕事が終わる頃にお迎えにあがります」

「いえ、僕が大おお伯父おじ様の家に向かいます。その方が早いですから！」

　バーナード様は全快されてご自宅に戻っていらっしゃるのだ。




　そんなやり取りがあって、今日は三人でザハーロさんに教わった南区のお菓子屋さんに来ている。店の隅にある飲食コーナーでクラーク様とノンナがアップルパイ、私はどっしりしたバターケーキを注文した。飲み物は三人ともお茶。

「先生、アップルパイがとても美味しいです。母も父も甘いものを好まないせいか、うちの料理人はあまりお菓子を作らないんです」

「そうでしたか。たまのことですからクラーク様はたんと召し上がれ」

　クラーク様がうっとりした顔でアップルパイを口に入れ、ノンナがなぜか「どうだ」みたいな顔をしている。美少女の自慢顔はなかなかたまらないものがある。

　三人で楽しく食べていたら、五十歳くらいの女性客が入ってきた。その人は服装や口調からおそらく貴族の使用人だろうが、何やら奥の方で揉もめている。

「申し訳ございません。アップルパイは売り切れでして」

「まあ。ひと切れもないのですか？」

「はい。申し訳ございません」

「はぁ……どうしましょう」

　あー。これは私がクラーク様のお土産にとワンホール買ったからかも。女性はずいぶん困っているようだった。私は後日でもいいのだから譲って差し上げよう。そう思って女性に声をかけた。

「あの、もしよかったら私がお土産用に買ったアップルパイがワンホールあるのでお譲りしましょうか？」

「よろしいのでございますか？」

「はい。私はまた後日でも大丈夫ですので」

　その女性は何度も頭を下げ、出ていくときも私たちを振り返り、アップルパイを大切そうに抱えて去っていった。

「先生、そんなにアップルパイがお好きなんですか？」

「アップルパイは大好きですけどあれはエバ様や伯爵様にも食べていただきたいと思ったのです。でも甘いものがお好みでないなら他のものにします。他にも美味しいものはたくさんありますわ」

　その場はそれで終わった。




　その日は大満足のクラーク様をアンダーソン家の馬車に乗せてお見送りをし、ノンナと二人で帰った。

　二人で浴槽の湯に浸つかり、贅ぜい沢たくにもヨラナ様にいただいた高級品の石せっ鹸けんで体を洗う。

　その後はノンナと向かい合わせで安らかに眠った。ノンナは一緒のベッドで眠るのが好きだ。

　六歳児は一人で寝られる年齢だけど、彼女の生い立ちを考えると昼も夜も一人で生きていた分の寂しさを埋めてやりたくてそうしている。私はノンナが眠ってから起きて、本を読んだりバーナード様の翻訳をしたり体を鍛えたりするのが日課だ。

　翌週。

「ねえビクトリア、あなた、ハンソン男爵の侍女と知り合いなんですって？」

「ハンソン……いいえ。思い当たる方がいません」

「ハンソン男爵は私の夫と仕事で関わりがあってね。今日、奥様が珍しい茶葉を持って我が家まで来てくれたのだけど、付いてきた侍女がクラークを覚えていたのよ。あなたにアップルパイを譲ってもらったと言ってたわよ」

「ああ！　わかりました。先週、南区の菓子店でお会いした方ですね。アップルパイが売り切れでがっかりなさっていたので私が買ったのをお譲りしたんです」

　エバ様がふんふんと納得したようにうなずいている。その話はそれで終わったと思っていたのだが。




　それから三日後のこと。ハンソン男爵夫妻が例の侍女を連れてアンダーソン家を訪問した。そしてなぜか私とノンナが呼び出された。

「ビクトリア、ハンソン男爵からあなたたちにお話があるそうよ」

　アップルパイのお礼ならずいぶん大げさだな、と思った。嫌な予感がした。

　私とノンナがアンダーソン家の応接室に入ると、いかにも貴族然とした夫婦が椅子から腰を上げてノンナを見る。二人とも金髪だ。女性の方は片手を口に当てて涙ぐんでいる。

（え？　この人たち、ノンナの両親じゃないわよね？）

　そう思いたくなるほどノンナと雰囲気が似ていた。

「初めまして」

　私とノンナがそう挨拶をすると、男性の方も感無量、という顔をした。

「ビクトリア、座ってちょうだい。こちらはハンソン男爵と男爵夫人です。男爵、こちらがビクトリア、この子がノンナです」

　私たちが腰を下ろすと二人がジッとノンナを見つめる。

「いや、侍女から話を聞いたときには半信半疑だったのですが、本当に似ています」

「ええ、本当にそっくりだわ」

「あの、どういうことでしょうか」

　すると男爵夫人がハンカチで目元を押さえながら話し始めた。

「娘は三歳で病死しましたが、六歳ならこうなっていただろうと思うくらいにそっくりなんですの」

「それでね、ビクトリア、ハンソン男爵はノンナを養女にしたいとおっしゃるの」

「……」

　嫌な予感ほどよく当たる。

「申し訳ありませんが、この子を手放す気はありません」

「ビクトリアさん、よく考えてほしい。聞けばあなたは独身で、働きながらこの子を育てているとか。我が家の養女になれば経済的にも十分なことをしてやれる。将来は親戚の男の子を婿に迎えて我が家を継がせてやれます。この子のためにはその方がいいと思いませんか？」

　そうね。身分と経済的なことは、確かにね。

「ビッキー、なんの話？」

「ノンナがこちらの男爵様の子供になりませんかってお話よ」

「ええ？　いやだよ」

　すると男爵夫人が割って入る。

「六歳の子供にはこの話の重要さがわかりませんよ。慣れた人と一緒がいいと言うに決まってます。でも、大人はこの子の幸せを考えてやらないと。あなたに何かあればこの子は路頭に迷うことになるでしょう？」

　確かに私が病気や怪け我がで働けなくなったらそこで行き詰まる。

　私が黙り込むと、男爵が勢いを得て提案をした。

「ノンナ、どうだね、お試しで我が家に一週間だけ来てみないかい？　今は貴族の暮らしがどんなものかわからないだろうが、暮らしてみたら気が変わるかもしれないよ」

「そうよ。あなたにドレスを作ってあげるわ。そのきれいな瞳に似合うアクセサリーも買い揃そろえましょう。お芝居を観に行くのもいいし、あなたのための可か愛わいいお部屋を好きに使えばいいわ」

　贅沢を味わえば子供の心が動くと思ってるのか。うちのノンナはそんなに安い人間じゃないのに。




　エバ様の性格と双方の家の格を考えたらこの養女話はきっぱり跳ね除のけられると思ったけれど、なぜかエバ様から出てきた言葉はやんわりしたものだった。

「ハンソン男爵、ノンナは相当活発な子です。貴族流の育て方や躾しつけはおそらく無理かと思いますわ」

「いやいやアンダーソン伯爵夫人、そこはどうか我々にお任せいただきたい。まずは一週間我が家で暮らしてもらえばこの子もきっと考えが変わりますよ」

　ノンナを育てているのは私なのに、私の意見も存在もないがしろにされている。さすがに（もういい、きっぱり断る）と決めた。

「もう一度申し上げますが、私は……」

「七回泊まればいいの？　それとも六回？」

　ノンナの言葉に固まる私。喜色満面の男爵夫妻。

「六回だよ。七回でも構わない。君は賢いね」

「嬉しいわ、ノンナ」

　ノンナの澄ました横顔を見て呆ぼう然ぜんとする私。

　（なんで？　私たち、上手くいってたよね？　楽しく暮らしていたよね？）と問い詰めたくなる。

「ノンナ？　どうして……」

「六回お泊まりして嫌だったら断ってもいいの？」

「もちろんだよ。さあ、そうとなったら今夜からお泊まりしてくれるかい？」

「うん、いいよ」

（待ってよ、今夜から？）

「男爵様お待ちください。ノンナは着替えも何も持ってきておりませんので」

「ビクトリアさん、着替えは不要ですわ。私どもで全て用意します。ああ、この子にドレスを買ってあげられるのね。あなた、夢のようだわ」

「そうだな。帰りに好きなだけ買えばいいよ」

　こうしてノンナはまるで連れ去られるようにして私の前からいなくなってしまった。無表情に手を振って馬車に乗って立ち去るノンナを見送った私は、とても混乱していた。

「先生！　ノンナはどうしてあの家の馬車に乗っていったんですか？」

「クラーク様。さあ。どうしてでしょう」

「え？　先生？」

「申し訳ありません。私、帰りますね」




　歩きながら果てしなく落ち込む。ヨラナ夫人の屋敷の門をくぐり、とぼとぼと歩いていたら花壇の世話をしていた夫人が声をかけてくださった。

「あらビクトリア、ノンナはどうしたの？」

「男爵様の家に一週間泊まることになりました」

　私の挙動が不振だったのか、ヨラナ夫人の顔が険しくなる。

「何があったの？」

　正直にさっきのことをお話しした。

「と、いうことでノンナが貴族の暮らしが気に入ったらそこの養女になるみたいですよ」

「ノンナは納得しているの？」

「たぶん」

「へえ、そう。男爵の名前はハンソンといったわね。ああ、なるほど。死んだ子供の代わりをさせるつもりね」

「そうみたいですね。すみませんヨラナ様、ちょっと混乱しているので部屋に戻ります」

　ヨロヨロしないように腹に力を入れて歩き始めたらヨラナ夫人が後ろから声をかけてくださった。

「きっとその話は上手くはいかないわ。私の目が曇ってなければノンナは断って帰ってくるわ」




　夕方の空はどんどん暗くなる。

　何をする気にもならず椅子に座っていたら真っ暗になったが、立ち上がれなかった。

　ノンナがあんなにあっさり承諾すると思わなかった。その場で断ると思ったのに。ノンナはこの先ずっと私のそばにいてくれるものだと思い込んでいた。ノンナの無ぶ愛あい想そうな言葉遣いや空中回転が上手くいったときの弾はじけるような笑顔を思い出したら泣きそうになった。

　誰もいない部屋は寒々しくて、この先、こんな暮らしをしていくのかと思うと脱力した。思えば組織を抜けるまでは常に周囲に人がいて、この国に来てからはノンナがいた。人間らしい暮らしを味わった後で本当の一人暮らしをすることになるとはね。

　突然、ドンドンドン！　とドアが激しく叩たたかれた。

「ビクトリア！　いるか？」

　団長さんの声だった。

　（ああ、しょぼくれた顔を見せたくない）と返事をしないでいたらまた声がかかる。

「いるんだろう？　ドアを開けないなら蹴破るぞ！」

　やめてほしい。修理代がかかりますよ。

「鍵なら開いています」

　ガバリと勢いよくドアが開いて団長さんが入ってきた。団長さんは真っ暗な部屋で一瞬立ち尽くすが、すぐにいつもランプを置いてある小テーブルに進んでランプをつけた。

「真っ暗だから心配したよ。ヨラナ夫人が連絡をくれたんだ。ビクトリアが心配だから急いで来てくれって。ノンナが貴族の家に行ったんだって？」

「私、ノンナは子供だからずっと私のそばにいてくれるもんだと思い込んでいました。ノンナにはノンナの人生を決める権利があるのに」

「ビクトリア」

　団長さんが椅子に座ったままの私の隣に立って肩に手を置いた。

「ノンナは何か考えがあって行ったんだと思うが」

「ええ、私もそう思います。賢い子ですから。でも、私が第三者ならこの縁組みは考え得る最高のいいお話だと思うんです。私みたいな外国人の独り者に育てられるより、この国の貴族の養女になって身分と生活を保障されるほうが、ずっとあの子にとって有利だし安全だし幸せです」

　肩に置かれた手がわずかに動いた。

「そんな言い方をして自分を卑下するな。君は一人で力強く生きてる立派な女性だよ。それにノンナはきっと帰ってくるさ。俺はそう思う」

「帰ってこないほうがあの子にとって幸せだから、つらいんです」

「ビクトリア……。ノンナにとって何が幸せかはノンナが決めるよ。あの子なら大丈夫だ。君を選んで帰ってくるさ」

　胸に響く優しく低い声。肩に置かれた大きく温かい手に、少しだけ心に力が湧く。

　またノンナと二人で暮らせるなら、ああもしてあげよう、こうもしてあげよう、と思うけれど。

「そうですね。帰ってきたときに喜んでくれるよう、あの子の服にくるみボタンを縫い付けておかなくちゃ」

「そうだよ。何かしら手を動かしていたほうが気が紛れるかもしれない」

　私はゆっくり立ち上がって団長さんに頭を下げた。

「ありがとうございます。もう大丈夫です。料理を作ろうかな。夕飯、食べました？」

「いや。食べようかなと思ったところでヨラナ夫人からの知らせをもらったんだ」

「じゃあ、何か作りますから食べていってくださいな」




　家にあるもので刻み野菜のスープを作り、豚肉にスパイスを利かせてじっくり焼いた。いつもは穏やかな味付けにしているけど、今夜は香辛料多めの大人向きの味付けだ。あとは少し固くなった昨日のパン。

「これしかありませんけど」

「十分だよ。旨そうだ」

　ノンナは帰ってくるだろうか。

　確かに団長さんが言うとおり、たとえ六歳でもあの子の幸せはあの子が決めたほうがいい。他人に押し付けられた人生が不幸だったらやりきれないが、自分で選んだことなら多少の波風は耐えて生きていけるはずだ。あの子は強くて賢いもの。

「ノンナはきっと帰ってくると思うが、君が嫌なら遠慮する必要はないよ。男爵の家に取り戻しに行けばいい。一人で心細いなら俺が付いていく」

　私は少し考えて首を振った。

「あの子の気持ちを一番に考えたいので、待ちます」

「そうか。気が変わったらいつでも連絡してくれ。付き添うよ」

　団長さんは食事の後もしばらく心配そうにしていたが、「早く眠ったほうがいい」と言って帰っていった。




　ノンナがいない夜をすごした翌朝。

「ノンナがいないときはいないように暮らしますか」

　気持ちを切り替えて朝はアレグを走らせ、食事は味よりも栄養を重視した簡単なもの。暇な時間はひたすら黒髪のカツラを作り続けた。カツラはもうすぐ出来上がる。

　夕方、助手の仕事を終えてからマイルズさんの家を訪問した。確かめたいことがあるのだ。

「お？　どうした？」

「マイルズさん、鍛錬のお相手をお願いできますか」

「ああ、いいよ。得物はなんだい？」

「私は刃を潰つぶした短剣で」

「じゃあ俺は素振り用の模擬剣だな」

　マイルズさんの模擬剣は重そうで、まともに当たれば骨が砕けそうな代物だった。ろくに挨拶も終わらないうちにサクサクと話が進む。マイルズさんがワクワクしているのが伝わってくる。

「よし、いつでもいいぞ」

「じゃ、いきます！」

　マイルズさんに向かって走り寄り、模擬剣を構えるマイルズさんの手前で飛び上がった。くるりと回転しながらマイルズさんの左肩の後ろ側を蹴る。

　蹴られたマイルズさんは体勢を立て直して振り返りながら模擬剣をブン！　と私に向けて振った。ギリギリで剣を避けてすぐに短剣を構えた。

　私に向かって何度も振り下ろされる剣を掻かいくぐり、マイルズさんの脇腹を短剣で強く薙なぎ払う。一瞬前のめりになったマイルズさんの首に後ろから飛びついて左腕を首に巻きつけ、同時に右手の短剣を額にピタリと当てた。

「はい、両眼を切り裂かれました」

「やられた！　もう一回いいかい？」

「何度でも」

　それからは五分と五分の対戦が続く。マイルズさんはこの年齢でこの腕前だ。現役の時なら私ではとても敵かなわなかっただろう。互いに息が荒くなり、汗が目に入るほど流れてくる。構えたまま息を整えているとマイルズさんが話しかけてきた。

「あの子はどうした？」

「他の家に泊まりに行ってます」

　私が話し終える前にマイルズさんが斬りかかってきた。それを短剣で受け止める。失敗した！　右手が痺しびれた。

　剣を全力ではね返しながらマイルズさんの利き足である右の股関節を左足で蹴った。

「ぐっ」

　うめき声を漏らしたマイルズさんに私は荒い息をしながら語りかける。

「本当は股間を狙うんですけどね」

「老人の股関節は急所と同じだ」

「こんなときばっかり老人って」

　なんだか可笑おかしくなり、笑い出してしまう。

「ちょっと、待ってください」

「そんなの有りか？」

「笑いが止まらなくなってしまって」

「やっと元気が出たか」

「はい」

「それなら茶でも飲むか？」

「はいっ！」

　マイルズさんは何も聞かなかった。お茶を飲み終えると

「またいつでも来るといい。実に楽しかった」

　と笑顔で見送ってくれた。私も八割がたは元気になった。確かめたいことも確かめられた。

　それからは連日仕事に没頭した。クラーク様はしょんぼりしていて、時折私に非難の色が滲にじむ眼差しを向けてくる。

「クラーク様、おっしゃりたいことはわかりますけど、私はノンナの気持ちを大切にしてるんですよ」

「僕なら絶対にノンナを行かせません」

　最後までクラーク様は納得いかないお顔だった。

　私は毎日、朝の駆け足と馬の運動をこなした。探せばやるべきことはたくさんある。

　黒髪のカツラが完成したのでカツラの長さを肩に触れるくらいの長さに切り揃えることにした。髪を少しずつ束にして縛り、切る。短めの髪型にしたので、切った残りの髪で子供用のカツラを作ることにした。残りの量では短髪の男の子の髪型しか作れないが、ノンナが黒髪の男の子に変装したらきっと似合うだろうと思いながら作業をした。




　六日が過ぎて、明日はノンナが身の振り方を決めるという日の夜。

　小さな物音で目が覚めた。ベッドの裏に取り付けてある布袋からダガーを取り出す。ダガーは双もろ刃はの対人戦闘用の短剣だ。

　ベッドから抜け出してそっと玄関ドアの脇に立った。

　外からゆっくりドアノブが回されたが、もちろん鍵はかけてある。耳を澄ますと足音は台所の窓の方に動いた。

　少し考えてから私は寝室に行き、窓から抜け出した。台所の窓から入ろうとした瞬間にお尻を刺してやろうかと考えながら、そっと煉れん瓦が敷きの家の周囲を回り込み、ダガーを構えて二つ目の角を回った。

　するとそこには月明かりを頼りにして、台所の窓をこじ開けようと苦戦しているノンナがいた。ノンナはたっぷりとレースが縫いつけられた真っ白な夜着を着ていた。足元は華きゃ奢しゃな絹の白い室内履きだ。

「何をやっているの」

「うわあっ！　びっくりした！」

「こんな夜中にびっくりさせられたのは私よ。とにかく家に入りなさい」

「はぁい」

　家に入り、ランプをつけ、私は汚れた足の裏を拭いた。ノンナは居間で着ていた夜着を脱ぎ捨てた。

「これ、レースがゴソゴソして嫌い」

「夜中にそんな格好で一人で出歩くなんて。悪い人に襲ってくださいと言ってるようなものよ。どうしてこんなことしたの？」

　下着一枚になったノンナが「ちょっと待ってて」と言って自分の部屋に入り、愛用の水色のネルの寝巻きを持ってきた。

「あのね」

　そこまで言って柔らかいネルの寝巻きを頭からかぶる。そしてボタンを留めながら理由を説明した。

「今日、部屋に鍵をかけられた。あと、私のこと、ドロレスって呼ぶ。あと、お父様お母様って言いなさいって。嫌だよ。ドロレスじゃないし、あの人たち、親じゃない」

　男爵夫妻には申し訳ないが（やっぱりこうなったか）と思った。

「それで、どうやってお屋敷を抜け出したの？　部屋に鍵をかけられたんでしょう？」

「二階の窓から手すりにぶら下がって、手を離した。落ちるときにちゃんと地面で転がったよ？　教わったとおりに上手くできた！」

　ノンナの自慢げな顔に吹き出しそうになる。それは非常事態の時だけにしろと教えた方法だった。私に向かってノンナが必死に弁解する。

「鍵をかけられたら非常事態。死んだ子供の代わりも非常事態」

　なんだか脱力した笑いが込み上げた。ミルクを温めて少し蜂蜜を入れ、ノンナに手渡す。ノンナはふうふうと吹き冷ましながら少しずつ飲んでいる。

「死んだ子供の代わりだってことはわかってたじゃない。鍵は確かに酷ひどいと思う。でもね、最初から引き受けなければいいのにって、私は思うけど」

「あの時、エバ様が困ってたもの。エバ様は困るとハンカチをギュッてする。あの時もギュッてしてた。だから行ったんだよ。断っていいって言ったもん」

　ふむ。ノンナもエバ様の様子に気づいてたのか。

「エバ様が困ってるところなんて見たことあるの？」

「あるよ。クラーク様に膝ひざ蹴げりしてたとき、部屋に入ってきたエバ様がハンカチをギュッてしてた」

　待て待て。クラーク様に膝蹴り？
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「ちょっと待ってよ。あなたクラーク様に膝蹴りなんてしたことあるの？」

「あるよ。どうやるのかやってみせてって言うから。ビッキー、大丈夫。『こうやってこうやってこう！』は言ってないし見せてない」

　私の知らないところで君は何をやっているのかね。




　翌朝、私はノンナを連れてハンソン男爵家に向かう前に、途中にあるアンダーソン伯爵家を訪れた。エバ様への謝罪のためである。

「昨夜遅くにノンナが男爵様の家を抜け出して帰ってきてしまいました。あちら様がご心配なさっているでしょうから、これからハンソン男爵家に謝罪に参ります。まずはご報告にこちらに参りました」

　私が頭を下げたらノンナも真似して頭を下げる。しかしエバ様は首を横に振る。

「ううん、あなたたちは顔を出さないほうがいいわ。うちから連絡を入れておく。今回は私がきちんとお断りできなかったばかりにあなたにもノンナにも迷惑をかけたわ」

　そう言ってエバ様が侍女さんに耳打ちすると、侍女さんは素早く部屋を出ていった。




「四年前のことなのだけど。王都で高熱が出る風邪が流行はやったの。クラークもその風邪にかかって五日も高熱を出したわ。幸いなことにクラークは無事にその風邪を乗り越えたのよ。でもその高熱で亡くなる子供や老人は少なくなかったの」

　何年かに一度はたちの悪い風邪が流行る。体力勝負になるから弱い者から命を落としていくのはどうしようもない自然の理ことわりなのだが。

「ところがね、うちの夫は外務大臣でしょ。『他国の良い薬を使ったらしい』と噂うわさされたの。以前によく効く火傷やけどの薬を手に入れて、良かれと思って配ったことがあるの。だから誤解されたのね。どんなに否定してもしつこく噂は消えなかったわ。そんなときにハンソン男爵が我が家に来てね。噂を本気にしたらしくて涙ながらに薬を譲ってほしいと頼まれたのよ。このままでは娘は死んでしまう、お金なら有るだけ差し出すからと。薬を使ったわけではないと繰り返し言ったのだけど……」

　ああ、なるほど。

　ハンソン男爵夫妻がその時のことを今も恨めしく思っている、またはエバ様がそれを今も後ろめたく思っている、か。だからノンナの養女話を強く断れなかったのか。

「エバ様、それはアンダーソン家にはなんの責任もない話ですわ」

「理屈ではね。でも彼らには理屈じゃないのよ。そこが厄介だったの。あちらも薬は使われなかったと頭ではわかっていたかもしれない。でもあなたたちには関係のない話だから。我が家とハンソン家のことに巻き込んでごめんなさい。申し訳なかったわ」




　結局、私はノンナとバーナード様のお屋敷に向かった。

「エバには良くしてもらったが、やはり自分の家はいい」

「バーナード様がお元気そうで私も嬉しいです」

　ノンナが道端で咲いていた小さな黄色い花を一輪手渡した。

「はい！　バーナード様！」

「おお。こんな美人さんに花をもらうなんて初めてだよ」

　私は男爵夫妻のことを考えていた。

　数ヶ月しか一緒に暮らしていない私でさえ、ノンナを失うのかと思ったらあれほど寂しかったのだ。実の娘を三歳で失った男爵夫妻の嘆きはどれほどだったか。私にも爪の先ほどはその痛みが理解できた。

　帰宅して肉を煮込みながらあちこちを濡ぬれ拭ぶきし、窓を磨いた。ノンナがこの世からいなくなることを想像するだけで泣きそうになる。エバ様からは「全て片付いたから安心していい」と連絡をいただいた。

　翌日、ハンソン男爵家からたくさんの荷物と手紙が届けられた。




『私たちは領地に戻って領地経営に専念することにした。少しだけドロレスをこの手に取り戻したような時間をくれたことに感謝する。　　ウィリアム・ハンソン』




　たくさんの箱の中身は高価そうなドレス、靴、アクセサリー、下着、夜着、室内履き、バッグだった。ノンナはたいして興味を示さなかったが私はそれらを眺めて胸が詰まった。

　部屋のドアに鍵をかけたのはやりすぎだけれど、ノンナが逃げ出して戻ってくる気がないと知ったとき、そしてこれらの品を手放すとき、夫妻はどんな思いだったろうか。我が子の代わりはどこにもいないのだ、と納得してくれただろうか。

　ふと思う。私の両親は八歳の私を手放したあと、寂しいと思ってくれただろうか。もう尋ねることもできないけれど、聞いてみたかった。生きていたら「もちろん寂しかったよ」と言ってくれただろうか。そうだといいなと今更どうしようもないことを考えた。

　ヨラナ様と団長さんにノンナが戻ってきたことと、男爵様が領地に帰ることを報告してこの件は終わりにした。




　夜、私とノンナはのんびりと夕食を食べていた。

　するとドアがノックされ、団長さんが来てくれた。

「あー、ビクトリア。報告があるんだが」

「なんでしょう」

「エバ夫婦が俺の兄のところにノンナの件を相談に来た。兄がハンソン男爵に『双方が納得して正式に手続きを終えるまでは、ノンナの保護者がビクトリアであることを忘れないでほしい』と注意を促してくれた。それと、俺が君の身元保証人であることも付け加えたそうだ」

「アッシャー伯爵様まで動いてくださったんですね」

「兄は男爵と付き合いがあるらしい」

　伯爵家から話がきて、ハンソン男爵はさぞかし驚いただろう。

「ハンソン男爵の奥方は娘さんが亡くなったあと、しばらく心が不安定な時期があったそうだ。一度、平民の金髪の少女を『迷子になっていた娘を見つけた』と言って屋敷に無理やり連れ込んだことがあるらしい」

「まあ……」

「ハンソン家の体面に関わることだから、その子供の家族と男爵家の使用人は口止めされたらしい。しかしどこから聞いたのか俺の兄は知っていた。俺は知らなかったしエバ夫婦も知らなかったそうだ」

　男爵夫人は感情の起伏が大きい方かな、とは思ったが、そんなことがあったとは。

「兄は『ノンナがそれほどそっくりなら、本人が嫌がっても夫人がノンナを手放さなくなるんじゃないか』と心配したようだ」

「団長さん、アッシャー伯爵様には近いうちにお礼に参ります」

「お礼なんていいんだよ。兄はバーナード伯父おじ上うえのことで君に感謝しているんだから。もしお礼をしないと気になるというなら、兄になにか酒のつまみでも作ってくれたらきっと喜ぶよ。俺が届けよう」

　団長さんは笑って帰っていった。

「ノンナ、お泊まりしているとき、何か怖いことされなかった？」

「されてない。でも、奥様だけの時は少しいやだった。ずっとドロレスって呼ぶんだもん。あと、家族が揃ったって言って泣くのは怖かった」

　なんて切ない話だろう。

「でももう気にしてないよ」

「あなたは強いわね。そして優しいわ」

「ビッキー」

「なあに？」

「ジェフとは一緒に暮らせないの？」

　自分が他の家の家族にされそうになって、そんなことを思いついたのだろうか。何も答えられず、私はノンナの頭を撫でた。

　（そうできたらいいけどね。無理なのよ）と思いながら。
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　王都の大通りをビクトリアとノンナとジェフリーが歩いている。ビクトリアはこの国に来た日のことを思い出していた。

　ハグル王国からアシュベリーに来たとき、ビクトリアは一ヶ所に長居せずに半年くらいで引っ越すか、他国に行こうと考えていた。三年くらいはそうやって住む場所を変えながら過ごすつもりだった。

　ハグルの特務隊では次々新しい隊員が育つし、特務隊はビクトリアにかけた費用よりも捜索にかける費用の方が大きくなるようなことはしないはずだ、と考えていた。

　数日前、とあることでビクトリアは引っ越す覚悟を決めた。

　マイルズさんと鍛錬をしたときにマイルズさんがあの家の本当の住人じゃないと確信したからだ。

　あの家に長く住んでいる本当の住人は左利きでもっと小柄だ。

　最初は長年左手で握られ続けた真しん鍮ちゅう製のドアノブの変色した位置に違和感を感じた。

　両手利きの人もいるから、とも思ったが、確認のための対人戦ではっきりした。マイルズさんは完全な右利きだった。

　更に、玄関脇の大工道具のコーナーに置かれていた道具拭き用の古靴下は、マイルズさんでは履けないサイズだった。家のあちこちに釘くぎを打って整然と物を引っかけて整頓しているが、その釘の位置がマイルズさんのちょうど目の位置だ。そんなこと、本人ならするわけがない。

『元工作員の家の裏うら隣どなりに腕の立つ元軍人が住んでいて、本当の住人とは別人。その別人は、私が走り出して数日後に走るコースの途中で休憩していた』

　これはもう偶然ではない。誰かが自分の動向を探らせるためにマイルズさんをあの家に住まわせたのだ。

　これが自分の壮大な勘違いだったとしても、それでもいい。『すぐに引っ越せ』と自分の勘がそうせっついているのだ。

　いきなり姿を消すような最後はとても胸が痛んだ。だからお世話になった皆さんには、手紙にお礼の言葉といきなり引っ越すことへの謝罪を書くことにした。

　手紙は全部で八通になった。ビクトリアは胸の痛みには目をつぶることにした。
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　私がマイルズさんと鍛錬をする少し前のこと。

　語学の勉強をひと通り終えた後でクラーク様が質問してきた。

「先生、ハグル王国は寒いんでしょう？」

「そうらしいですね。十一月には雪が降る、と読んだことがあります」

「父が仕事でハグル王国に行くとき、今度は僕も連れていってくれるそうです。先生とノンナも一緒だったらいいのになぁ」

「私たちはクラーク様の旅のお話を楽しみにしておりますわ」

「ビッキー、ハグルって遠い？」

「そうね、遠いわね。馬車だと片道三週間はかかるわね」

「じゃあ、いい。ハグルに行かない。スーザンさんにレースを教わってる」

　そう、ノンナはスーザンさんの部屋にお泊まりするたびに少しずつボビンレースを編んでいる。編み棒やかぎ針を使わずにボビンに巻いてある糸を交差させて編む手間のかかるレースだ。スーザンさんが得意だ。一度作品を見せてもらったが、それはそれは繊細で美しかった。

　ノンナは身体を動かすことも大好きだが細かい作業も好きだ。銀のスプーンを一心不乱に磨いてくれる。そんなところが私に少し似ていて嬉うれしくなる。

　ハグル王国には何があっても行く気はない。とくにノンナは連れていくわけにはいかない。特務隊の関係者にノンナを見られたら、養成所に入れられてしまうだろう。
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　ジェフリーの実家で、ジェフリーと母のコートニーが会話をしている。

「ジェフ、こうして私の体調を心配してくれるのはとても嬉しいけれど、忙しいときはあなたの用事を優先していいのよ？」

「気楽な独り身ですからそれほど用事はないんですよ、母上」

　コートニー前伯爵夫人は金髪の頭を傾けて微ほほ笑えんだ。

「エドワードからあなたに親しいお嬢さんができたと聞いているけれど、私はいつになったら紹介してもらえるのかしら？」

「それは……もう少しお待ちいただけますか。まだ何も決まっていないんです」

「あらあら。勇猛果敢なはずの第二騎士団長様はずいぶん慎重なのね。お相手の身分のことならなんとかしてあげられますよ？」

　問題はそこではない。

　ビクトリアは自分を嫌ってはいないようなのに、自分が一歩踏み込むと彼女は一歩下がる。それはおそらく……。

　そこでジェフリーはため息をつきそうになったが堪こらえた。まだ夕方と夜の間くらいの時間だったが、母におやすみの挨拶をして自室に引きあげ、今度こそ正直にため息をついた。




　夜会の時、彼女はあの男が不審な動きをしていたことを会場の誰よりも早く気づいた。会場の庭であの男を失神させたのもビクトリアだろうと今は思っている。彼女は腕の立つセドリック殿下を追い詰め骨折させたが彼女自身は無傷だった。

　ビクトリアが四ヶ国語に堪能で、掃除と料理も得意で、体術と剣術の腕でセドリック殿下に勝り、木登りも得意。それらを全て知っているのはおそらく自分だけだ。

　そこから導き出される答えが、自分にはひとつしかなかった。

　『脱走工作員』だ。

　工作員は幼いときから組織に忠誠を捧ささげるように洗脳される上に高い報酬を得られることから、脱走したという話は聞いたことがない。しかし何事にも例外はあるだろう。

「俺や伯父おじ上うえに近づいたところで何の得もない。アンダーソン家の家庭教師は頼まれて引き受けている。あの年齢で引退もないだろう。だとしたら」

　やはり組織から逃げてきたと考えると全てに合点がいく。過去を話したがらないことも、何を恐れているかを決して言わないことも。だとするとビクトリア・セラーズというのもおそらく偽名だろう。

　ここまでくると、いつも考えは堂々巡りだ。

　自分が彼女とともに生きることを選ぶなら、兄と兄の家族に迷惑をかけないようにこの家から籍を抜き、平民になるのが最善の道だ。騎士団長を辞めることはもちろんだ。

「いっそのこと、彼女とノンナを連れて三人で他国に行くのはどうだろうか」

　それはもう何度も考えたことだ。幸い身体は頑丈だし周辺諸国の言葉ならなんとかなるから何かしら仕事をして食べていくことはできるだろう。

　しかし肝心のビクトリアは『踏み込んでくれるな』と訴えているように見える。

　「俺と一緒に暮らそう」と告白した途端にノンナを連れて姿を消される気がする。彼女が本気で姿を消したらもう自分には見つけられないだろう。

　ガシガシと艷やかな銀髪を指でかき回し、ジェフリーは天井を見上げた。




　ビクトリアの家では、ノンナが読んでいた本を置いて台所にいるビクトリアに話しかけていた。

「ビッキー！　次はいつジェフが来るの？」

「さあ。団長さんは忙しいからねえ」

「ジェフ、来るといいなぁ」

「そうねぇ」

　コンコン！　とドアがノックされた。

「きっとジェフだよ！」

　そう言ってノンナはドアを開けようとして止まる。ドアの鍵を開ける前に相手の声を確かめるのはこの家の数少ないルールのひとつだ。

「こんばんは。美味おいしい焼き栗ぐりを買ってきたよ」

　聞き慣れた声を聞いてノンナが急いで鍵を開けた。

「ジェフ！　こんばんは！　わぁ焼き栗！」

「まあ、団長さん。いつもありがとうございます」

　ジェフリーはビクトリアとノンナの三人で焼き栗を食べながら他た愛わいのない会話で笑い合う。

　強く踏み込めば消えてなくなるであろうこの時間を、ジェフリーは愛いとおしみながら過ごした。




　ジェフリーが帰った後、ビクトリアが人に見せられないものを暖炉で燃やしている。

「ビッキー、何してるの？」

「ん？　お片付け。ノンナ、本当に大切なものだけ肩掛け袋に詰めてくれる？」

「大事なものはひとつしかないよ。これ！」

　ノンナが見せたのは彼女を保護して最初に買い与えた青いリボンだった。

「そっか。じゃあ、リュックに着替えと下着を一日分だけ入れておいてくれる？」

「はぁい」

　ノンナには引っ越すことをギリギリまで伏せておこう。うっかり誰かにしゃべられたら困る。

　団長さんに引き止められたら。クラーク様に悲しい顔をされたら。バーナード様とヨラナ様にがっかりされたら。

（だめ。そろそろ潮時だから。最初に決めていたことじゃないの）

　そう思ってノンナを見る。当分はのんびり落ち着いた暮らしは送らせてやれないが、絶対にノンナを手放さないと約束したことは忘れていない。

　そこで気がついた。ノンナの顔が妙に赤い。目も潤んでいる。慌ててノンナのおでこに自分のおでこをくっつけてみた。

「大変。あなた熱があるわ」

　ビクトリアは新しく作った身分証を入れた小袋をそっと部屋の隅に置き、急いでノンナを寝かしつけた。




　それから数日が過ぎた。

　ビクトリアはノンナを看病し続けている。

　ノンナは流行はやり風邪のようだった。熱が上がり咳せきが酷ひどい。食欲がなく、水や薄い果実水を少し口にするだけだ。エバ様に聞いた過去の流行り風邪のことを思い出して、暗い想像に飲み込まれそうになる。

（大丈夫。ノンナは体力がある）

　繰り返し自分にそう言い聞かせるが病気の子供を看病するのは初めてだ。このまま悪くなるのか回復するのかの見当がつかない。温まった額の布を冷たい水に浸して絞ったり、汗をかいていれば着替えさせる。そんなことしかできないのが焦じれったい。

「ビッキー、ごめんね」

「なんで謝るの。子供が病気になるのは仕方ないわ。早く治るようによく眠ってね」

「うん」

　熱と咳はしつこかった。

　しかし四日目を過ぎたあたりで熱が引いて、ノンナが食欲を見せた。湿った咳はまだ残っているものの穏やかになりつつある。

「ノンナ、病気に勝ったみたいね」

「もう苦しくないよ」

「そう？　よかったわ。あとはしっかり食べて眠れば治るわよ」

「アップルパイが食べたい」

「それはもう少し待ってね。おなかがびっくりしちゃうから」

　発熱から十日後にはノンナはすっかり回復した。

（だけど、馬での移動はまだ無理ね）

　ビクトリアはそう判断した。
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　ハグル王国のノーマン・ハイランド伯爵はアシュベリー王国に来ていた。

　ノーマンの領地は木工業が盛んで、アシュベリー産の良質な木材を船で運び、高級家具を作っている。ノーマンが他国を訪れるときは料理人のデイブも一緒だ。美味おいしいものを彼にも食べさせて屋敷で再現してもらうのだ。

　無事に木材を買い付け、海の幸を堪能し、そろそろ国に帰ろうかというとき、アシュベリーの貴族から家具の大口注文が入った。家中の家具を全部ノーマンの商会のものに交換したいという。

　ノーマンは帰国を先延ばしして、料理人デイブと共にアシュベリーの王都に向かった。

　王都の繁華街を移動する馬車の中、デイブは人波の中に見知った顔を見つけて窓に顔を寄せた。見知った顔は女料理人のキャロルだった。

　キャロルはデイブが前の仕事場にいた頃の弟子だ。侯爵家に紹介してくれた貴族が『知り合いの娘だ』と言っていた。

　キャロルは料理の勘が良く、いい料理人になりそうだった。侯爵家の若い後妻候補に気に入られ、頻繁に女性の話し相手をさせられていた。

　だがある日突然、侯爵様が失脚した。すると若い後妻候補はさっさと自分の宝石を持って逃げ、なぜかキャロルも一緒に消えた。デイブはキャロルを自分に託した人物に手紙で報告したが、届いた返事は『キャロルのことは心配は無用』というそっけないものだった。

　さっきキャロルと一緒にいたのは銀髪の大男で、見るからに貴族だった。もう一人は金髪の美少女で、三人は楽しそうに笑いながら歩いていた。

（キャロルは貴族の後妻にでも入ったのだろうか。そういえばあの若い後妻候補はどうしているだろう。ピンクのドレスが大好きで、微妙に色の違うピンクのドレスを何着も持っていたっけ）

　そんなことを思い出したが、デイブは主人に話しかけられて頭を切り替えた。




　その後、デイブは主あるじと共にハグル王国に戻った。

　ある日、市場での仕入れの帰り、一人の男性に気がついた。失脚する前の侯爵に自分を斡あっ旋せんしてくれた恩人である。デイブは馬車に乗って立ち去りそうな伯爵を追いかけて声をかけた。

「伯爵様、イグズリー伯爵様！　お久しぶりでございます。以前侯爵家にご紹介いただきました料理人のデイブでございます」

「ああ、君か。元気にしていたかい？」

「はい。今はハイランド伯爵家で働かせていただいております」

「そうかそうか。これからも頑張りなさい」

　イグズリー伯爵は「もう用事は済んだ」とばかりに御者に声をかけようとしたが、デイブの次の言葉を聞いて動きを止めた。

「キャロルはイグズリー様からお預かりしましたのに、お役に立てず申し訳ないことでした。アシュベリーで見かけましたが元気でやっているようでした」

「キャロル？　見たのか？　間違いなくキャロルだったのか？」

「はい。すっかりきれいになって幸せそうでしたよ」

　イグズリー伯爵はそこからデイブに猛烈な勢いでキャロルのことを質問した。

　キャロルを見た場所、一緒にいた人物、キャロルの服装や髪型まで。デイブは全てを答えてから解放され、唖あ然ぜんとしたままで置いていかれてしまった。
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　ハグル王国特殊任務部隊の中央管理室。

「それは本当ですかイグズリー伯爵」

「ああ。五ヶ月も一緒に働いていた料理人が言うのだから確かだと思うよ」

　そこからランコムは根掘り葉掘りイグズリーに質問し、メモに取った。

　イグズリー伯爵が帰ったあと、ランコムは隊員たちに告げた。

「クロエが見つかった」

　驚いた顔の隊員たちが集まってくる。

「アシュベリーの王都にいたそうだ」

「つまり……クロエは脱走したってことですか？」

「そのようだな」

　隊員たちは互いに顔を見合わせ、騒いだ。

「アシュベリー？」「なんでエースが脱走？」

「私がクロエの回収に向かう。ダン、ヤコブ、同行しろ」

「はい。しかし室長自ら向かわなくても俺たち二人で……」

「お前たち二人でクロエを説得し同意させて無傷で連れてこられるのか？　特務隊が欲しいのは物言わぬ遺体じゃない。クロエの技術と才能を取り戻すのが目的なんだ」

　ランコムの刺すような眼差しに口出しをしたダンが顔を強こわ張ばらせた。

　すぐに出発の許可を得ようとしたが、宰相はしばらくランコムを待たせてから部屋に入ってきた。

「お前がわざわざ行く必要はない。クロエを失うのは残念だが、連れ帰るのは諦めろ」

　ランコムは（やはりそうなるか）と落胆した。クロエをこのまま消すのは惜しかった。これから経験を積ませた上で養成所の教官をさせれば、特務隊の候補生たちの技術にどれだけ貢献できることか、と思う。

「クロエを必ず説得して連れ帰り、またこの国のために貢献させますから、どうか」

　ランコムは深く頭を下げた。それを宰相がうっすら苦笑して眺める。

「ランコム、相手はクロエだぞ？　生かして連れ帰るのは無理だ。何より陛下がお望みではないのだ。『飼い主に忠誠を誓えなくなった犬は処分せよ』とおっしゃっている」

「……」

「アシュベリーの連中がクロエの価値に気づく前に、行きずりの犯行に見せかけて処分する。この話はここから先、お前たちの手を離れる」

　つまり暗殺部隊の案件になったのだ。

「クロエに関する目撃情報は全て提出するように」

「……はい」
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　ハグル王国特殊任務部隊が使っている建物の三階。殺風景で狭い部屋に、メアリーの朝食が運ばれてきた。運んできたのは若い男だ。最近はランコムが来ない。

「ランコムはどうしたの？」

「ランコムさんは忙しいんだよ。今は養成所を手伝ってる」

「室長が替わったの？」

　男は質問には答えず、食事を載せたトレイを雑な感じにテーブルに置いて出ていった。

　メアリーはとりあえず食べることにした。体力を落とすわけにいかない。立ち上がってテーブルに向かうとジャラッと鎖が重い音を立てる。彼女の足首に鉄の輪がはめられていて、そこから長い鎖がつながっている。窓には鉄格子。

　こんな生活になってもうすぐ二ヶ月だが、誰も救いには来ていない。

（自分は見捨てられたのだ。このままでは殺されてしまう）

　殺されないのは、今はまだ使い道があると思われていたからだろう。

　監禁される前、こっそり人に会い、戻ったら鎖につながれた。

「やっとお前の証拠をつかんだよ。自分に監視がついてないとでも思ったか」

　ランコムは吐き捨てるように言った。

　メアリーが二重工作員になったのは二十歳の時だ。

　後輩に成績で追い越され、自分は小さな仕事しかもらえなくて焦っていた。そんなときに声をかけてきたのがランダル王国の人間だった。

「特務隊の情報を流してほしい。ランダルは君のような優秀な人を求めている。もしもの時は、我々が必ず君を救い出す。君は貴重な存在だ」

　その言葉を鵜う呑のみにした自分は愚かだった。

　自分は利用されただけ。ランダルにもハグルにも。おそらくランコムとは正式な結婚の手続きはされていないだろう。結婚は自分を怪しんだランコムが監視するために打った芝居だったに違いない。

　もう時間がない。新しい室長が不要と判断すれば殺されてしまうだろう。




「おい！　メアリー！　どうした！」

　夕食を運んできた男が、口から血を吐いて床に倒れているメアリーに駆け寄った。

「おい！　メアリー！」

　男が人を呼ぼうとして立ち上がった瞬間、メアリーは男の足首をつかんで引っ張り、転倒した男の首に鎖を巻きつけた。

　男が失神したのを確認し、シーツを裂いて作った紐ひもで男を縛り上げ、猿さる轡ぐつわも噛かませた。立ち上がって自分の口の中を舌でなぞる。爪で思い切り引っ掻かいた傷は深く、痛みと鉄の味に顔をしかめた。男の服を探って部屋の鍵を手に入れた。

　鎖を外す鍵はなかったから、男が持っていた銀製の爪つま楊よう枝じで足首の鉄の輪の鍵に取り組んだ。やがてカチャリと音を立てて足輪が外れた。口の周りに血を付けたままメアリーは男を見下ろした。

「いずれ私を殺すつもりだったんでしよ？」

　意識を取り戻して唸うなり声をあげる男の頭を蹴り飛ばし、メアリーは笑った。

「殺しはしないわ。あんたみたいな下っ端、殺す価値もないもの」

　メアリーはシーツの残骸をコップの水で濡ぬらして口の周りの血を丁寧に拭ぬぐい、部屋から出てドアに施錠した。行くあてはないが留とどまっていれば殺される。

（もう誰も信じるものか）

　メアリーは二階まで降り、窓から飛び降りると暗い場所を選んで走り、塀を乗り越えた。
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　アシュベリーの王城。北の棟。

「君、ちょっとこちらへ」

　『管理部長』と呼ばれる人物が侯爵家親子の素行に関する資料を部下に手渡した。

「これはもう終わりにしていいよ。侯爵だけでなく息子の素行もかなり酷ひどかったね」

「夜会での事件をきっかけに調査を入れて、侯爵親子の素行を知ることができたのは幸いでした」

　管理部長が渋い顔をした。

「侯爵は自分の行いが平民の怒りと貴族への反感しか生まないってこと、なぜわからないかね。あれだけ仕事ができる人物だったのに」

「息子の方もかなり問題ありでしたね。闇やみ賭と博ばくに通うだけでなく、裏の人間に借金をしているとは。それもとんでもない金額でしたし。息子が親の役職を継いでいたらいいように利用されたかと」

　ガラスペンを指先で回しながら聞く部長。

「おそらくそのための賭博だよ。最初だけイカサマで大勝ちさせたんだろう。息子も仕事はできたのに、なんで親子揃そろってああかねぇ」

　貴族が平民の反感を買うのは愚の骨頂だ。民の怒りが積み重なった末に消えた王家が歴史上どれだけあることかと管理部長は思う。

「それで、例の赤毛の女性はまだ見つからないの？」

「はい。男の方はどう調べても私し怨えんで襲っただけでしたので、脱獄させた意図が不明で。なので捜索の範囲を絞れず、見つけにくいのです」

「そう」

「それと、妹の方も行方がつかめません。精神的に相当参っていたという近所の証言がありますから、最悪の場合もう生きていないかもしれません。兄と一緒の可能性もあるにはありますが手がかりがまだ」

「そう。わかったよ。あの男も情状酌量の余地はあったんだよね。ただ、犯行に及んだ場所が悪すぎた」




　管理部長が束ねている部署は、王城内でも陽当たりの悪い北側の棟に場所を割り振られている。そこは外務部、財務部などの華やかな部署とは距離があった。

　北棟には三つの部署が配置されている。

　『修繕部』が二階、『資料管理部』が三階、『諸制度維持管理部』が四階を使っていた。

　だが実際は三つの部署はひとつであり、その存在を噂うわさでのみ知る者たちからは通称で『第三騎士団』と呼ばれていた。

　第三騎士団の正体は極秘にされており、正体を知っている者は片手で足りる。大臣たちさえ詳しいことは知らず、そういう組織があると知っている程度だ。

　第三騎士団の長は宰相だが、実際に動かしているのは『諸制度維持管理部』の部長だ。

　他の部の長が大臣と呼ばれるのに『諸制度維持管理部』の長は『管理部長』と呼ばれていて、世間的には冷遇されている部署の長と思われている。

　現在の管理部長はその頭脳の明めい晰せきさ、高い倫理観、鋭い洞察力、誰とも揉もめ事を起こさない人柄などからこの役職に選ばれた生粋の文官畑出身だ。

　人付き合いの巧みさから『社交界の噂で知りたいことがあれば部長に聞くのが一番手っ取り早い』と第一王子が言う。多分揶や揄ゆではなく本気で言っている。

　そして彼の洞察は宰相に『気味が悪い』と言わせるほどよく当たっていた。

　本人は「面倒な雑務をぜーんぶ押し付けられるつらい部署」と言っているが、愚痴を言う割に生き生きと仕事をしていた。




　その管理部長が今、一人になると鍵のついた引き出しの中から「保留」と書かれた封筒を出し、中から三つの書類を取り出した。

　ひとつは陛下の命めいで調べさせたビクトリア・セラーズの調査報告書、もうひとつは夜会事件の謎の女性についての報告書、もうひとつは脱獄事件の報告書である。

「全部若い女性。それも彼女が入国してからばかり」

　男は白髪の混じっている艶つややかな銀髪をかき上げてため息をつく。

　ランダル王国からの報告書を信じれば、ビクトリア・セラーズは白だ。だがその報告書は自分が個人的に知っている情報と食い違う部分がある。

　報告書で『生死不明』とされている彼女の両親は「火事で死んだ」と聞いている。「火事」という事件があり、死亡が確認されているなら手違いがあったとしても「生死不明」にはなりにくい。

　馬に関しては「軍人の兄に習った」と言ったらしいが「本物の」ビクトリア・セラーズに兄はいない。

「油断したね、ビクトリア」

　困ったような顔で部長が書類を眺める。

　そしてもうひとつ。自分の勘が『脱獄を手伝った赤毛の女はビクトリアではないか』と訴える。証拠は全くない。

　この三件が全部ビクトリアだとしたら、彼女はなぜこの国に来たのか。なぜ死刑囚を脱獄させるような自分の得にならないことをしたのか。本人に直接聞いてみたい。




　従妹いとこの夫であるアンダーソン伯爵にそれとなく「クラークの語学が伸び悩んでいるならビクトリアを語学の教師に雇ってみたらどうだい？　伯父おじ上うえの怪け我がが治るまで、彼女も収入が減って大変だろう」と助言した。彼女をできるだけ目の届くところに置いておきたかったからだ。

　自分はビクトリアのことを気に入っている。彼女は弟を心の牢ろう獄ごくから連れ出してくれた大恩人だ。できることならジェフリーとビクトリアの関係を応援してやりたいと思っている。しかしはっきりしないことが多すぎた。

　おそらく彼女は何かから逃げている。その理由によっては保護したいが、同時に理由によっては当事国に引き渡さなければならない。

　もし彼女がなんらかの罪を犯しているのなら、一人の外国人のために国同士が揉めるような事態は避けたい。

　「うーん」と唸うなってからエドワード・アッシャーは（今はまだ自分の憶おく測そくを宰相に話すのはやめておこう）と決めた。今までは「こういう可能性も視野に入れておいてください」と宰相や陛下に自分の考えを述べることが多かった。

「宰相はせっかちだから『適当な理由を作って国外追放にしろ』と言いかねないな」

　考えるときの癖で髪を前から後ろへと指で梳すく。




　エドワードは三つの書類を再びもとの封筒に戻し、引き出しに入れて鍵をかけた。ここの人間にこんなチャチな鍵はかけてもかけなくても同じと知っているが、鍵があるならかけておきたい。そういう性分なのだ。

　そこで今度は別の部下を呼んだ。

「マイルズ氏からの報告はどうなってるの？　あ、そう。順調か。それなら彼はそのままで」

　弟だって、少なくとも彼女がただの平民じゃないことくらいは気づいてるだろう。

　（ジェフが早まったことをしないといいんだけど）と、優しすぎて一いち途ずすぎる弟を心配する顔は一瞬だけ兄の顔になった。
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「マイルズさん、アレグを連れていきますね」

「おう。今日は嬢ちゃんはいないのかい？」

「ええ、風邪気味なので家で留守番です」

「そうか。お大事にな」

「はい。ありがとうございます」

　それがマイルズがビクトリアを見た最後だった。いつもは早朝に来てアレグを連れ出し、三十分か一時間で戻るのに、その日は夕方になっても戻らない。

（子供が留守番してるっていうのに。出先で何かあったか？）

　心配になったマイルズはヨラナ夫人のところに顔を出した。裏隣の老婦人の家には鞍くらに騎士団の紋章を付けた馬がいた。




「こんにちは。ちょっとビクトリアさんのことでお尋ねしたいことがありまして。自分はこちらのお屋敷の裏に住んでおりますマイルズと申します」

「少々お待ちください。すぐに取り次ぎます」

　そうして通された応接間にはあの騎士団の馬の乗り手と思われる銀髪の大男がいた。

「ご来客中失礼いたします。わたくし、こちらのお屋敷の裏隣の家に住んでおりますマイルズと申します。ビクトリアさんのことでお尋ねしたいことがありまして」

　ビクトリアの名前を聞いた大男が露骨に自分を観察してくる。やはり彼女に何かあったようだ。

「ヨラナ・ヘインズです。ビクトリアのことですか。どのような？」

「彼女がうちでお預かりしていた馬に乗って出たあと、戻ってきません。出先で何かあったのではと心配になりまして」

　ヘインズ夫人と大男が互いに一瞬見つめ合い、二人でマイルズを見た。

「ビクトリアは馬をあなたに預けていたんですか？」

　銀髪の大男が食いつくように質問してきた。

「はい。費用を頂いて自分が世話をしていました」

　そこでテーブルの上、夫人の手元に何通もの手紙が置いてあるのに気づいた。

「マイルズさんとおっしゃったわね。確か裏に住んでいらっしゃるのはピーターさんという元お役人さんだったはずですが」

「ええ、しばらく前に私が引っ越してきました。ピーターさんは娘さんのところへ」

「そうでしたの。ビクトリアさんならここにはもういません。朝早く出ていったようです。マイルズさん宛あての手紙がありました。誰のことかと思っていましたが、あなたでしたか」

　そう言って一通の封筒をスイッと滑らせてきたので急いで開封して読む。

『アレグのこと、今までお世話になりました。栗くり拾い、楽しかったです』

　わずか一行だった。銀髪の騎士が見せてほしいと言うので見せた。

「ビクトリアさんに何かあったわけではないと知って安心しました。では自分はこれで失礼いたします」

　マイルズは笑顔でお屋敷を後にして仮の自宅に戻ると一目散に王城へと馬を走らせた。




　ジェフリーも立ち上がり

「ヨラナ夫人、私は手紙を届けてきます」

　と言ってエバ夫妻、クラーク、バーナード、兄への手紙を懐にしまい込んだ。

「お呼び立てした上にお手数をおかけするわね。団長さん、ひとつ聞いてもいいかしら」

「どうぞ」

「ビクトリアから何も聞いていないの？」

　聞いてからヨラナ夫人は後悔した。いつも穏やかな笑顔を浮かべている団長さんの顔に一瞬痛みを感じたような表情がサッと現れ、またすぐ消えたからだ。

「はい。残念ながら何も聞かされておりません」

　ジェフリーは笑顔で一礼して立ち去った。




「スーザン！　スーザン？」

「はい、奥様」

「きっとビクトリアとノンナは戻ってくるわよ。いつまでも泣くのはおやめなさい」

　注意しているヨラナ夫人も元気がない。

　自分への手紙には繰り返し謝罪と感謝が書いてあり、『できる限り片付けたけれど、残っている物は処分してほしい』と書いてあった。彼女はもう戻らないつもりなのだ。残されていた荷物は悲しくなるほど少なかった。

　（どうか無事で。そしていつか帰っていらっしゃい）と願う。

　半年だけのつながりなのにとても寂しかった。彼女はなぜこんな生き方をしているのだろうとは思うけれど、どう考えても彼女が悪事をして逃げている人とは思えなかった。

　木の枝に引っかかった帽子を取ってきてくれたときのビクトリアを懐かしく思った。




　馬を速足で進ませながらジェフリーは手紙を配った。皆手紙を読んで驚き悲しんでいた。

　クラークが「事情を知りたい」と食い下がってきたが「俺にもわからん」と返した。早々に第二騎士団の宿舎兼待機所に戻り、執務室で自分宛あての手紙を開く。

　ビクトリアの文字は整然としていて乱れがない。




『ジェフリー・アッシャー様

　突然姿を消してごめんなさい。

　このままこの家に留とどまることができない理由があるのです。

　私を励ましてくれて、優しくしてくれて、一緒に笑ってくれてありがとうございました。

　こんなに楽しい生活は生まれて初めてでした。

　もっと早く出ていくつもりだったのに、楽しくて幸せでぐずぐずと先延ばしにしていました。

　初めてピクニックを楽しみました。焼き栗を食べながらおしゃべりするのも幸せでした。

　すてきな思い出ができたのは、団長さんのおかげです。

　今までありがとうございました。

　そしてごめんなさい。　　　　　　　ビクトリア』




「ピクニックや焼き栗くらいで礼なんか言うな。あれほど、俺はあれほどいきなり消えないでくれと言ったじゃないか」
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　ビクトリアが姿を消した三日後。

「団長、酒場で知り合った人が『銀髪の騎士団の人に世話になったからお礼がしたい』って言って酒を奢おごってくれたんです。団長のことをいろいろ聞かれましたけど、誰かを助けたんですか？」

「いいや。誰も助けてないが。ちょっと待て。それ、どんな人物だった？」

　若手の団員はしばし考えて

「三十代の女性で愛あい想そうのいい人だったかな。顔は丸顔で黒目黒髪。美人でしたよ」

　ビクトリアが姿を消した二日後に自分のことを探る女。誰も助けた覚えはない。これは偶然だろうかと怪しみ、急きゅう遽きょ団員たちを集めて問いただすと続々と報告が上がる。

「二十代の若い女に団長さんに恋人がいるかと聞かれました。一目惚ぼれしたそうです」

「団長さんの恋人らしい女性に親切にされたからお礼をしたいという子連れの女性がいました」

「酒場で騎士団を褒めちぎる男に酒を奢られました。団長のことを聞かれたような気がしますが記憶が曖昧です」

　これはおかしい。




「いいか、もし俺のことと俺の付き合っている女性のことを聞かれたら正直に言っていい。俺はそれらの人物に全く心当たりがない。もうヨラナ・ヘインズ夫人の家は知られてしまった。騎士団員の口から伝わった以上、しばらくヨラナ夫人の屋敷の周囲を第二騎士団が重点的に警護する。特に夜間だ。いいな」

「はい！」

　そして離れの中に四人、母屋に五人を配置して夜間の警備を始めた。（やりすぎだったか？）と思い始めた三日後の深夜、驚いたことになぜか通称『第三騎士団』の人間もそこに加わった。

　上下真っ黒な制服に黒いニット帽子を目深にかぶった男たちの登場に、第二騎士団員たちが驚いてザワついている。

「あなたたちのことはどこからも、何も、聞いていないが」

「アッシャー第二騎士団長、お宅とは別のルートで情報が入った。こちらの屋敷がハグルの暗殺部隊に近々襲撃されるらしい」

「ハグルの暗殺部隊？」

　暗殺部隊と聞いては譲らざるを得なかった。第二騎士団は街の警備が専門だ。そこで暗殺者の相手は第三騎士団が担当し、第二騎士団は屋敷の周辺の警護をすることになった。ジェフリーは「暗殺者の相手は自分も担当する」と譲らなかった。

「困るんだけどなぁ。怪我しても死んでも文句はなしですよ」

「ああ、もちろんだ」

　こうして第二騎士団と第三騎士団が共同で張り込むことにした翌日。ランプを消して離れの中で息を潜めるジェフリーたちの前に暗殺者が現れた。
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　ハグル王国を出発した暗殺部隊の四人は馬を飛ばし、十日間かけてアシュベリーの王都に到着した。

　『王都在住の銀髪の大男でおそらく貴族』は九割九分、第二騎士団長を務めているジェフリー・アッシャーと思われた。

　アシュベリーに住み着いているハグルの手の者に連絡を取りジェフリー・アッシャーの交際相手の住まいを調べさせた。この国の人間も金で雇って使った。

　するとたった数日で第二騎士団長の交際相手であるクロエの偽名とその住まいが特定された。

「あれがその屋敷か。クロエはおそらく離れの方だろう」

　日中にさりげなく下見をして離れに狙いをつけた。

　夜を待って四人でヨラナ・ヘインズ宅に近づいた。母屋にも離れにも灯あかりがついていた。

「全部の灯りが消えてから一時間は待つ。侵入は三人、見張りが一人」

　リーダーの確認に三人がうなずく。

　やがて全ての灯りが消えた。そのまま一時間待ってから四人は離れに近づき、ドアの鍵を手慣れた様子で開錠した。離れの中に入った三人は二手に分かれた。

　二人組が主寝室らしい部屋のドアをそっと開けて室内に入った。リーダーと中堅の男がベッドの膨らみに近づき、ナイフを構えた瞬間、ヒュッという音。

　音に反応して、振り向きざまにそれをナイフで受けた。

　振り下ろされたのは剣で、振り下ろしているのは大男だ。夜目の利くリーダーは相手が銀髪なのを見て（何でこいつが？）と驚いた。

　そこから反撃する余裕がない。大男の剣は力と速さが凄すさまじく、繰り出される剣を受け止めるのに精一杯で防戦を強いられる一方だった。

　もう一人の仲間も別の男と闘っていたが、すぐになだれ込んできた黒ずくめの男たちに全身を床に押さえつけられ、首の動脈を両手で押さえられて失神した。

　暗殺者のリーダーは逃げ出せる可能性を求めて闘い続けたが、大男の剣を防いでいる最中に黒ずくめの男に足を縄のようなものですくわれて転倒し、押さえ込まれた。

　子供部屋に侵入した暗殺者はドアを開けて一歩二歩踏み込んだところで隣室の激しい物音に気づいて動きを止めた。

（気づかれたのか？）

　隣室に駆けつけようとして廊下に出た瞬間に鳩尾みぞおちに拳を叩たたき込まれ、頭を棒のようなもので強打された。「ガハッ」と声が漏れて暗殺者の動きが止まったところで、もう一人が後ろから首に腕を回して締め上げた。

　外にいた見張り役の暗殺者は仲間が離れの中に入っていったのを見届けた直後、首にナイフを当てられた。ナイフを当てている者とは別の男がスッと正面に立った。

「動いたら殺す。声を出しても殺す」

　流りゅう暢ちょうなハグル語だった。コクコクとうなずきつつ相手の隙すきを見て反撃しようと思ったが、すでに（どこから湧いて出た？）と思うほど黒ずくめの男たちに囲まれていた。

　しばらくして屋敷の庭にたくさんのランプがつけられた。




　黒ずくめの男たちは意識を失っている四人の靴を脱がせベルトも外し、半裸になるまで衣服を脱がしてから縛り上げ、担ぎ上げて運んでいった。実に手早かった。暗殺者の服には小ぶりな暗器がいくつも隠されていた。

　第三騎士団の一人がジェフリーに近づき、「お疲れ」と声をかけて立ち去る。

　ヨラナ夫人とその使用人たちは明るいうちにひっそりと避難していた。

　人の気配がなくなったヘインズ邸を去り際、ジェフリーは離れに目を向けたがすぐに視線を外して王城に向かった。




　暗殺者たちが運び込まれたのは王城の牢獄。真夜中なのに多くの人が出入りしていた。

　しばらくして黒い布で目以外を全て覆った男が牢獄を訪れた。

　暗殺者たちは全員が互いの姿が見えないよう別の牢獄に収容されていた。

「君がリーダーかな？　ああ、猿ぐつわをしてるから答えられないね。驚いただろう？　私たちが待ち構えていて。アシュベリーにも地味だけど特殊任務を請け負う組織はある。君たちが来ることは知っていたよ」

　流暢なハグル語でそう言うと、質問者は「いいよ！」と牢獄の外に声をかけて人を招き入れた。

「拷問されるんじゃないかと緊張してる？　安心してね。うちはおたくと違って手荒なことはしない。注射を一本打つだけだ」

　暗殺者のリーダーは椅子に縛り付けられ猿ぐつわを噛かまされたまま暴れた。

「大丈夫。チクッとするだけで死なないよ。くつろいだ感じになるだけさ。おたくのところみたいに爪を剥はがしたり水に頭を突っ込んだりなんて、この国ではもう長年やってないんだ。私もそういうの、見たくないしね」

　暴れる男を黒ずくめの男が押さえつけ、医者らしい服装の男が手早く注射を打った。注射をした男はしばらく数を数えながら縛られた男を見ていたが

「もう効いてると思います」

　と質問者に囁ささやいた。

　商業王国アシュベリーははるか遠い海の向こうの国からこの薬を買っている。国民全員が黒目黒髪という国から買う薬はかなり高価だが、どれも効き目が素晴らしい。

　火傷やけどの薬や切り傷用の薬、鎮痛剤などと一緒にこの自白剤も国が買い入れていた。代わりにその国にはアシュベリーで育つ良質な黒こく檀たんや紫し檀たんを買ってもらっている。




　質問をしていた男が椅子を動かし、暗殺者の正面に座った。牢獄の扉の鍵が用心のためにかけられたが、質問者の男は気にしない。ハグル語での質問が開始された。

「さて、君たちは誰を狙って来たのかな？　対象者の名前を教えてくれる？」

　穏やかな表情になった暗殺者の瞳孔は、くつろいだときのように絞られている。後ろに控えていた男が暗殺者の猿ぐつわを外した。

「クロエ。クロエを殺しに来た」

「そう。クロエはどんな人なの？」

「特務隊のエース。茶色の髪、茶色の目、中肉中背。二十七歳」

「へええ、エースなの。そうかそうか。で、どうしてクロエを殺そうとしたの？」

「脱走した」

「クロエは何か失敗したの？」

「してない。突然消えた。忠誠を失った犬は殺せと、陛下が」

　質問者が何度もうなずく。

「君たちは辞めたくなっても組織を辞められないって聞いたことがあるけど、本当？」

「辞める？　組織を辞める？」

「そうだよ。辞めたくなったら辞められるの？　辞められないの？」

「辞める者はいない。動ける限り働く」

　男は不思議なことを尋ねられたという顔をしていた。

「教官、事務、雑用、掃除。仕事はいくらでもある。組織を辞めることはない」

　質問者は暗殺者の後ろの人物と目を合わせると、後ろの男が「やれやれ」というように肩をすくめた。

「それ、アシュベリーでは『奴隷』って言うけどね。給料をもらえる奴隷だな。今回の事情はだいたいわかった。君たちは身分証を偽造して入国し、武器を所持して貴族の屋敷の敷地内に不法に侵入。建物内にも侵入。住民を殺そうとした。大変な重罪だよ。さて。次はこの国に住んでいる君の仲間のことを教えてもらおうかな」

　そう言うと質問者は次々と質問をし、しばらくしてから牢獄を出た。続いて質問者の部下も牢獄を出る。牢番に声をかけた。

「もう少ししたら薬が切れるからよく見張っといて。警備兵を配置しておくけど器用な人たちだから油断しちゃだめだよ。また脱獄されたら今度こそ首だからね」




　質問者は階段を上りながら頭部を覆っていた布を取り外した。するとサラリと銀髪が現れた。すぐ後ろを歩く部下に話しかける。

「私が作った連絡網は大成功だ。暗殺者たちより先に連絡が届くとは我ながら感動するよ」

「はい。さすがは部長です」

　エドワード・アッシャーの提案した連絡網は早馬を次々に乗り換え人も交代して進み、夜間も情報が進み続ける。

「宰相は『維持管理に費用がかかりすぎる』と言うけどさ、国民の安全のためにこそ税金を使うべきだよ。他国の軍隊に攻め入られることを思ったら維持管理費用なんて安いものさ。今回それが証明されたね」

「全くです」

「今夜はこれから彼らの仲間を捕まえなくちゃね。逃げられる前にもうひと踏ん張りしてね」

「はっ」

　エドワード・アッシャーは満足げな顔で階段を上った。
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　ノンナの熱が下がってからすぐに一番小さい荷馬車を買った。

　ノンナの風邪がちゃんと治った日、毛布に包くるんだノンナを荷馬車に乗せて陽のある時間だけ進んだ。ランダル王国との間にある国境検問所を通るとき、ノンナは荷台で果物やお菓子をのんびり齧かじっていた。

　今の私は黒髪のマリア。ノンナは黒髪の息子ライル。

　マリアの名前は以前本物のビクトリアの状況を調べてもらったときに折り返しの依頼で調べてもらった。マリアもまた行方不明者だ。八年前にランダル王国からアシュベリー王国に入った人で、それきり帰ってこなかった女性。私より二歳年上で、その時点で子供はいなかったが。

　マリアは黒髪だったので、その情報は使いにくいと思っていた。だから自由市で長い黒髪を見つけたときは本当に嬉うれしかった。




　ランダル王国を移動中、自分の事情をできるだけ正確にノンナに説明した。

「ビッキーは逃げてきたの？」

「うん。辞めたくても辞められない仕事だったの。だからカツラが必要だし、名前も変えなきゃいけないし、引っ越さなきゃならないの。勝手に逃げたから職場の人たちが怒って追いかけてくるかもしれないの。ノンナ、落ち着いて暮らせなくてごめんね」

「いいよ。いろんなところに行けるもん」

「……ありがとう。それで、これからは、ビッキーじゃなくてマリアって呼んでくれる？」

　ノンナは少し考えてから返事をした。

「お母さんて呼んでもいい？　名前だと間違えてビッキーって言っちゃうもん」

　思いがけない返事に驚いて、そして嬉しくて、ノンナを抱きしめて何度もうなずいた。私の方からお母さんと呼んでくれとは言い出せなかったのだ。

「うん。うん。もちろんいいわよ。お母さんて呼んでね。ありがとう」

「えええ。なんで泣くの？」

「なんでもよ」




　私たちは今、ランダル王国で暮らしている。職場は羊牧場。焼き栗ぐりの秋の季節から暮らし始め、三ヶ月たった今は北風が冷たい冬になった。

　賃金はあまり高くはないけれど、住み込みなのがとても助かる。使用人の部屋は十分暖かくて清潔だ。羊の肉も頻繁におすそ分けしてもらえる。

　使用人の部屋には調理もできる煙突付きの大きな薪まきストーブがある。藁を詰めてあるベッドはお日様の匂いがした。掛け布団は贅ぜい沢たくにも羊毛入りで、ぬくぬくと暖かかった。

　牧場で羊の世話の仕方と毛糸の紡ぎ方と染め方を教わり、牧場の奥さんに褒められた。

「あんたは飲み込みが早いねえ。それによく働くわ」

「ありがとうございます。身体と手を使う仕事が好きなんです」

　ノンナは昼間は私の仕事を手伝って羊たちの水を交換したり羊小屋の掃除をしたり。疲れると子羊と遊んでいる。そして毎日夜になると毛糸でひたすらボビンレースの毛糸版を編んでいる。たくさん出来上がったモチーフをつなげてベッドカバーやソファーカバーを作るのだそうだ。

「お母さん、これ売れるかな」

「売っちゃうの？」

「うん。お金を稼ぎたい」

「お金なら私の稼ぎでなんとかなるわ」

「でも売りたい」

「そう？　それなら高く売れるといいわね」

　農場の奥さんであるミーナさんは五十代後半くらいか。私たちが訳ありとわかっているだろうに、雇って住まわせてくれた。たまに

「世の中には女房を殴る男も多いから」

　と言う。私たちはタチの悪い夫から逃げてきたと思われているようだった。

「春になったら毛刈りの仕方も教えてやるよ」

「ありがとうございます、ミーナさん。でも、春の終わりには引っ越しするつもりなんです。教えてもらってすぐ出ていくのが申し訳なくて」

「ああ、そうだったね。寂しくなるね」




　細かい作業が好きな私は、奥さんに卸値で分けてもらった羊毛で毛糸を紡いだ。その毛糸を教わったとおりに草木の汁で染めてセーターを編んだ。編み物は候補生だったときに同室の女の子に教えてもらって以来だったが、十数年前のことなのに手はちゃんと編み方を覚えていた。

「お母さん、その模様、すごくきれい！」

「ありがとう」

「お母さんはいつもありがとうって言うね」

「そうかな。だって本当にありがとうって思うのよ」

　そのセーターは紺色の地に白い毛糸で模様を編み込んでいる。襟えりまわりと袖口に雪の結晶のような白い編み込み模様を入れたセーターは我ながらなかなかおしゃれだと思う。

　気がついたら三ヶ月で十枚のセーターが出来上がっていた。

　ノンナ作のベッドカバーも仕上がった。毛糸のボビンレースは空気が通り抜ける隙間がたくさんあるのに肩や膝ひざにかけると不思議とふわりと暖かい。

「大きな町に売りに行こうか？　ノンナのカバーも売れるわよ、きっと」

「大きな町に行けるの？　大丈夫？」

「私はカツラの他に帽子もかぶってマフラーで口元を隠すから大丈夫。ノンナは毎日私としか会話をしていないでしょう？　子供はたまには他人と触れ合うことも大切よ」




　ノンナを連れて馬車で二時間ほど先の大きな町に向かった。

　大きな町であれこれ買い物をしながらセーターを買ってくれそうなお店を探した。セーターなどの日常着を売っているお店に入り、ノンナの服を数枚買った。お店の人に支払いをした後

「こちらで手編みのセーターを売ってもらえませんか？」

　と尋ねた。店長らしい女性は快活な笑顔でうなずいた。

「物によって、かしら。今、持っているの？」

「はい。見ていただけますか？」

「もちろんよ」

　そして十着のセーターを女性店長は全部言い値で買い取ってくれた。

「これなら十分売り物になるわ。もしこれからも編む予定なら、うちで売らせてもらえる？　それと、こちらのベッドカバー、小銀貨八枚でどう？」

「はい！　それで売ります！」

　興奮したノンナが私より先に返事をしてしまう。

「え？　この子が編んだの？」

「ええ、モチーフはこの子が。二人でつないで大きくしました」

「ボビンレースの応用でしょう？　ここまでよく頑張ったわね」

「はい、頑張りました！」

　ノンナのランダル語はアシュベリー語よりも言葉遣いがきれいだ。

　セーターを売ったお金は十着で小銀貨二十四枚と大銅貨五枚になった。それにしてもノンナのベッドカバーが小銀貨八枚とは。いつの間にかノンナの手札が増えているのが嬉しい。

　二人でおしゃれなお菓子屋さんに入った。ノンナが笑顔で希望を言う。

「クリームがたくさんのケーキがいい！」

　二人でケーキを食べながらノンナが笑顔で「次はどこに行くの？」と尋ねた。

　ノンナはきっと、引っ越しを続けることに対して私が申し訳なく思っているのを知っているのだ。

　賢い子だな、と思う。もっと文句を言ってもいいのに。
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　宰相の執務室でジェフリーは宰相と話し合っている。

「ビクトリアはハグルのエース工作員だったそうだ。脱走したから暗殺者が送られたのだよ」

「エース、ですか」

「陛下の判断でビクトリアはランダル王国の国民であり、理由は不明ながらハグルの人間に殺された、ということになった」

　（なぜ？）と無言で問いかけるジェフリーの目を見て宰相が続ける。

「ハグルの連中は、ビクトリアが生きてると知れば繰り返し我が国に暗殺者を送り込んでくるだろう。厄介だ。ハグルには暗殺者を送り込んだことはバレてるぞ、と遠回しに釘くぎを刺しておく」

「……」

「念のために第三騎士団に尋ねたが、ハグルの情報を聞き出すなら現役の暗殺者が四人も手に入ったから居場所もわからん彼女には興味がないそうだ」

　宰相は眼鏡の鼻に当たる部分を中指で押し上げた。

「我が国は彼女の正体に気づかなかったことにする。ランダルの女性が我が国でハグルの男たちに殺された。これだけのことだ」




　一度咳せき払ばらいをした宰相は、妙に芝居がかった口調でジェフリーに問いかけた。

「で？　君は彼女の正体に気づいていたのか？　それとも気づかなかったのか？」

「薄々気づいておりました。報告せず申し訳ありませんでした」

「歳のせいかな。よく聞こえなかったな。君は何も気づかなかったんだな？」

「いえ、確証はありませんでしたが、薄々は気づいておりました」

　宰相は「はぁぁぁ」と深いため息をついた。

「知らなかったと言い張れば済むのはわかるだろう。正直すぎるのも考えものだよ、君」

　それでもジェフリーは発言を撤回せずにいた。

「まったく。では君に処分が下される。自宅で謹慎して待つように。ビクトリアの件は生涯他言無用だ」

「はっ」

　ジェフリー・アッシャーは騎士団長室で私物をまとめながら考え込んでいた。

　ビクトリアは暗殺部隊とは入れ違いで姿を消した。おそらく彼女は自分がハグルの関係者に見つかったことも暗殺部隊のことも知らないままだ。知っていたらヨラナ夫人たちを置いて姿を消すはずがない。ビクトリアは自分が死んだことになっているのを知らずに隠れ続けるのだ。それがやりきれなかった。

　後日、ジェフリーは騎士団長の職を解かれて全く別の仕事へと異動になった。材木輸出の窓口であるハイデンを抱える領地の保安管理官である。若い隊員たちがしょんぼりした顔で見送ってくれた。

「頑張れよ」

　ジェフリーがそう言うと泣きだす者もいた。

　王都の表舞台から姿を消す配置替えだから左遷だが、ジェフリーは温情ある処分と受け止めていた。解雇されても仕方ない、むしろ自分から辞職すべきと思っていた。元々ビクトリアと生きるために辞職することを考えていた身なのだ。今はそのビクトリアが消えてしまったが。




　ジェフリーは実家で兄のエドワードに頭を下げている。

「兄上、今回のことは誠に申し訳なく……」

「ああ、気にしなくていい。私は雑用係みたいなものだからお前の影響は全く受けない。安心して新しい仕事を頑張りなさい。それより大丈夫か？　お前、少し痩せたんじゃないか？」

「いえ、大丈夫です」

「そうか。あちらは気候も穏やかだ。あちらでしばらくはのんびりするといい」

「ありがとうございます」

　出発する弟の姿を見送り、エドワード・アッシャーは思案顔になる。

　今回の件は表向き『ランダルからの旅人が我が国内でハグル出身の強盗団に殺された。強盗たちは貴族の護衛が処分した。我が国としては迷惑極まりない』と抗議して形だけでも貸しを作れたのはよかった。

（しかし当のビクトリアが見つからないのでは、この処置の内容も連絡のしようがないな）

　エドワードは困ったとは思うが「ま、なるようにしかならないか」と思考を打ち切った。やるべきことはたくさんあるのだ。

　今回捕縛された暗殺者の一人は情報提供者だった。第三騎士団でもそれを知っているのは自分の他には一人だけだ。見張り役だった男はこの国への亡命を求めている。彼の身の振り方を考えなければならないし、次の情報提供者を作らねばならない。




　ジェフリーは愛馬に乗って移動し、配置先の領地の事務所に到着した。

「保安管理官様、ようこそ公爵領へ。わたくし、これまで当領地を管理しておりましたハムズと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　ハムズは五十手前くらいだろうか。短い茶髪、鍛えられてそうな身体。笑顔は優しいが怒らせたら大変なことになりそうな、そんな印象の男だった。

「管理官様、公爵様が昨日からお待ちですよ」

「え？」

　この領地はハイデンという重要な港があるゆえに、いずれ第二王子が公爵となったときに管理する土地だ。しかしセドリック殿下はいまだ王子のはず。（公爵って誰だ？）と思っていると、

「やあ！　ジェフリー。君を失って兄上ががっかりしていたよ」

　と陽気な声がかけられた。

「セドリック殿下！」

　金髪碧へき眼がんの美丈夫が管理事務所からゆっくり歩いてきた。

「もう殿下ではない。いい加減真面目に領地の管理を務めて国のために働くつもりだ」

「はあ、そうですか」

「気の抜けた返事だな。そうだ、私の婚約者を紹介しよう。おーいベアトリーチェ！」

　呼ばれて出てきた女性を見て（あの方とは同名の別人か？）とジェフリーは目を凝らす。

　以前は枝のように細かったベアトリーチェがぽっちゃりした体で頬ほおをツヤツヤと光らせながら小走りでやって来る。

「アッシャー卿、お久しぶりでございます」

「ジェフリー、見違えただろう？　私が公爵領に移ると聞いて彼女が『まだ結婚相手が決まってないなら私を妻にしてくれ』と押しかけてきたんだ。別人のようにたくましくなっていて驚いたよ」

　それを聞いてキリリとした表情でベアトリーチェは後を続けた。

「わたくし、病弱を理由に婚約を解消されましたから。悔しくて悔しくて『健康になって見返してやる！』と頑張りましたの。セドリック様の未来の奥様に負けないように、と思って努力しておりましたのに、婚約もされないままで臣籍降下されると聞いて、じっとしてはいられませんでした。何が何でも私と結婚してくださいませと直談判したのですわ。ふふふ」

　セドリックが穏やかな顔でベアトリーチェの横顔を見ている。

「こんな一いち途ずな女性を蔑ないがしろにしては男が廃すたるだろう？」

　セドリックは実に嬉しそうだった。

「この領地は人の出入りが多い。行事といえばカディスの夏祭りくらいだが、目を光らせるべきことは多々ある。今まではハムズがしっかりと管理してくれていたが、今後は私も領地の繁栄と平和のために、気を引き締めて働くよ」

「公爵様、私も力の限りお支えいたします」

　頭を下げるジェフリーを、セドリックとハムズがうなずきながら見ていた。

（外国人の出入りが多いこの領地の管理はおそらく簡単ではない。気を緩めれば違法な品が出回ってしまうだろう。今日からでもハムズの指導を受けてしっかり把握せねば）

　ジェフリーは仲なか睦むつまじい若い二人を眺めながら気を引き締めるのだった。
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　羊は春早い時期にお産をする。冬の初めには全く妊娠がわからなかった羊も、春が近づくと急激におなかが大きくなる。

　私とノンナはそんな母羊たちを運動させるのに忙しい。

　寒い冬場、おなかが大きくなった母羊は畜舎から出ようとしない。それではおなかの子羊が大きく育ちすぎるし、母羊の筋力も弱ってしまうから、お産の時に難産になって危ないのだそうだ。

「こっちだよー。こっちにおいでー！」

　ノンナが牧場の遠いところに立って羊を呼んでいる。私は羊たちの背後から長い棒を持ってゆっくり棒を左右に振って羊たちを前に追い払う。ちょっとした嫌われ役だ。

　恨めしそうに私を振り返りながら、母羊たちがゆっくりと歩く。

「がんばれーがんばれー。いっぱい歩けー！」

　羊の向こうでノンナが飛んだり跳ねたりしていて、ノンナの方がよほど運動している。

　妊娠している羊たちを一時間ほど運動させて、今度は畜舎に戻らせる。ノンナは「はーいはーい」と両手を振り回して母羊たちを追い立てているが、母羊たちはイソイソと自分から建物を目指して戻っていた。

　牧場の奥さんがやって来て、一頭一頭の様子を丁寧に見て回り、

「今夜この羊がお産になりそうだね」

　と言う。

　お産が始まりそうな羊がいると、牧場の誰かしらが畜舎で待機して様子を見る。難産になったときに母子ともに命を落としたりしないよう、介助するのだそうだ。

「お母さん、羊の赤ちゃんが産まれるところ、見たい」

「んー、血が出たりすると思うけど、怖くない？」

「たぶん」

「じゃあ、牧場の奥さんに頼んでみようか。邪魔はしないって約束で」

「うん！」

　許可が出たので私とノンナが夕食の後で付き添い当番をさせてもらった。

　畜舎には煙突付きの石炭ストーブが一台置いてあって、それほど寒くない。私たちはストーブの近くに椅子を置き、オイルランプの下で私は編み物、ノンナは読書をしていた。

　頻繁に母羊に目をやりながら編み物をしていたら、おなかが大きい母羊がウロウロと歩き回り始めた。

「ノンナ、お産が始まったみたいって、奥さんに伝えてきて」

「わかった」

　ノンナが外がい套とうの袖に腕を通しながら飛び出していき、奥さんと旦那さんを連れて戻った。

　長い時間、羊は痛みに耐えるように鳴いたり立ったり座ったりを繰り返した後で、子羊を産み落とした。ドサッと畜舎の敷き藁の上に落ちた子羊を奥さんが布で拭いて、旦那さんが乾いた布でマッサージするように擦こすりながら拭き上げた。

　ノンナは母羊が苦しんでいるところからずっと見つめていた。目を丸くし、肩に力を入れてジッと見ていた。子羊が「メエエエ」と鳴いた後で三十分以上もかけて苦労して立ち上がると、小さな手で拍手した。

　子羊はすぐに母羊のおなかの下に鼻を押し付けるようにしてお乳を探り、お乳を見つけるとすぐにゴクゴクと飲み始めた。

　命が産まれる瞬間は尊い。私はなんだか胸がいっぱいになってしまって、心のなかで（お疲れ様。頑張ったね）と母羊に語りかけた。ノンナはお乳を飲む子羊をキラキラした目で見ていた。

　羊の親子が落ち着いたのを確認して、私たちは部屋に引き揚げた。




「羊のお母さん、頑張ってたわね。さ、もう寝なくちゃ。すぐに朝だわ」

「眠い」

「一緒に寝ようか」

「うん！」

　二人で藁の詰められたベッドに入り、羊毛の掛け布団をかけた。

「羊の赤ちゃん、可か愛わいかった」

「子羊は思ってたよりも大きかったわ」

「羊のお母さん、苦しそうだった」

「うん。苦しそうだったわね」

　そこでノンナが静かになったので、眠ったのかな、と思ったが眠っていなかった。

「いなくなったお母さんも苦しかったのかな」

「ノンナを産むとき？　そうね。苦しくないお産はないと思う」

「あんなにいっぱい頑張ったの？」

「人間はもっと長くかかるかもね」

「ふうん」

　今言うべきことはなんだろうと考えて、ひとつだけ伝えることにした。

「ノンナのお母さんも、頑張って産んでくれたのね」

「そうだね」

「ノンナも頑張って生まれてきたのね」

　返事がなかった。今度は眠っていた。私はノンナの柔らかな金髪を撫なで、細い身体を引き寄せた。体温の高いノンナはホカホカと温かい。

「生まれてきてくれてありがとう。あなたに会えて本当によかったわ」

　小さく声に出して言う。

　ノンナを捨てた母親に今までは良い感情が全くなかったけれど、顔を知らないその女性に（ノンナを産んでくれてありがとう）と初めて感謝した。
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　春の柔らかい牧草を食べる羊は嬉しそうだ。私は（いつか羊を飼って暮らせたらいいなぁ）と夢想する。

　一ヶ所に腰を据えて羊を育て、毛を刈り、毛糸にして、染めて編む。そんな暮らしをいつかできるだろうか。

　春の終わりに、私とノンナは羊の毛刈りを教わった。大きなハサミで皮ひ膚ふを傷つけないように毛を刈ると、羊はずいぶん小さくなる。体調を崩さないように奥さんが布で作ったベストのようなものを毛刈りした羊に着せる。そこまで手伝ってから私たちは牧場を旅立った。数ヶ月間の牧場暮らしだった。

「またねー！　またねー！」

　笑顔でノンナが農場の奥さんに手を振る。私も振り返り、頭を下げて感謝を表した。




　今度の引っ越し先はランダル王国の南端、アシュベリーとは距離が近い漁師町だ。

　活気のある漁師町の食堂兼宿で、私は今働いている。従業員が何人もいる大きな仕事場で、私の仕事は宿の掃除だが人手が足りないときはなんでも手伝う。

「助かるわ、あんたみたいに元気な人に来てもらって」

「こちらこそ。奥さんに住む部屋を用意していただいて感謝してます」

「そうだ、マリアさん、この前私が譲ってもらったセーターだけどね、お金を払うから旦那の分も編んでもらえないかい？」

「はい。喜んでお引き受けします」

「おしゃれだしお店で買うより安いから、私ももう一枚欲しいんだけど」

「では二枚ですね。なるべく早く編みますね」

「急がなくてもいいのよ。今度の冬に着るんだから」

「色と模様のご希望はありますか？」

「任せるわ」

　これで少しずつでもお金を稼げるのがありがたい。思えば私はアンダーソン家とバーナード様、ヨラナ様に金銭的に大変なお世話になっていたのだ。今は二人で食べていくのが精一杯だが、いつかお詫わびとお礼をしたい。それまで頑張って生きていかねば。

　ノンナは今まで魚を苦手にしていたが、ここアルデに来てからは「ここのお魚は美味おいしい」と好んで魚を食べるようになった。いいことだ。




　ノンナと二人で食堂の外を掃き掃除していたら隣のパン屋さんの奥さんが話しかけてきた。

「マリアさんたちはカディスの夏祭りには行くのかい？」

「え……カディス？　だって国が違うのに」

「その日だけはここからカディスに船が出るんだよ。お祭りはすごい人出だし、たくさん屋台も出て賑にぎやかよ。臨時の船便のおかげで国境検問所を通らずに気楽にアシュベリーに行けるのさ。一応船に乗るときと向こうに着いたときに身分証は見せるけどね」

「そうなんですか」

「行きたい！　お母さん、行きたいよ。お願い、お祭りを見てみたい」

「うん……」

　曖昧な返事しかしなかったら、ノンナはそれ以上人前でねだることはなかった。

　私は誰と会話するときでも先の予定の話題は避けてきた。そんな私が、一度だけ団長さんと約束したカディスの夏祭り。

　黙っていなくなった私が（団長さんはあの約束を覚えているだろうか）と思うのはあまりに身勝手だ。あの時、団長さんは私が逃した脱獄犯を探し続けてヘトヘトだった。覚えてなくても当たり前だ。

　話はそこで終わったと思っていたら、夜になって二人でひとつのベッドに入ってからノンナがもう一度頼んできた。

「お母さん、やっぱりお祭りに行きたい」

「うん、わかった。行こうか」

「ほんとに？　怒ってない？」

「怒ってないわ。私もお祭りは初めてだし」

「お母さんも？　大人なのに？」

「さあ、今夜はもう寝ようね。明日も早いわよ」

「はぁい」

　その夜、私はなかなか眠れなかった。

　夏至の日まであと三週間。お祭りは夕方から夜にかけて行われるらしいから、人波に紛れ込んでカツラをつけていれば多分誰にも気づかれないだろう。

　誰にも見つかりたくないのに（あの日の約束を覚えていてほしい、私たちを探しに来てほしい）と願ってしまう。今更団長さんに会えたところで元の生活には戻れないのに。

　いつから自分はこんな筋の通らないことを考える人間になったのか。

（きっと疲れているのだ、疲れて頭が働かないのだ）

　そう思って目を閉じた。




　特務隊にいた頃は命令を与えられ、働き、褒められ、それで私は満足だった。

　なのに自由になった今はとても孤独で苦しい。アシュベリーの王都を離れてからずっと、聞き分けのない子供のように「寂しい寂しい」と訴えるもう一人の自分がいる。

（特務隊に戻ったら、こんな気持ちは消えるのかな）

　特務隊を逃げ出した人なんて聞いたことがないし、戻ってきた人はもっと聞いたことがないけれど（罰を受けてもいい、雑用係でもいいから戻ろうか）と愚かなことを最近よく考える。もしノンナがいなかったら、私はフラフラとハグル王国を目指していたかもしれない。あの暮らしが幸せじゃなかったことを今の私は知っている。でも、こんなに寂しいよりは楽かもしれないと何度も思った。

『ノンナをあの場所に近づけてはいけない』

　最近あまり働かなくなった頭でも、それだけはわかっていた。

　ノンナの存在が私を引き留めてくれていた。




「お母さん、起きて。お母さん！」

「ん？　ん？　寝坊した？　ごめんね、すぐに朝ごはんを用意するね」

「どうしたの？」

「なにが？」

「目が赤いよ？」

　慌てて壁に引っ掛けてある曇った古い鏡を覗のぞくと、寝不足と涙で目を赤くした私がいた。

「夕べ、なかなか眠れなかったから」

「ふうん」

　急いで目玉焼きを作り、昨夜の刻み野菜のスープを温めた。硬くなりかけているパンはストーブの上でノンナが「アチ！　アチ！」と言いながら焼いてくれた。

「さて、今日も仕事を頑張りますか！」

「はぁい！」

　ノンナの柔らかくミルクの匂いがするほっぺにキスをしてから宿の掃除に向かった。




　昼間は働き、夜は編み物をする。ベッドの中で迷い、疲れて眠り、また働いた。時間は飛ぶように過ぎて、いよいよカディスのお祭りが開かれる夏至の日になった。

　その日は食堂が早仕舞いだった。

「店を開けてても誰も来ないのよ。みんな船でカディスのお祭りに行っちゃうからね。マリアさんたちも早めに行かないときれいな景色が見られないわよ」

「そうですね」

　ノンナが真剣な顔で奥さんの話を聞いている。

「何百、ううん、何千かしら。たくさんの小さな舟がロウソクをのせて潮の流れに乗って沖に向かっていく景色、一度は見なきゃ。きれいよ。帰りは遅くなるだろうから明日は休みでいいわよ。マリアさんはずっと休みを取ってないでしょう？」

「ありがとうございます。ではそうさせていただきます」




　夕方、二人で黒髪のカツラをつけて船に乗った。夏の太陽は沈んでおらず、辺りは明るい。船賃を二人分手渡して桟橋から漁船に乗った。稼ぎどきだから漁船が次々桟橋に横付けしてランダルの人たちを乗せては出港していく。船は小さく、漕こぎ手が四人で乗客は八人。

　浮かれている人たちの中で、私は緊張していた。

（団長さんは来るだろうか。あの時の他た愛わいのない約束を覚えているだろうか）

（やめろ。無断で逃げ出しておいて勝手な期待をするな）

　ブルブルと頭を振ってうるさい声を振り払った。今夜はノンナを喜ばせることに専念しよう。そう決めて私は笑顔でノンナに話しかけた。

「カディスのお祭り、楽しみね」

「うん！　お母さんも？」

「ええ。とっても楽しみよ」

　カディスの港までは思っていたよりもあっという間だった。途中、大きな船が何隻も係留されている立派な港を通り越して進むと、前方に無数のロウソクが揺らめいている明るい場所が見えてきた。

　小さな漁船は漕ぎ手たちの力でグイグイと進む。やがて漁船は桟橋に横付けされて、私とノンナはアシュベリー王国のカディスに降り立った。

　カディスの港は岩場で、そこに数えきれないほどの人たちがいた。皆、手に小さな舟の形をした板切れを持ち、短いロウソクに火を灯ともしてから自分の舟を送り出している。

　笑って見送る人。泣きながら見送る人。目を閉じて祈りを捧ささげている人。

　どの人もロウソクが燃えている間だけここに訪れるという魂と会話をしているのだろう。

　港の奥の方は砂地と草地だ。

　簡単な造りの屋台がずらりと並んでいて焼き肉、果物、甘い焼き菓子、果実水、アクセサリー、素朴なおもちゃ。いろいろな物が売られていた。

　ノンナは屋台を見て歩くのに忙しく、ごった返す人の中で手をつないでいないと見失ってしまいそうだった。

　（ああ、これなら見つかりようもない）と変なところで安心し、（見つからない理由で自分を慰めてどうする）とも思う。

　狭い場所にぎっしりと人が集まって大変な混み具合。長い時間をかけてノンナが選んだのは揚げた丸パンにたっぷりの甜てん菜さい糖とうをまぶしたものだ。

「お母さん、甘くて美味しいよ！」

　そう言って私に食べかけのパンを差し出す。少し齧かじって

「うん！　美味しい！」

　そう答えるとノンナは嬉しそうに笑った。最近前歯が抜けてせっかくの美人さんがもったいないけれど、それはそれで成長の証あかしだ。歯の抜けた笑顔が愛いとおしかった。

「見て！」

　ノンナが指さすほうを見ると、そろそろ引き潮がピークになるのか大勢の人が一斉に小さな舟を海に浮かべている。

「わあ」

　口の周りに甜菜糖をくっつけたノンナが海を見ている。千を軽く超えているであろう小さな舟がロウソクをのせて沖へ沖へと進んでいく。

「ノンナも舟を浮かべようか」

「いいの？」

「もちろんよ」

　あちこちで売っている舟の形の板切れを二つ買い、ロウソクに火をつけてもらう。火が消えないように手で囲って私とノンナは岩場へと進んだ。

「転ぶと怪け我がをするから。足元を見るのよ」

「うん！」

　打ち寄せる波に靴を濡ぬらしながら私とノンナも周りの人たちと一緒になって舟を浮かべた。手のひら二つ分ほどの舟はユラユラと揺れながら少しずつ沖へと向かって流れていく。

　私は声を出さずに口だけを動かして自分の舟のロウソクに向かって話しかけた。

（お父さん、お母さん、エミリー。会いたいよ。会いたい。ずっと頑張ってきたけど、少し、疲れちゃった）

　喉の奥に熱い塊が詰まったようになって、涙がポロポロこぼれた。周囲にたくさん人がいたけれど、しゃがみこんですすり泣きしながら舟を見送った。

「ふっ……くっ……」

　驚くほどたくさんの涙が流れ落ちる。

　ノンナが小さな手で背中をさすってくれる。

「ごめん、ね、ノンナ。今泣き止やむから」

「いい。お母さんだって泣いていいよ」

　しゃがんだまま手で涙を拭いて何度も深呼吸をして

「何かお土産を買って帰ろうか」

　と笑ってノンナに話しかけたら、ノンナがポカンとした顔で私の背後を見上げていた。

　急いで振り返ると、私の斜め後ろに団長さんが立っていた。

「ジェフーッ！」

　ノンナが団長さんに飛びついた。

「ジェフ！　ジェフ！」としがみつくノンナを左腕で抱き上げ、団長さんは私の肩を抱いて立ち上がらせた。

「君が見つかるまで何年でもここに通うつもりでいたんだが。最初の年に見つけられた」

　相変わらずいい声だった。

　何か言わなきゃ、謝らなきゃと思うけれど、私は子供みたいに泣くことしかできなかった。

　団長さんはがっちりした体格の男の人に

「申し訳ないが先に帰る」

　と声をかけた。

「はい、お疲れ様でした。今年は管理官様が手伝ってくださったのでとても楽でしたよ。おやすみなさい」

　男の人は優しい顔で私たちを見送ってくれた。団長さんは私たちを小さめの家に案内してくれた。

「ここが俺の家なんだ」

「団長さんの家？」

「俺はもう団長じゃないんだよ。今は公爵領の保安管理官なんだ」

　そう言って私たちをソファーに座らせると、団長さんは使用人らしい年配の女性に

「あとは俺がやるからもう帰ってもいいよ」

　と声をかけた。




　ノンナは座ったまま頭をコクリコクリとしていた。興奮して疲れたらしい。私がノンナのカツラを外してやり、団長さんはノンナを軽々と抱き上げて長椅子に寝かせ、薄い夏掛けをかけた。

　団長さんは私の隣に大きな体を寄せるようにして座り、何も言わずに広い胸の中に私を閉じ込めて動かなくなった。

「無事でよかった。君に何かあったらと、どれだけ心配したか」

「ごめん……なさい」

「いい、謝らなくていい。謝ってほしいんじゃない。それより何から話したらいいか。君には伝えなければならないことがたくさんあるんだ」

　団長さんは私を胸の中に閉じ込めたまま、たくさんのことを話してくれた。

　ハグルから暗殺部隊が来たこと、私は死んだことになっていること、アシュベリーの偉い人たちに私の正体を知られたこと。ヨラナ様たちが無事なこと。

「君が特務隊のエースと聞いて納得したよ」

　そう言われて私は顔を上げられなかった。

「だからもう君は逃げなくていい。ビクトリア・セラーズは死んだんだ。これからは落ち着いて暮らせるさ。うっかり知り合いに会うのが心配なら、このカディスで暮らせばいい。港の近くは外国人が出入りするが、カディスに来ることはない。ここは半農半漁の町だからね。夏至の日以外は地元の人間しかいないんだ。ここで俺と暮らそう。俺はここから仕事に通う」

　私はさっきから気になっていることを尋ねた。

「団長さんは……」

「ジェフ、と」

「ジェフは、どうして騎士団を辞めてここに？　私のせいですよね？」

「いいや。君のせいじゃない。実は俺は薄々君が組織を抜けてきたのではと思っていた。だからもともと君と暮らすために騎士団を辞めようと考えていたんだよ。だけど君がいなくなったからこうして働いていたんだ。君がいてもいなくても結局辞めることは変わらなかったんだ」

　そうだろうか。私がこの人と関わらなかったら……。そこまで考えてから慌てた。そうだ！　船！

　「大変！　帰りの船がなくなってしまいます！」

「連絡したい場所があるなら使いを送る」

　そう言って団長さん、いや、ジェフは私を離さなかった。

「俺はもう後悔したくない。あの手紙を読んで、もっと早く君と話し合っておけばと自分に腹を立てた。カディスでも心配なら山奥に引っ越そう。俺なら猟師で食っていける」

「……」

「ビクトリア、今までどこで何をしていたんだい？　危険はなかったのか？」

「ジェフ、それを話す前に聞いてほしいことがあるの」

　背筋を伸ばし、まっすぐにジェフの顔を見た。

　言おうとしていることに緊張して身体が震えた。

「八歳で養成所に入ったとき、私は名前を捨てさせられてクロエという工作員名を与えられました。それから二十年間一度も名乗ったことがないけれど、私の本当の名前はアンナです。アンナ・デイル。それが父と母がつけてくれた私の大切な名前なんです」
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　私はそこから自分のことを話した。

　ランダル王国での牧場の暮らし、漁村の暮らし。

　ジェフリーは黙って聞いてくれた。時折、私の背中や頭を撫でながら。

　話し終わって、「ふうう」とため息をついたら、ジェフリーが考え込んでいる。

「どうしたの？　話の内容で何か困らせた？」

「いや。実は俺にも秘密がある。俺は君と生涯一緒に暮らすつもりだから、その話は今話すべきだと思う」

　婚約者の自死の話なら聞いたのに、と戸惑っていると

「婚約者の話じゃない。俺と兄の二人だけの秘密だ。兄がなぜ俺を心配し続けるのか、育った環境が、少し特殊なんだ」

「いいのよ？　あなたの過去の全てを知る必要があるとは思ってないわ」

「いや、いつか君も兄がなぜあそこまで俺を心配するのか疑問に思う日が来る」

　そこからジェフが話した内容は、その後何度思い出しても胸が潰つぶれるような気持ちになる話だった。




「俺たちの父親は俺が覚えてる限りの昔から別の家族と暮らしていた。外に愛人がいる貴族は珍しくもなんともない。ただ、父は愛人に子供ができたあたりから俺たちを殴るようになった。俺はまだ幼いときから殴られ続けた」

　ジェフのお母様は早い段階で心が壊れてしまい、現実と妄想の間を行ったり来たりするようになったそうだ。

　父親は週に一、二度帰ってきては家族を殴る。些さ細さいな理由で殴る。殴るきっかけは毎回違う。何をしたら殴られるのかがわからない。殴る父親に対して、一時期はエドワード様がお母様や幼いジェフリーをかばって一身に殴られ役を引き受けていたそうだ。




「兄が文官の道に進んだのは乗馬の鞭むちで打たれ続けた跡があるからだと思う。背中一面に酷ひどい傷が幾重にも重なって残っているんだ。騎士は訓練の後に皆一斉に着替えるから、兄の傷は隠せないんだよ。俺たちは心を失った母のために逃げることができなかった。兄は下っ端の文官になっていたが、あの頃の母は酷い状態で、兄は俺たちを連れて逃げ出すことを諦めていたんだと思う」

　組織で習ったことを思い出した。殴られ続けた人間は殴り返すどころか逃げることすらできなくなるらしい。暴力によって相手に心を支配されてしまうからだ。ご兄弟とお母様もそうだったのではないだろうか。




　つらい現実から目を背けるためにエドワード様は勉学に打ち込み、ジェフリーは剣の道にのめり込んだそうだ。そうやって長い年月が過ぎたある日、少年のジェフリーは（今なら自分は父に勝てるのではないか）と思ったそうだ。

　そしていつもと同じように父が兄を拳で殴り上半身を裸にさせて鞭で打とうとしたときに、父親に飛びかかった。

「死ぬ気で闘う人間といたぶるだけの人間は気迫が違う。俺はそのころから身体が大きかったしね。あっという間に俺は父を殴り倒して、手近にあった燭しょく台だいを握り、驚いている兄に言ったんだ。『兄上、俺は次男です。俺が殺します。その後で俺を籍から抜いてください。今まで助けてくれてありがとうございました』って」

「ジェフ……」

　ジェフは遠くを見るような顔で話している。

「幼い頃、『今日こそ殺される』と思いながら殴られていた恨みがブワッと噴き出してね。俺は本気だった。すると兄が俺を止めて、とても冷静な声で父に出ていくように告げたんだ。『アッシャー家の当主の座は本日をもって私が引き継ぎます。あなたとあちらの家族には恥をかかない程度の生活費はお送りします。当主の座を譲るか、それともこの場で私たちに殺されるか、選ばせてあげましょう。私がずっと無策のまま殴られていたとでもお思いですか。あなたがどんな状態で死んでも心臓麻ま痺ひと書いてくれる医者をすでに確保してあります』とね」

　エドワード様が二十歳、ジェフリーが十二歳の時だったそうだ。




「父が出ていったあと、兄は『私に覚悟がないばかりにお前と母上には気の毒なことをした。早くこうすればよかった。勇気のない私を許してくれ』と泣いていたよ。その時以来、兄は保護者として俺と母上を守ってくれた。いまだにその癖が抜けないのは困りものだが、俺と兄は互いにかばい合って生きてきたんだ。本当にいつ殺されてもおかしくないくらいの暴力だったんだよ」

　私はジェフリーを抱きしめた。

　ジェフの身体が大きすぎて上手うまく抱きしめられなかったが、全力で抱きしめた。

「父がなぜ離婚という手段を取らなかったのか、城勤めをするようになって知ったんだ。両親は当時の宰相の紹介で結婚した。父は宰相に遠慮があって離婚しなかったらしい。実にくだらない理由だ。父は自分の鬱うっ憤ぷんを、俺たちを使って発散していたんだ」

　ジェフリーは最後に苦にがそうな顔で笑って話を締めくくった。

「父は二年前に亡くなったよ」

「……」

　私は八年間だけだったけど、家庭の温かさを知っている。だけどジェフリーにはそれさえもなかったのか。

　工作員時代に思ったことだけれど、幸せな家庭はどの家も似ている。貧しいか裕福かはあまり関係がない。幸せな家はどこも家族の仲がいいのだ。

　エドワード様とジェフリーが暮らしていたのは家庭という名前の地獄だ。

「ジェフ、私はあなたとノンナを命に代えても守るわ。幸せな家庭を作りましょう」

　するとジェフリーは優しく笑って

「それは普通、俺の言う台詞せりふだ。俺にも格好をつけさせてくれ」

　そう言ってジェフは私の前に膝をついて

「アンナ。俺と結婚してください」

　とこの上なくシンプルに結婚を申し込んでくれた。
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　エドワード・アッシャーは公爵領のハムズが早馬で送ってきた手紙を読んでいた。弟が子連れの女性と接触したら必ず知らせてくれと言い含めてから数ヶ月。

「そうか。やっと見つかったか。まずは彼女の安全を確保しなきゃね」

　陛下と第一王子はジェフリーをセドリック様の補佐として付けておきたいのだろうが、管理部長としても兄としても今はまだハイデンの近くにビクトリアとジェフを一緒には置いておきたくない。万が一の可能性も潰つぶしておきたい。

「やはりあそこがいいか」

　そう言うと、エドワードはスタスタと部屋を出て医療班のいる西棟へと足を運んだ。

「おや、管理部長。どうなさいました？」

　出迎えたのは黒目黒髪の小柄な男性だ。

　彼は遥はるか遠くの国から来た貿易商の男性とアシュベリーの女性との間に生まれた人物である。

　父の国で育ったが、三十歳の少し前に「外の世界を見てみたい」と医療の知識を携えてこの国に来た。この男がいるからアシュベリーは他国が手に入れられない貴重な薬を買うことができている。

「ひとつ頼まれてほしいことがあるんだけど」

「はいはい。見返りは？」

「えげつないことを言いなさんな。私とあなたの仲じゃないか。でも、そうだねぇ、君が使いたいと言ってた薬を好きに使えるよう、私が宰相に交渉するってのはどうだい？」

　小柄な男が目を大きくし、口角を上げた。

「手術で使う麻酔薬ですか？　でも、目の玉が飛び出るくらい高価ですよ？」

「任せなさい。その代わりに私の弟とその奥さんになる人を君の国に五年ほど住まわせてほしいんだ。あ、子供も一人いるな。もちろんその費用は私が持つ」

　（そんな簡単なこと？）と医者は思った。

「私の実家は大きい屋敷です。離れもある。三人なら全く問題ないです。使用人も山ほどいます」

「いいね。決まりだ。じゃ、君から父君に手紙を書いてくれる？　君の母国の船が来月入港するでしょう？　その船に弟たちを乗せたいんだ」

「約束は必ず守ってくださいね？」

「私が約束を破ったことが一度でもあるかい？　麻酔薬の他にも使いたい薬があったらそれも一覧にして出して。なるべくたくさん許可が出るように交渉するよ」

　そう、管理部長は約束を破ったことは一度もない。そして陛下も宰相もどういうわけか彼の要求はたいていすんなり受け入れる。医療班の男は急いで父に手紙を書き、欲しい薬をたくさん紙に書き連ねた。

　エドワード・アッシャーは異国の船長に渡す手紙を懐に入れて、陽当たりの悪い職場へと戻っていった。
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　私は宿屋兼食堂に戻って仕事を辞める挨拶をした。

「急なことで申し訳ありません。これ、旦那さんと奥さんのセーターです。お金はいりません。受け取ってください」

「ありがとう。いいことがあったのかい？　ずいぶん顔が明るいよ。マリアさんが辞めるのは残念だけど、マリアさんが幸せになれる話なら仕方ないね。じゃあ、これは餞せん別べつだよ」

　そう言って奥さんはセーターの代金より少し多めのお金を手渡してくれた。

「陰かげ日向ひなたなく働く人には神様も優しくしてくれるさ。頑張ってね」

「ありがとうございます。お世話になりました」

　ノンナは浜辺で貝殻を拾っていた。

「お母さん！　きれいな貝殻を見つけたよ！」

「お待たせ。あら、きれいな貝。宝物にしないとね」




　私とノンナはカディスの町でジェフリーと暮らすことになった。ジェフはまだお兄様にも領主のセドリック様にも私のことを言ってないらしい。

「セドリック様から君のことが城に伝わると厄介なことになる。君は希望どおり羊を飼って世話をしながら暮らせばいい」

　ジェフリーはそう言うが、私はそんな簡単にいくだろうか、と思う。おそらくジェフリーがセドリック様の領地に送られたのは彼の人柄と能力を見込まれてのことだろう。そのジェフリーにまた私が関係していると知られたら……。

　自分ではどうしようもないジェフの世界。いろいろ考えるけど答えが出ない。




　ところがその十日後、一人の男性が私たちの小さな家にやって来た。王城から早馬でやって来たその人は、ジェフにマイクと名乗った。私とノンナはそれをこっそり台所で聞いている。

　マイクさんの話を聞いたジェフの声が硬い。

「俺は八ヶ月前に宰相の指示でここに来たばかりですよ？」

「宰相は私の上司の説得で了承しました。シェン国の薬の素晴らしさはご存じでしょう？　我が国はあちらの船が運んできたものを買うだけで、欲しい薬がなかなか手に入らない」

　エバ様が以前話していた外国の火傷やけどの薬とはシェン国のものだろうか。そしてマイクさんの上司って誰なのだろう。

「なぜ私なんです？　文官にいくらでも適任者がいるでしょう」

「うーん、では率直に申し上げましょう。この話はアッシャー卿のためであり、ビクトリアさんのためでもあるのです」

　台所でノンナと二人で気配を消して話を聞いていた私は息を止めた。

「このままお二人が一緒にここにいては万が一がないとは言い切れません。ほとぼりが冷めるまではビクトリアさんは完全に姿を消すべき、と私の上司は考えています」

　ジェフリーの声が一段と低くなった。

「俺に監視をつけてたんですね？」

「あなた方の安全を確保するためです。アッシャー卿がビクトリアさんと一緒に暮らしたいなら、シェン国に行くのが最善の方法です。あちらと交渉し、薬の確保と発送の仕組みを作ってください。アシュベリー王国もビクトリアさんも、アッシャー卿も、みんなが幸せになるじゃありませんか。ねえ、あなたもそう思いませんか？」

　最後ははっきりと声を張り上げて台所に向けて話しかけてきた。なので私は「失礼します」と声をかけてから居間に入った。

「ビクトリアさん。すみませんね、急な話で。シェン国の船が近々入港してすぐに戻るので、それに間に合わせたいんです。次の船は一年後ですから。ビクトリアさんは死んだことになっている。万が一、ハグルの知り合いにこの公爵領で目撃されては困るんです」

「事情はわかりました」

「お二人にシェン国に渡ってもらい、アッシャー卿には薬の輸出の手配をしてほしいのです」

「アンナ、君はどうしたい？」

「ありがたいお話だと思うわ。マイクさん、ノンナも連れていけるんですよね？」

「もちろんです。三人の渡航と滞在に関しては国費で賄います」

「三人分を国費で、ですか？」

「ええ。ジェフリー氏に関わる費用はアッシャー家が全額を負担すると申し出てくれましたが、それを聞いた内務大臣が『貴重な知識やシェン国とのつながりを全部アッシャー家に握られてしまうのではないか』と心配しまして」




　ジェフリーは自分に監視がつけられたことをまだ納得できないらしくムスッとしていたが「アンナがいいなら」と納得した。マイクさんは笑顔になり、たくさんの書類をカバンから取り出した。

「ビクトリアさん、いえ、アンナさんですね。これがアンナさんの新しい身分証明書、こちらがお二人の婚姻報告書、これはお子さんの分の書類。国費を出すので養子縁組が必要です。ビクトリアさんの本当の名前が不明でしたので名前の部分は空欄になってます。ご自分で書き入れてください。できますよね？　私はもう王都とここを往復する時間がありませんので、お願いします」

　（ああ、私のことは全部知られてるんだな）と思った。本来なら印刷されるべき私とノンナの名前を「あなた、自分で書いてね、偽造できるんでしょ」と言われたも同然だった。

「はい。わかりました。アンナ・デイルと書けばいいのですね？」

「いえ、アッシャー卿の家族として向かうのでアンナ・アッシャーと書いてください。二、三週間ほどでシェン国の船が入港します。必ずその船に乗ってください。帰国は五年後を目安に。書類は明日の十時に受け取りに来ます」

　マイクさんは一気にしゃべって帰った。




「アンナ、いいのか？」

「とんでもなくいいお話だわ。個人では絶対に行けそうもない国に行けるんだし、ノンナやあなたを危険に晒さらすこともなくなる。素晴らしいことじゃない？」

　そうよね？　とジェフの顔を見上げたら、ジェフが笑い出した。

「海岸で会ったとき、君は酷ひどく沈んで見えた。精神的にも肉体的にも疲れ切ってるのかと心配したけど、その様子なら大丈夫そうだな」

「私ね、本当は毎日寂しくて寂しくて、いっそハグルの特務隊に戻ろうかと何度も考えたの。でもノンナをあそこに連れていくわけにいかないから実行できなかった」

　ジェフは「はぁぁぁ」とため息をついた。

「踏みとどまってくれて本当によかったよ。暗殺指令が出てたんだから」

「私、精神的に参ってたんだと思う。少し考えれば見せしめで殺されるとわかるのに」

「ノンナのおかげで命拾いしたんだな」

「ええ」

　ノンナがそろりそろりと台所から入ってきた。ジェフがノンナに歩み寄り、ガバッと抱き上げて高い高いをした。ノンナはしばらくは（はいはい、好きなようにどうぞ）というように無の表情だったが、やがて我慢できなくなったらしくてケラケラと笑いだした。

「ノンナ、君は俺の娘になってくれるかい？」

「ジェフが私のお父さんになるの？」

「そうだ。アンナは俺の奥さんでノンナのお母さんだ」

「いいよ」

　ノンナは即答だ。

　手渡された書類をよく読むと、私はカディスの生まれ育ちの平民で、男爵の養女になってからジェフと結婚することになっている。

　アンナがビクトリアであることは誰がどこまで知っているんだろう。明日はマイクさんにそこを確認しなければ。

　その夜、私はほぼ徹夜で自分とノンナの公的書類に何ヶ所も名前を書き込んだ。ジェフが興味津々で覗のぞき込んで気が散って仕方ないので追い出した。

　印刷と全く同じに見えるように文字を書き入れるのは集中力が必要なのだ。




　翌日、マイクさんが書類の回収に来た。ジェフリーは仕事で留守だ。

　マイクさんは私同様に特徴のない外見で、人の中に混じっていたら見落とされ、すぐ忘れられそうな顔立ちと体型だった。しかし動きに全く隙すきがない。

「昨日はアッシャー卿がいたので踏み込んだ話ができませんでした。あなたがハグルの元エースなんですね」

　マイクさんはチラリと興味深そうに私を見て、すぐに

「あなたにいくつか質問があります」

　と切り出した。私が特務隊を脱走した理由と方法だった。

　私と家族の安全のために動いてくれている人たち。その配慮に感謝で応えるべき、と思い私は正直に答えた。




「なるほどなるほど」とうなずいていたマイクさんは次に聞いた。

「アンナさん、あなたは死刑囚の脱獄に手を貸しましたか？　私の上司はあなたが手伝ったのだろうと言うんですよ。もちろんお返事の内容は私と上司だけに留とどめます」

「はい。あの人を脱獄させたのは私です」

　私が覚悟を決めて返事をすると、マイクさんは「ほう」という顔をして「やっぱりあの人はすごいな」とつぶやいた。そして脱獄させた理由と手段を質問した。私はあらかた正直に話したけれど、逃がした兄妹のことだけは言わなかった。

「城の外で男に生活費を渡して別れましたので、その先のことは私にもわかりません」

「そうですか。靴の踵かかとに糸いと鋸のこぎりねぇ。そうか、糸鋸か」

　つぶやいてからまた質問をする。

「王城の夜会で男を倒したのもあなたですか」と尋ねられ、「はい」と答えるとその理由も聞かれた。それも正直に答えた。

「殺人を防ぎたいだなんて。そんなことを考える工作員がいるんですね。いや、失礼」

　半分独り言になっていたマイクさんがハッと我に返って顔を私に向けた。

「質問は以上です。ご協力ありがとうございました。薬のことに興味があるようでしたら、シェン国でアッシャー卿と一緒に学ぶことも可能です」

「ぜひ！　ぜひ学びたいです」

「うん、あなたはきっとそう言うと思ってました。シェン国での活躍を期待しています」

「あの、それはもしや私に情報を盗め、ということですか？　それでしたら私はもう……」

　マイクさんはカラカラと笑った。

「違います。普通に学び、シェンの人々と交流して、吸収できるものは全て吸収してくださいという意味です。ああ、そうだ、大切なことを言い忘れていました。五年後に戻ったときには以前のお知り合いとも会えますよ。アッシャー卿は帰国したら子爵になります。ハグルも我が国の貴族の妻を殺すような愚は犯しませんよ。割に合わない」

　どうしてそこまでして一介の工作員だった私を助けてくれるのかと尋ねるとマイクさんは

「それをお話ししたら私は職を失います。とある方の意向、と思ってください」

　と言って教えてくれなかった。




　ジェフリーとの結婚の手続きが完了した。私は新しい経歴、新しい身分証、新しい姓を手に入れた。船長に渡す宰相からの手紙とあちらでお世話になる家に渡す手紙も受け取った。

「マイクさん、私は一度お城の夜会に出てランダルの人間と言ってしまいましたが」

　ずっとそれが気になっていた。

「こう言っては失礼ですがあなたは印象に残りにくい方ですから。一度しか会っていない人なら『人違いでは？』と言い張れば大丈夫ですよ。それに、アンナさんがビクトリアだと知っているのは私と上司だけです。陛下も宰相も王太子殿下も夜会で遠くからチラリとあなたを見ただけですしね」

　マイクさんの上司は陛下や宰相様に私の正体を秘密にしてくれるらしい。なぜだろう。

　『セドリック様は私のことを知っています』と言いそうになったけど、骨折の原因が私だと自分から知らせるのは思いとどまった。

「ジェフリー氏はああ見えて書類仕事もできる人ですから。戻られたときが楽しみです。ではいってらっしゃい。頑張って。そうそう、アンナさん」

「はい？」

「おめでとうございます」

　それが「組織から抜けられたこと」なのか「結婚したこと」なのかはわからなかったが、私は微ほほ笑えんで頭を下げた。

　乗船の前日、ジェフリーは一年に満たない保安管理官の仕事を辞めてから帰宅した。セドリック様は最後まで残念がっていらっしゃったらしい。




　出港の時間が来た。船はゆっくりと向きを変えながら沖を目指して動き出した。

「お母さーん！　見ててー！」

「ん？」

　金髪をなびかせながらノンナが甲板を走ってくる。そして途中で飛び上がり、空中でクルリと回ってきれいに着地した。

「ふふふ。上手上手！」

　拍手していると、ノンナの後ろからジェフリーが歩いてくる。

　アシュベリーの王都に到着した日に出会った少女は今や私の娘で、身元保証人になってくれた騎士団長さんは私の夫になった。

　夫になったジェフリーは心配性で私を常に隣に置いておきたがる。私はいつも守られ、甘やかされている。

「お母さん！」

　ノンナがギュッとしがみついてきた。

「楽しそうね、ノンナ」

「シェンに行くのも船に乗るのも楽しい！」

　甲板に出てきたシェン国の船員さんが話しかけてきた。上手なアシュベリー語だ。

「奥さん、食事のメニューに注文はありますか？」

「私も夫も娘もなんでも食べますよ。みなさんと同じものでお願いします」

「シェンの料理は美味おいしいですよ。楽しみにしていてください」

「はい！」

　船は陸地に沿って航行し、食料と水を補給しながらシェン国を目指すそうだ。船旅は二ヶ月以上になるらしい。

　もし本が船に積んであるのなら、シェンの言葉を少しは読み書きできるようになりたい。新しく外国の言葉を覚えるのはいつだってワクワクする。

「アンナ、潮風は冷えるぞ」

「ジェフったら。夏だもの、むしろ気持ちいいわ」

「そうか。なら陽に当たりすぎないように」

「お父さんは心配しすぎー！」

　ノンナはジェフリーが父親になるのだと告げた日から「お父さん」と屈託なく呼び始めた。

　『ジェフリーがお父さんになったことは青いリボンを買ってもらったのと同じくらい嬉うれしい』と言う。そして遠い国で五年間を暮らすのだと言われても動揺しなかった。

「お母さんがいれば平気。お父さんもいてくれるならもっと平気」

　と笑う。本心だろうかと心配になるほどあっさりしていた。

「帰ってきたらクラーク様にシェンの言葉を教えてあげる！」

「きっと『僕も話せるようになりたい』っておっしゃるわね」

　航海は順調だった。嵐が来る気配もない。

「ジェフ、私は本当に自由になったんですね」

「ああ、そうだ」

　ジェフリーが私を後ろからすっぽり包むように抱きしめてきた。二人で無言のまま海と空を眺める。

　ノンナが二人の間にグイグイッと割り込んできて私に抱きつき、三人で笑った。




　船の旅が十日を過ぎたある日。

　私とノンナは甲板で海にお日様が沈んでいく様子を眺めていた。ノンナが海を見たまま話し始めた。

「ずっと前、広場で一人で座ってたときね、本当は捨てられたこと、知ってたよ。あの時、お母さんはこんな風に夕方になるまで一緒に広場にいてくれたよね」

　そこまで言ってからノンナは私の方を向いた。

「まだありがとうを言ってなかった。あの頃、言葉をあんまり知らなかったから。お母さん、お母さんも逃げてたのに、私を助けてくれてありがとう。羊の美味しいお肉を焼いてくれてありがとう。青いリボンを買ってくれてありがとう。お母さんになってくれてありがとう」

　私はノンナの頭を撫なでながら「うん、うん」としか言えなかった。

　夕陽が海に沈んでいってほんの少しを残すだけになった。夜が始まる。

　ノンナがいなかったら今頃私は生きていない。暗殺の指令が出ていることを知らずにノコノコと特務隊に戻って殺されていたに違いない。

「おう、二人ともここにいたのか。もう中に入ろう。夕食の時間になるぞ」

「はい」

「はぁい、お父さん」

　家族を大切にして暮らすこと。

　縁のあった方々と長くお付き合いすること。

　人の役に立つこと。

　他にもたくさんある。今度こそ私の人生に欠けていたことを埋めながら生きていくのだ。

　私は背後をジェフに守られるようにしてノンナと手をつないで船内に向かった。




　この先何があっても私はこの家族を守りぬく覚悟だ。

　大丈夫、私の手札は多めなのだから。
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